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調査の概要1



1　調　査　の　概　要

1　調査の目的

　この調査は，社会的な情報の伝達に使用されている外来語・略語，および，それらを使う場面のコミ

ュニケーションについて，国民の意識と言語生活の実態を明らかにすることを目的とする。あわせて，

分かりにくい外来語・略語を分かりやすく伝えるための，受け手に配慮した言葉遣いの工夫など，問題

解決策の検討に資する科学的データを蓄積・提供することを目的とする。

　近年，片仮名やアルファベットで書かれる目新しい外来語・略語が，公的な役割を担う官公庁の白書

や広報紙また，日々の生活と切り離すことのできない新聞・雑誌・テレビなどで数多く使われるよう

になった。外来語・略語には，これまで日本語になかった物事や思考を表現する言葉として，日本語を

より豊かにするという優れた面もある。その一方で，むやみに多用すると円滑なコミュニケーションの

障害となる面も出てくる。

　このような日本語の現状にあって，公共性の高い情報媒体，および，公的なコミュニケーションの場

では，生活に必要な情報が国民各層に等しく共有されるよう，受け手に配慮した言葉遣いの工夫をする

ことが緊急の課題となっている。

　国立国語研究所では，こうした問題意識から，行政情報の発信者，受信者双方の言語意識を探る大規

模全国調査を企画した。平成15年度は，全国680自治体を対象とした「行政情報を分かりやすく伝える

言葉遣いの工夫に関する意識調査（自治体調査）」と，受信者である国民を対象とした「外来語に関す

る意識調査（全国調査）」を実施した。

　平成16年度「外来語に関する意識調査ll（全国調査）」は，平成15年度に続く2回目の調査である。

調査内容は，語種選択の理由を尋ねるなど，使い分けの意識を深く掘り下げて調べている。また，新た

に，医療の専門家に期待する言葉遣いの工夫，苦手な分野の外来語・略語，外来語や略語についての学

習意欲・教育への期待などの項目を加えている。

2　調査項目

（1）普段使うことがある外来語や略語

（2）言葉の使い分けについて

（3）放送や新聞などで使ってほしい言葉

（4）専門家が使用する言葉

（5）外来語の言い換えについて

（6）外来語や略語の使用

3　調査対象

（1）母集団：満15歳以上の男女個人

（2）標本数：4，500人

（3）抽出方法：層化二段無作為抽出法

4　調査期間

平成16年10月6日 （水）～11月4目（木）
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5　調査方法

調査員による個別面接聴取法

6　調査実施機関

社団法人　新情報センター

7　回収結果

（1）有効回収数（率）

（2）調査不能数（率）

　　一不能内訳一

転　　居

長期不在

一時不在

住居不明

拒　　否

その他

　89

　73
478
　23
703
　44

3，090人（68．7％）

1，410人（31．3％）

　
　
　
r
⊥
　
　
－
よ

v
　
v
　
v
　
v
　
v
　
v

0％）

6％）

6％）

5％）

7％）

0％）

8　回答者の属性

（1）都市規模・ブロック

ブロック別

総

　　　　　北海道東北関東北陸東山東海近畿中国四国北九州南九州

　　・ノノ　k［xL＼K　kt＞ミ＼kノ
数　　（3，090）

4．24．1 3．3
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（2）性別

（3）年齢
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（4）職業

6



（5）最終学歴

（6）関心のある分野
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（7）パソコンの使用頻度

F8　〔カード〕あなたは，パソコンを平均してどれくらいお使いになりますか。この中から
　　　あてはまるものを1つ選んでください。

総

n

毎目の週に1～3目月に1～3目
ように　くらい　　　　くらい

数　（3，090）

年に数日　　使って
　　　　　　　　　分からないくらい　　いない

パソコンを使っている（計）

　　　　47．4％

0．9

（8）電子メールの使用頻度

F9　〔カード〕あなたは，電子メールを平均してどれくらいお使いになりますか。
　　　1通の送信または受信を1回と数えてください。パソコンと携帯電話の両方を
　　　合わせて数えてください。

総

n

　　　　　　　　　　1週間に
日に5回　日に1～3
　　　　　　　　　　1～3回以上　　回くらい
　　　　　　　　　　くらい

数　（3，090）

月に1～3　年に数回　使って　分から
回くらい　　くらい　　いない　ない

　　電子メールを使っている（計）

　　　　　　　49．3％

ノ
1．4

（9）海外渡航経験
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（10）世帯年収

（11）階層意識

9　この報告書を読む際の注意

（1）図表中のnとは，比率算出の基数を表すもので，原則として回答者総数（3，090人）または分類

　　別の回答者数のことである。

（2）百分比は，小数点第2位で四捨五入して，小数点第1位までを表示した。四捨五入したため，合

　　計値が100％を前後することがある。

（3）「（複数回答）」と表示のある質問は，2つ以上の回答を認めているため，回答計は100％を超

　　える。

（4）図中の質問文は面接調査で用いた調査票のとおりである。先頭に「〔カード〕」と表示があるの

　　は，回答の選択肢を列挙したカードを対象者に示して，その中から回答を選ばせる質問を示す。

（5）図表中の「一」は，回答者が皆無であることを，「O．O」は0．05未満の数値であったことを示す。

（6）「H調査結果の概要」では，分類別の回答者数が50人より少ない場合は傾向をみるにとどめ，

　　分類別の分析の対象からは外している。
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第1章　日常生活で使用する外来語・略語

1　普段使うことがある外来語・略語

（1）普段使うことがある外来語・略語

　14分野の外来語・略語を提示して，普段使うことがある外来語や略語はどれか聞いた（図1・1・1）。

　14分野は，《政治・行政》《経済・金融・ビジネス》《医療・福祉》《科学・技術》《コンピュー

タ》《料理・グルメ》《ファッション・インテリア》《スポーツ・レジャー》《農業・園芸》《機械・電

気》《交通（自動車・船・飛行機など）》《音楽・芸術》《語学・文芸》《教育》である。

　「インターネット」《コンピュータ》（81．1％）が8割強でもっとも多く，以下，「ヘルパー」《医

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13



療・福祉》（74，8％），「スニーカー」《ファッション・インテリア》（73．5％），「住宅ローン」《経

済・金融・ビジネス》（73．3％），「グルメ」《料理・グルメ》　（72．8％）が7割台，「アウトドア」

《スポーツ・レジャー》　（67．9％）が6割台で続いている。

　「ふだん使う外来語・略語がある」という人，つまり，ここに提示した外来語・略語のどれかを普段

使うことがある人は96．4％にのぼる。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（表1－1・1）。

　性別にみると，女性が男性より多くあげているのは，「ヘルパー」《医療・福祉》（男性67．6％，

女性80．9％），「スニーカー」《ファッション・インテリア》（男性67．2％，女性78．8％），「グルメ」

《料理・グルメ》　（男性66．8％，女性78．0％）である。男性が女性より多くあげているのは，　「バイ

オ（バイオテクノロジー）」《科学・技術》　（男性44．7％，女性39．0％），「コンバイン」《農業・

園芸》　（男性39．0％，女性29．2％），　「GPS」　《交通》　（男性29．8％，女性8．8％），　「スパーク

プラグ」《機械・電気》　（男性28．2％，女性6．7％）である。

　年齢別にみると，「インターネット」《コンピュータ》は，15～24歳30～49歳の年齢層で9割以

上があげている。また，65～70歳以上を除く年齢層では，すべて8割を超えている。「ヘルパー」《医

療・福祉》は40歳以上のすべての年齢層で8割前後を占めている。「スニーカー」《ファッション・

インテリア》は20～24歳で，　「住宅ローン」《経済・金融・ビジネス》は40～69歳で，　「グルメ」

《料理・グルメ》は30～64歳で，それぞれ他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，管理職と事務職では，すべての外来語や略語について，普段使う言葉としてあげる

人が，他の職業層に比べて多い。
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表1－1－1 普段使うことがある外来語・略語（性別， 年齢別，職業別）

（複数回答）

総 イ へ ス 住 グ ア ノ ア カ コ ジバ コ G ス こ 分 ＿普

ン

二 宅 ウ

ン

フ

1 リ
ミ
ユ

1
イ
v
オ ン

パ

の

中
に か

計段一使

　　う

回

答

計
タ ノレ 二 A 1 ふ 外

｜ ｜ 口 ル ト イ
ク

チ キ
ユ

一ア

イ
1

ノミ

イ
オ

ノミ P ク

だ

ん

使

う

ら

来

語
●

ネ
ツ

パ
カ ｜ ド シ

ヨ

ス
ラ

セ

ン

一ア
ク
イ

プ

ラ

言

葉

は

な
略

語
が

タ ノ な あ

数 ト ｜ ｜ ン メ ア ン ト ム
1

口 ン S グ い い る

n ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

総　　　　数 3，090 81．1 74．8 73．5 73．3 72．8 67．9 56．4 49．7 49．0 46．0 41．6 33．7 18．4 16．6 3．2 0．4 96．4 758．6

〔性　　　別〕

男　　　　性 1，421 80．9 67．6 67．2 7L4 66．8 66．8 56．7 48．8 47．8 44．5 44．7 39．0 29．8 28．2 3．5 0．6 95．9 764．1

女　　　　性 1，669 81．2 80．9 78．8 75．0 78．0 68．9 56．2 50．6 50．0 47．3 39．0 29．2 8．8 6．7 2．9 0．2 96．9 753．9

〔年　　齢　〕

15～19歳 137 92．0 40．1 82．5 36．5 59．1 65．7 54．7 54．0 43．1 23．4 32．1 16．8 21．9 6．6 2．2 一 97．8 630．7

20～24歳 134 94．8 59．0 91．8 44．0 67．2 78．4 54．5 62．7 50．7 32．1 32．1 17．9 29．9 12．7 α7 一 99．3 728．4

25～29歳 140 85．0 57．9 85．0 57．1 7L4 78．6 54．3 57．1 47．1 28．6 329 21．4 22．9 13．6 0．7 一 99．3 713．6

30～34歳 233 90．1 62．7 80．7 69．1 77．7 82．8 62．2 62．2 50．6 39．1 42．5 18．5 30．0 15．5 L3 一 98．7 785．0

35～39歳 275 92．4 70．9 84．7 73．5 82．2 83．6 66．2 67．6 57．5 49．5 45．8 25．1 25．5 16．4 0．7 一 99．3 841．5

40～44歳 255 9L4 77．6 84．3 8L6 82．7 81．6 68．6 66．7 62．4 49．8 49．0 25．9 23．9 18．4 2．0 一 98．0 865．9

45～49歳 221 9L9 81．0 80．i 78．3 80．1 76．0 66．1 52．9 57．9 53．4 489 37．6 23」 19．9 0．9 一 99．1 848．0

50～54歳 276 83．0 80．1 76．4 80．4 79．7 74．6 64．1 51．4 57．6 56．5 52．2 42．0 17．4 18．5 2．9 0．4 96．7 837．3

55～59歳 343 84．5 84．5 79．6 8L9 80．5 72．6 62．7 52．8 58．3 54．8 47．8 42．0 19．0 23．3 1．5 0．6 98．0 846．4

60～64歳 339 80．5 83．8 7L1 823 76．4 64．9 57．2 44．8 49．9 54．6 46．3 40．4 13．6 18．0 2．7 一 97．3 786．4

65～69歳 286 69．6 80．4 62．9 78．7 67．8 56．6 50．7 41．6 40．2 51．4 38．8 46．2 13．6 20．3 5．9 0．7 93．4 725．5

70歳以上 451 53．9 78．5 43．7 72．3 52．3 35．0 3LO 19．3 25．5 35．0 26．4 38．8 4．o 10．2 9．3 1．6 89．1 536．8

〔職　　業〕

農林水産業 131 58．8 77ユ 51．1 71．8 55．7 39．7 3L3 19．8 22．1 44．3 37．4 71．8 9．9 2L4 6．9 一 93．1 619．1

商工サービス業 307 82．4 7L7 73．0 75．6 75．9 67．1 59．9 48．5 45．9 48．2 44．3 35．5 19．2 19．5 3．9 一 96．1 770．7

管　理　職 71 94．4 81．7 84．5 84．5 88．7 88．7 78．9 64．8 73．2 59．2 62．0 45．1 35．2 36．6 ～ 一 100．0 977．5

事　務　職 518 95．8 79．2 83．2 79．2 84．6 86．1 74．5 69．5 7L6 51．4 57．9 32．8 34．9 23．4 0．4 0．4 99．2 924．7

労　務　職 579 81．5 67．2 75．3 69．6 69．9 68．7 51．3 48．4 43．4 43．9 34．4 33．7 i8．3 20．6 3．1 0．2 96．7 729．4

主　　　　婦 776 80．9 83．4 78ユ 78．7 80．4 69．3 56．2 49．4 50．0 49．4 39．4 27．1 7．9 6．6 2．6 0．3 97．2 759．5

学　　　　生 177 93．2 41．8 84．7 36．2 62．1 72．3 57．1 57．6 49．2 26．0 35．6 15．3 24．9 5．6 1．7
一 98．3 663．3

その他の無職 455 62．0 78．7 53．4 73．6 55．2 47．0 42．2 32．1 33．0 41．3 32．5 39．3 12．7 18．0 7．0 1．5 91．4 629．7

自　　由　　業 45 82．2 66．7 57．8 66．7 66．7 57．8 57．8 48．9 60．0 44．4 48．9 26．7 22．2 15．6 4．4 一 95．6 726．7

専門技術職 31 93．5 80．6 87．1 87．1 77．4 90．3 77．4 74．2 58．1 51．6 61．3 45．2 41．9 29．0 一 一 100．0 954．8
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（2）普段使うことがある外来語・略語の量

　普段使うことがある外来語・略語の量を，回答数を積算して求めた（図1－1・2）。14分野の外来語・

略語を選択肢に示したので，すべてをあげた場合は14点になる。

　「8～11点」　（31．6％）が3割強でもっとも多く，以下，　「4～7点」　（27．6％）が3割弱，　「12～

14点」　（20．3％）が2割，　「1～3点」　（16．9％）が2割弱という順である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（図1・1－3）。

　性別にみると，男性が女性より多いのは「12～14点」　（男性25．1％，女性16．2％）であり，女性が

男性より多いのは「8～11点」　（男性25．2％，女性37．1％）である。

　年齢別にみると，　「1～3点」は70歳以上（31．0％）で他の年齢層より多い。一方，　「12～14点」

は35～39歳，45～59歳の年齢層で他の年齢層より多い。

　職業別にみると，　「1～3点」は農林水産業（27．5％）とその他の無職（26．2％）で他の職業層に比

べて多い。一方，　「12～14点」は管理職（39．4％）でもっとも多い。
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図1・1・3普段使うことがある外来語・略語の量（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　0点　1～3点　4～7点　8～11点　　12～14点　分からない

　　　　　　　　　　　　　n

総　　　　　　　　　数　　　（3，090）　O．4
　　　　　　　　　32〔　‡生　　　　　　別　〕

　　　　　　　　　ヨヨ

男　　性（1，421）［工一一…
女　　　　性　（1，669）　15．3‖繰纈28．33藁議§　　　37．1　　　　16．2　0．2

　　　　　　　　　29
〔年　　齢〕

1　5　～　1　9　歳　　　（　　137）　　　　24．8　　、　　　me　｝35．．8鑛　纏鞠！　　　24．1　　　　13．1

20～24歳　（134）　18．7　　1鵬2．8酬i1　　　　35．1　　　12．7

2　5　～　2　9　歳　　　（　　140）

3　0～3　4歳　　（　233）　　14．6　　　　28．8　　　　　　　　38．2　　　　　　　17．2

3　5　～3　9歳　　（　275）　　14．2　　・　22．5　、　　　　　　37．5　　　　　　　　25．1

4　0～4　4歳　　（　255）　7・8　　窯3・9i　s　　　　　　43・5　　　　　　　　22・7

45～49歳　（221）9．　5鰯　29．嚇・　　　33．0　　　　26．7

5　0～5　4歳　　（　276）　　9．8　　　127．5、　1　　　　　30．8　　　　　　　28・6　　　　0・4

5　5　～　5　9　歳　　　（　343）　　12．0，　　　25．7　　　　　　　　34．　　　　　　　　　　25．9　　　　0・6

6　0～6　4歳　　（　339）　　15．6　　　　27．Zl　　、　　　　30．4　　　　　　23・6

6　5　～　6　9歳　　　（　286）5　　　18．9　　1　甲i2．Q．2i宏纏　　　　　29・7　　　　　　18・5　　　0’7

70歳以上　（451）93　．．，．31．0；；、　E融8．81　　　20．2　　．1　1．6

〔職　　業〕

農林水産業　（131）69　　27．5　　　　30．51　　　22・9　　12・2

商工サービス業　（307）　　15．3　　　護30．3　　　　　28．7　　　　21・8

管　　理　　職　（　71）9．9藷14．1　　　　36．6　　　　　　　39・4

事　　務　　職　（518）7．5　21．6　　　　38・8　　　　　　31・3　　　0・4

労　　務　　職　（579）　　19．5　”　馳8．5‘i’ma　　　29．7　　　19・0　0・2

主　　　　　婦　（776）　14．2　　　28・5　x　　　　38・0　　　　16・5　0・3

学　　　　　生　（　177）　　20．9．　　・　鑛3窪£1＿1。　　　25．4　　13．0

自　　　由　　　業　　（　　45）　　／　22．2“t　　　　28．9　　　　　22．2　　　　22．2

専門技術職　（　31）12．9　16．1・　　29．0　　　　　　1・9

　　　　　　　　　　＊「自由業」と「専門技術職」は．回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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第2章話し相手による外来語・漢語・和語の使い分け，使う理由

1　話し相手による外来語・漢語・和語の使い分け〔3場面比較〕
図2・1・1

話す相手によって，使う言葉も変わってくると思います。ここでは，友だちどうしで話すとき，
大勢の人の前で話すとき，初対面のお年寄りと話すときの3つの場面で，あなたが使う言葉を
お尋ねします。

問2　〔カード〕まず，友だちどうしで話すとき，次のどの言葉を使いますか。（○は1つ）
問3　〔カード〕では，大勢の人の前で話すときは，どの言葉を使いますか。　（○は1つ）

問4　〔カード〕では，初めて会うお年寄りと話すときは，どの言葉を使いますか。（○は1つ）

新しく農業を始めるには，地域の

（nニ3，090）

友だちどうしで話すとき

大勢の人の前で話すとき

サポート 支　援 手助け　　　分からない

2．・

初めて会うお年寄りと話すとき 13・・1灘灘灘㈱・・繕麟、醐灘ll灘

2．7

2．1

3．3

　話し相手による外来語・漢語・和語の使い分けを，“友だちどうしで話すとき”“大勢の人の前で話

すとき”“初めて会うお年寄りと話すとき”の3つの場面で聞いた（図2・1・1）。

　友達同士で話すときは，　「手助け」《和語》　（39．0％）が4割弱で，以下，　「サポート」《外来語》

（33．4％），　「支援」《漢語》　（25．6％）の順である。

　大勢の人の前で話すときは，「支援」《漢語》（47．1％）が5割弱で，以下，「サポート」《外来語》

（27．3％），　「手助け」《和語》　（22．9％）の順である。

　初めて会うお年寄りと話すときは，　「手助け」《和語》　（81，6％）が8割強を占め，以下，　「支援」

《漢語》　（13．0％），　「サポート」《外来語》　（3．3％）の順である。

2　友達同士で話す場面　くサポート／支援／手助け〉

（1）友達同士で話すときに使う言葉

　友達同士で話すときに使う言葉を，性別，年齢別，職業別にみていく（図2・2・1）。

　性別にみると，女性が男性より多いのは「手助け」《和語》　（男性36．0％，女性41．5％）で，男性

が女性より多いのは「支援」《漢語》　（男性29．5％，女性22．2％）である。

　年齢別にみると，　「サポート」《外来語》は若年層ほど，　「手助け」《和語》は高齢層ほど多く使わ

れる傾向にある。

　職業別にみると，「サポート」《外来語》は管理職（54，9°／。），事務職（50．2％）で多い。一方，「手

助け」《和語》は農林水産業（5＆0％）で6割弱と最多である。
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　　図2・2・1友達同士で話すときに使う言葉　（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　　サポート　　　支　援　　　　手助け　　　分からない

　　　　　　　　　　　　　n

〔性　　別〕

男　　　性（1，421）［：三＝：亙：：亟＝璽醗籔醗翻・．・

女　　性（1，669）［：：：璽＝：Pt・．1
〔年　　齢〕

1　5　～　1　9歳　　（　　137）　　　　　　40．9　　　　　　　　18．2　　菊懸鑛‖瀧灘r39：4藩議淵灘、羅i　1・5

2　0～2　4歳　　（　134）　　　　　　　　　53・7　　　　　　　　　　17．9　　9難i26．9綱禦謬　1．5

2　5　～2　9歳　　（　　140）　　　　　　　　　　55．0　　　　　　　　　、12．g　悲　慰藝30．7ミ藁藻1鶉惑　L4

30～34歳　（233）　　　　47．2　　　　　　23．2　纏綱顯8L811劉懸0・9

3　5　～3　9歳　　（　275）　　　　　　　　51．6　　　　　　　　　　22．9　　　　　24．7　　　0．7

・・－44歳（255）［：＝三〔＝工：⌒園翻・．・
4　5　～4　9歳　　（　221）　　　　　34．4　　　　　　　　30．8　　　　難鷹纏竃33．5》轡藷1肇籔　1．4

50～54歳　（276）　　　33・3　　　　26．8　　i撚議38．蕪灘簸≧1．4

55－59歳（343）［：一一］2．・
6　0～6　4歳　　（　339）　　　　27・1　　　　　　・27・7　　　　　　　　　42．8　tr，if．　　　24

6　5　～　6　9　歳　　　（　　286）　　　16・1　　　　　　29．7　　　　　1酬1畠摺熈［・i】li51．4灘欝讃纏籍頴・鶉欝　　2．8

7　0歳以上　（451）11・8　　26．4　’顔　輪禦講善1纏57．0灘竃竃雛裂竃　　4．9

〔職　　業〕

農林水産業（131）匝互主遍醗⑬醗蕊躍羅醗『］・．・

商工サービス業　（307）　　1．3
管　　理　　職　（　71）　　　　　　54・9　　　　　　　　32．4　　　・！1，．311．4

事　　務　　職　（518）　　　　　50．2　　　　　　25．3　　1灘23÷6竃灘1．0

労　　務　　職　（　579）　　　33・0　　　　　25．9　　灘撚i議i39．0‖鍵1灘藁　2．1

主　　婦（776）［＝一躍醗翻1．・
学　　生（177）［＝＝亙＝＝工一1．・
その他の無職　（　455）　　18・　5　　　　28．1　　　1鍋翼議lll瓢49．0蟻鶏鷹轡騰　　4．4

自　由　業（45）［＝m＝scptp翻一
専門技術職　（　31）　　　　　　58．1　　　　　　　22．6　　‖19．　4Wal　－

　　　　　　　　　　＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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（2）その言葉を使う理由【A枠】

友達同士で話すときに，その言葉を使う理由【A枠】を聞いた（図2－2－2）。

　「サポート」《外来語》については，「使い慣れているから」（44．2％）がもっとも多く，以下，「分

かりやすいから」　（27．2％），「簡潔だから」（25．9％）の順である。

　「支援」《漢語》については，「分かりやすいから」　（51．3％）がもっとも多く，以下，「使い慣れ

ているから」　（23．4％），　「正確だから」　（14．8％），　「簡潔だから」　（9．6％）の順である。

　「手助け」《和語》については，　「分かりやすいから」　（63，7％）が6割強でもっとも多く，以下，

「使い慣れているから」（25．0％），「簡潔だから」　（5．7％）の順である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表2・2・1）。

性別にみると，「サポート」《外来語》と「手助け」《和語》については，差はみられない。「支援」

《漢語》については，女性が男性より多いのは「分かりやすいから」　（男性46．5％，女性56．6％），

男性が女性より多いのは「使い慣れているから」　（男性26．0％，女性20．5％）である。

　年齢別にみると，「サポート」《外来語》については，「使い慣れているから」が20～24歳（50．0％），

25～29歳（49．4％），35～39歳（50．0％），45～49歳（48．7％）で5割前後と他の年齢層に比べて

多い。また，「支援」《漢語》については，「分かりやすいから」が50～54歳（60．8％），60～64

歳（64．9％）で6割台と他の年齢層に比べて多い。

職業別にみると，「サポート」《外来語》については，「使い慣れているから」が学生（53．0％）で

5割強ともっとも多い。
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表2・2・1　その言葉を使う理由【A枠】　　（性別，年齢別，職業別）

サポート 支援 手助け

該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使

か い か い か い

潔 り 確 慣 潔 り 確 慣 潔
り 確 慣

や
れ

や
れ

や
れ

当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て
す す す

い い い

か
い
か る か

い
か る か

い
か る

か か か か か か

数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％

総　　　　数 LO33 25．9 27．2 2．1 44．2 790 9．6 5L3 14．8 23．4 1，204 5．7 63．7 4．9 25．0

〔性　　　別〕

男　　　　性 462 26．6 27．7 L9 42．9 419 9．1 46．5 16．9 26．0 512 5．9 63．9 6．8 22．7

女　　　　性 57工 25．4 26．8 2．3 45．4 371 10．2 56．6 12．4 20．5 692 5．6 63．6 3．5 26．7

〔年　　齢　〕

15～19歳 56 25．0 19．6 1．8 5L8 25 8．0 36．0 28．0 28．0 54 9．3 66．7 5．6 正8．5

20～24歳 72 29．2 18．1 L4 50．0 24 8．3 54．2 12．5 25．0 36 8．3 75．0 5．6 1L1

25～29歳 77 24．7 26．0 一 49．4 18 16．7 33．3 33．3 1L1 43 1L6 55．8 9．3 2＄．3

30～34歳 110 26．4 33．6 1．8 37．3 54 7．4 40．7 18．5 33．3 67 10．4 58．2 7．5 22．4

35～39歳 142 26．8 22．5 0．7 50．0 63 15．9 39．7 1L1 3L7 68 5．9 6L8 L5 29．4

40～44歳 117 30．8 25．6 2．6 4LO 63 14．3 50．8 14．3 20．6 74 6．8 63．5 一 29．7

45～49歳 76 28．9 17．1 3．9 48．7 68 14．7 47ユ 14．7 22．1 74 4．1 662 9．5 20．3

50～54歳 92 26．1 28．3 2．2 43．5 74 8．1 60．8 17．6 13．5 106 5．7 64．2 6．6 23．6

55～59歳 100 19．0 33．0 4．0 44．0 103 6．8 49．5 19．4 23．3 133 4．5 60．9 7．5 25．6

60～64歳 92 25．0 34．8 2．2 38．0 94 7．4 64．9 7．4 19．1 145 4．1 63．4 4．1 27．6

65～69歳 46 21．7 39．1 2．2 34．8 85 5．9 47．1 15．3 30．6 147 7．5 66．7 2．7 23．1

70歳以上 53 24．5 30．2 3．8 41．5 1正9 9．2 58．0 10．1 2L8 257 3．1 63．8 3．9 28．0

〔職　　業〕

農林水産業 16 37．5 25．0 一 37．5 34 5．9 52．9 5．9 32．4 76 5．3 59．2 6．6 28．9

商工サービス業 82 20．7 30．5 4．9 43．9 89 7．9 53．9 15．7 19ユ 132 6．8 66．7 4．5 22．0

管　　理　職 39 20．5 25．6 5．1 46．2 23 8．7 47．8 21．7 21．7 8 12．5 87．5 一 一

事　　務　　職 260 25．8 24．2 2．3 47．7 131 13．7 40．5 16．8 28．2 122 4．9 64．8 8．2 22．1

労　務　職 191 3L9 26．7 2．1 39．3 150 10．0 56．7 12．7 20．0 226 7ユ 55．8 7．5 28．8

主　　　　婦 242 22．3 3L4 2．1 44．2 185 8．1 53．5 13．5 24．9 336 4．5 66．4 L8 26．5

学　　　　生 83 26．5 18．1 一 53．0 30 10．0 40．0 26．7 23．3 61 8．2 67．2 4．9 19．7

その他の無職 84 28．6 28．6 L2 41．7 128 9．4 53．9 14．8 2L1 223 4．9 64．1 4．9 24．7

自　　由　業 18 33．3 33．3 一 33．3 13 15．4 46．2 15．4 23．1 14 14．3 78．6 一 7ユ

専門技術職 18 16．7 38．9 一 33．3 7
一 57．1 14．3 28．6 6

一 66．7 16．7 16．7
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（3）その言葉を使う理由【B枠】

　友達同士で話すときに，その言葉を使う理由【B枠】を聞いた（図2・2・3）。

　「サポート」《外来語》については，　「やわらかい感じだから」　（30．0％）が3割でもっとも多く，

次いで，　「新しい感じだから」　（26．6％）である。

　「支援」《漢語》については，「やわらかい感じだから」（39．9％）が4割でもっとも多く，次いで，

「知的な感じだから」　（18．0％）の2割弱である。

　「手助け」《和語》については，　「やわらかい感じだから」　（70．1％）が7割を占める。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表2・2・2）。

　性別にみると，「手助け」《和語》を使う理由で，女性が男性より多いのは「やわらかい感じだから」

（男性66．0％，女性73．1％）である。

　年齢別にみると，「サポート」《外来語》については，「新しい感じだから」が15～19歳（37，5％），

70歳以上（32．1％）の年齢層で3割以上である。　「やわらかい感じだから」は30～34歳（38．2％），

45～49歳（38，2％）で4割弱である。　「支援」《漢語》については，「やわらかい感じだから」が40

～44歳（47．6％），60～64歳（47．9％）で5割弱である。

　職業別にみると，「サポート」《外来語》を使う理由に，「新しい感じだから」をあげる人は学生（36．1％）

に多い。また，「支援」《漢語》を使う理由に，「やわらかい感じだから」をあげる人は商エサービス

業（46．1％）で5割近い。
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表2・2－2その言葉を使う理由【B枠】 （性別，年齢別，職業別）

サポート 支援 手助け

該 新 知 し や 格 該 新 知 し や 格 該 新 知 し や 格

し 的 や わ 調 し 的 や わ 調 し 的 や わ 調

い

感
な
感

れ

た

ら
か
い

高
い

い

感
な
感

れ

た

ら
か
い

高
い

い

感

な
感

れ

た

ら
か
い

高
い

当

じ
だ
じ
だ

感

じ
だ

感

じ
だ

感

じ
だ

当

じ
だ
じ
だ

感

じ
だ

感

じ
だ

感

じ
だ

当

じ
だ
じ
だ

感

じ
’
だ

感

じ
だ

感
じ
だ

か か か か か か か か か か か か か か か

数 ら ら ら ら ら 数 ら ら ら ら ら 数 ら ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ ％

総　　　　数 1ρ33 26．6 10．1 9．3 30．0 1．0 790 3．4 18．0 0．9 39．9 5．7 1，204 1．7 2．2 1．3 70．1 1．2

〔性　　別〕

男　　　　性 462 26．0 10．2 9．7 28．8 0．6 419 3．8 19．3 0．7 37．9 7．2 512 2．5 2．5 1．6 66．0 1．2

女　　　　性 571 27．1 ユα0 8．9 31．0 1．2 371 3．0 16．4 L1 42．0 4．0 692 1．2 1．9 1．2 73．1 1．2

〔年　　齢〕

15～19歳 56 37．5 10．7 16．1 2L4 L8 25 4．0 48．0 一 20．0 8．0 54 L9 5．6 1．9 70．4 一

20～24歳 72 29．2 13．9 11．1 27．8 L4 24 4．2 25．0 一 41．7 8．3 36 2．8 一 一 86．1 2．8

25～29歳 77 28．6 9．1 9．1 27．3 2．6 18 5．6 38．9 一 16．7 5．6 43 2．3 7．0 一 72．1 一

30～34歳 110 24．5 9．1 5．5 38．2 一 54 一 24．1 一 37．0 9．3 67 一 一 1．5 77．6 L5

35～39歳 142 28．2 正4．1 5．6 23．9 一 63 3．2 20．6 一 41．3 6．3 68 2．9 1．5 一 73．5 1．5

40～44歳 117 26．5 13．7 8．5 26．5 0．9 63
一 23．8 L6 47．6 一 74 2．7 4．1 一 70．3 L4

45～49歳 76 23．7 6．6 9．2 38．2 一 68 1．5 13．2 一 38．2 4．4 74 一 一 一 78．4 1．4

50～54歳 92 23．9 10．9 10．9 33．7 一 74 1．4 23．0 一 40．5 6．8 106 1．9 1．9 一 70．8 1．9

55～59歳 100 24．0 2．0 8．0 35．0 1．0 103 2．9 17．5 LO 35．0 5．8 133 0．8 3．0 2．3 68．4 3．0

60～64歳 92 2L7 7．6 12．0 29．3 2．2 94 4．3 7．4 1．1 47．9 7．4 145 1．4 2．8 2．8 7L7 一

65～69歳 46 26．1 8．7 13．0 28．3 一 85 5．9 11．8 一 41．2 5．9 147 2．7 1．4 2．0 69．4 0．7

70歳以上 53 32．1 13．2 11．3 28．3 3．8 119 6．7 12．6 3．4 41．2 4．2 257 1．9 L6 1．6 62．3 0．8

〔職　　　業〕

農林水産業 16 43．8 6．3 12．5 18．8 一 34 2．9 11．8 2．9 35．3 一 76 2．6 1．3 3．9 63．2 L3

商工サービス業 82 28．0 6．1 3．7 26．8 L2 89 5．6 16．9 2．2 46．1 L1 132 2．3 1．5 1．5 73．5 0．8

管　　理　　職 39 23．1 10．3 2．6 30．8 一 23 4．3 13．0 一 39．1 13．0 8
一 一 12．5 62．5 一

事　　務　　職 260 22．3 H．2 8．1 34．2 0．8 131 1．5 16．8 0．8 39．7 8．4 122 0．8 L6 一 74．6 2．5

労　　務　　職 191 29．8 9．4 8．4 30．9 1．0 150 2．7 19．3 一 42．7 8．0 226 1．3 2．7 0．4 73．9 0．9

主　　　　婦 242 23．6 9．9 10．7 30．2 1．2 185 3．2 16．8 0．5 40．0 2．7 336 1．5 2．1 0．9 74．4 0．9

学　　　　生 83 36．1 9．6 15．7 253 L2 30 3．3 53．3 一 13．3 6．7 61 1．6 4．9 1．6 73．8 一

その他の無職 84 28．6 15．5 14．3 28．6 1．2 128 3．9 14．8 1．6 38．3 6．3 223 2．2 2．2 1．8 57．4 1．3

自　　由　　業 18 27．8 11．1 5．6 16．7 一 13 15．4 15．4 一 46．2 15．4 14
一 一 7．1 7L4 7．1

専門技術職 18 27．8 一 5．6 22．2 一
7

一 14．3 一 57．1 14．3 6 16．7 一 一 50．0 一

3　大勢の人の前で話す場面　くサポート／支援／手助け〉

（1）大勢の人の前で話すときに使う言葉

　大勢の人の前で話すときに使う言葉を，性別，年齢別，職業別にみていく（図2－3・1）。

　性別にみると，差はみられない。

　年齢別にみると，　「サポートj《外来語》は若年層ほど，　「手助け」《和語》は高齢層ほど多く使わ

れる傾向にある。

　職業別にみると，「サポート」《外来語》は事務職（34．2％）で，「支援」《漢語》は学生（58．2％）

で，　「手助け」《和語》はその他の無職（39．3％），農林水産業（37．4％）で，それぞれ他の職業層に

比べて多い。
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図2・3・1大勢の人の前で話すときに使う言葉　（性別，年齢別，職業別）

総　　　　数

〔　’性　　　　　　男II　〕

男　　　　性

女　　　性

〔年　　齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳
35～39歳

40～44歳
45～49歳

50～54歳

55～59歳
60～64歳
65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商エサービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職

主　　　　婦

学　　　生

その他の無職

自　　由　　業

専門技術職

　n
（3，090）

サポート 支援 手助け 分からない

（1，421）　　　　26．3　　　…　　　　　　　48．6

（1，669）　　　　　28．1　　　　　　　　　　　45．8

（137）

（134）

（140）

（233）

（275）

（255）

（221）

（276）

（343）

（339）

（286）

（　　451）　　11・3

2．7

／藩纏22．鱒響2．2

き1織922．9曇灘　　3．2

　42．5

35．0　　　　’・

39．1

32．4

32．2　　　・z

30．8

30．4

　　　37．3ノ

0．7

　　　　　　　45，5　　♂　・　　　；10．41　1．5

ン　　　　49．3’”：三《　纏14．3　　1．4

　　　　　　48．5　　　，　’，　　　11．61　0．9

　　　　　54．5　’　　／　　　　　’・1a三4‖　0．7

　　　．，　　56．5、　．，．．f・・方．ρっ11．OIO．4

　　　51．1　　”　　‖灘117．2・織　0．9

　／　49．6でst’フ：三ρ：　秀1Z．8　　　2．2

3．2

3．8

4．5

　　1鱗遜1蹴濱45：0綱輪礁瓢．4

（3。7）［：一翻］2・・
（71）［一　　　　　　翻1・4

（579）［：亘＝：1二＝二一駆彊］3・1

（776）［：一一］2．8
（177）〔：：璽：：：－1・1

（31）［：：：：：1璽：：：：：コー・一

＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ　分析の対象からは外してある。
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（2

　大勢の人の前で話すときに，その言葉を使う理由【A枠】を聞いた（図2・3・2）。

　「サポート」《外来語》については，　「分かりやすいから」　（32．0％），　「簡潔だから」

が3割強，「使い慣れているから」（27．2％）が3割弱である。

　「支援」《漢語》については，「分かりやすいから」（48．3％）が5割弱，「正確だから」

3割弱である。

　「手助け」《和語》については，　「分かりやすいから」　（71．9％）が7割強を占める。

（31．7％）

（26．7％）

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（表2・3－1）。

　性別にみると，「手助け」《和語》を使う理由で，女性が男性より多いのは「分かりやすいから」（男

性68．9％，女性74．4％）である。

　年齢別にみると，　「サポート」《外来語》にっいては，　「簡潔だから」は35～39歳（42．7％）で多

く，　「分かりやすいから」は55～69歳（55～59歳42．1％，60～64歳41．8％，65～69歳44．1％）で

多い。「支援」《漢語》については，「分かりやすいから」は50～54歳（56．2％），60～64歳（57，0％）

で多く，「正確だから」は15～24歳（15～19歳45．6％，20～24歳44．3％）で多い。「手助け」《和

語》については，「使い慣れているから」は70歳以上（23．6％）で多い。

　職業別にみると，「サポート」《外来語》を使う理由に，「分かりやすいから」をあげる人は管理職

（58．8％）で多く，「正確だから」をあげる人は労務職（12．1％）で多い。　「支援」《漢語》を使う理

由に，「分かりやすいから」をあげる人はその他の無職（58．0％）で多く，「正確だから」をあげる人

は学生（46．6％）で多い。「手助け」《和語》を使う理由に，「分かりやすいから」をあげる人は事務

職（84．2°／・）で多い。
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表2－3・1その言葉を使う理由【A枠】　　（性別，年齢別，職業別）

サポート 支援 手助け

該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使

か い か い か い

潔 り 確 慣 潔 り 確 慣 潔 り 確 慣

や
れ

や
れ

や
れ

当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て
す す す

い い い

か い か る か い か る か い か る

か か か か か か

数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％

総　　　　数 843 3L7 32．0 7．9 27．2 1，455 14．8 48．3 26．7 9．6 708 4．9 7L9 4．5 17．8

〔性　・　別〕

男　　　　性 374 29．9 33．4 7．2 28．6 691 13．7 47．2 25．6 12．2 325 5．2 68．9 5．5 19．1

女　　　　性 469 33．0 30．9 8．5 26．0 764 15．7 49．3 27．6 7．2 383 4．7 74．4 3．7 16．7

〔年　　齢〕

15～19歳 39 4LO 282 10．3 17．9 79 22．8 29．1 45．6 2．5 18 5．6 83．3 5．6 5．6

20～24歳 57 29．8 19．3 10．5 40．4 61 13．1 39．3 44．3 1．6 14
一 85．7 7．1 7．1

25～29歳 49 34．7 32．7 6．1 24．5 69 15．9 42．0 37．7 4．3 20 一 70．0 15．0 15．0

3‘ 0～34歳 91 33．0 29．7 8．8 28．6 113 22．1 36．3 31．0 10．6 27 3．7 66．7 14．8 11．1

35～39歳 89 42．7 18．0 2．2 36．0 150 20．0 44．0 27．3． 7．3 34 5．9 67．6 5．9 17．6

40～44歳 82 36．6 25．6 12．2 23．2 144 14．6 47．9 30．6 6．9 28 7．1 75．0 3．6 14．3

45～49歳 68 32．4 30．9 13．2 22．1 113 12．4 47．8 28．3 9．7 38 2．6 76．3 5．3 15．8

50～54歳 84 26．2 33．3 11．9 28．6 137 16．8 56．2 18．2 8．0 49 6．1 79．6 2．0 12．2

55～59歳 95 24．2 42．1 7．4 25．3 161 10．6 50．9 24．2 13．7 76 5．3 72．4 3．9 18．4

60～64歳 79 27．8 4L8 5．1 24．1 151 lL9 57．0 19．9 9．9 96 8．3 69．8 4．2 16．7

65～69歳 59 25．4 44．1 3．4 25．4 109 lL9 50．5 22．0 15．6 105 3．8 75．2 2．9 17ユ

70歳以上 51 29．4 39．2 3．9 25．5 168 10．1 57．7 17．3 14．3 203 4．4 67．5 3．4 23．6

〔職　　業〕

農林水産業 19 47．4 36．8 10．5 5．3 55 16．4 50．9 16．4 12．7 49 4．1 69．4 一 26．5

商工サービス業 79 32．9 24．1 7．6 34．2 139 10．8 5L1 25．2 12．2 83 8．4 67．5 8．4 15．7

管　　理　　職 17 17．6 58．8 一 23．5 39 5．1 61．5 17．9 15．4 14 7．1 78．6 一 一

事　　務　　職 177 29．4 29．4 8．5 32．2 278 16．2 46．0 27．3 9．4 57 7．0 84．2 3．5 5．3

労　務　職 182 30．2 31．3 12．1 26．4 270 17．4 45．6 27．8 8．9 109 2．8 66．1 8．3 22．0

主　　　　婦 204 33．8 34．8 5．4 23．0 363 14．0　’49．3 27．8 8．8 187 4．3 72．7 3．7 18．7

学　　　　生 57 35．1 24．6 10．5 28．1 103 19．4 29．1 46．6 3．9 15 6．7 80．0 6．7 6．7

その他の無職 82 3L7 36．6 6．1 24．4 174 13．8 58．0 14．9 12．1 179 3．9 72．1 2．8 20．7

自　　由　　業 9 11．1 33．3 一 55．6 21 4．8 57．1 28．6 9．5 14 14．3 78．6 7．1 一

専門技術職 17 35．3 41．2 一 23．5 13 7．7 53．8 38．5 一
1

一 一 一 一
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（3）その言葉を使う理由【B枠】
図2－3－3

問3SQ1　〔カード〕その言葉を使う理由は何ですか。A，　Bの枠からそれぞれ1つ選んでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○はそれぞれ1つずっ）

【B枠】

新しい感じ知的な感じ　しゃれた感じやわらかい　格調高い　　この中　　分から
だから　　だから　　だから　　　感じだから　感じだから　にはない　ない

n

サ　　ポ　　ー　　ト　　（843）

支

手

2．8

援　（1，455）

3．8

36　　　、26．2　、 32．7

助

10．9　　　19．3

け　　（708）

2．2 5．1

17

2．40．7

8 17。8　　8．2

0．8

大勢の人の前で話すときに，その言葉を使う理由【B枠】を聞いた（図2・3－3）。

　「サポートj《外来語》については，「新しい感じだから」　（2＆9％），「やわらかい感じだから」

（25．3％）が3割弱，　「知的な感じだから」　（18．1％）が2割弱である。

「支援」《漢語》については，「やわらかい感じだから」　（32．7％）が3割強，「知的な感じだから」

（26．2％）が3割弱である。

　「手助け」《和語》については，「やわらかい感じだから」　（68．4％）が7割弱を占める。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（表2・3・2）。

　性別にみると，「手助け」《和語》を使う理由で，女性が男性より多いのは「やわらかい感じだから」

（男性64．3％，女性71．8％）である。

　年齢別にみると，「サポート」《外来語》については，「新しい感じだから」は70歳以上（43．1％）

で，「やわらかい感じだから」は30～34歳（38．5％）で，「知的な感じだから」は20～24歳（35．1％）

で，それぞれ他の年齢層に比べて多い。「支援」《漢語》を使う理由に，「知的な感じだから」をあげ

る人は若年層ほど多くなる傾向がみられる。

　職業別にみると，「サポート」《外来語》を使う理由に，「新しい感じだから」をあげる人は労務職

（34．6°／・），商エサービス業（34．2％），学生（33．3％）で多い。　「支援」《漢語》を使う理由に「知

的な感じだから」をあげる人は学生（58．3％）で多く，「手助け」《和語》を使う理由に「やわらかい

感じだから」をあげる人は主婦（74．9％）で多い。
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表2・3・2　その言葉を使う理由【B枠】　　（性別，年齢別，職業別）

サポート 支援 手助け

該 新 知 し や 格 該 新 知 し や 格 該 新 知 し や 格

し 的 や わ 調 し 的 や わ 調 し 的 や わ 調

当

い

感

じ
だ

な
感
じ
だ

れ

た
感
じ
だ

ら
か
い
感
じ
だ

高
い
感
じ
だ

当

い

感

じ
だ

な
感
じ
だ

れ

た

感

じ
だ

ら
か
い
感
じ
だ

高
い
感
じ
だ

当

い

感

じ
だ

な
感
じ
だ

れ

た

感

じ
だ

ら
か
い
感
じ
だ

高
い
感
じ
だ

か か か か か か か か か か か か か か か

数 ら ら ら ら ら 数 ら ら 1ら ら ら 数 ら ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ ％

総　　　　数 843 28．9 18．1 8．9 25．3 2．8 1，455 3．6 26．2 2．2 32．7 10．9 708 1．7 2．4 0．7 68．4 0．8

〔性　　　別〕

男　　　　性 374 27．5 16．8 9．6 25．9 2．7 691 2．7 25．6 2．0 33．0 12．0 325 3．1 1．8 0．6 64．3 0．6

女　　　　性 469 30．1 19．2 8．3 24．7 3．0 764 4．5 26．7 2．4 32．5 9．8 383 0．5 2．9 0．8 71．8 1．0

〔年　　　齢〕

15～19歳 39 35．9 15．4 7．7 23．1 7．7 79 5．1 57．0 一 12．7 16．5 18
一 5．6 一 72．2 一

20～24歳 57 21．1 35．1 5．3 17．5 5．3 61 1．6 44．3 一 21．3 19．7 14 7．1 7．1 一 64．3 7．1

25～29歳 49 30．6 26．5 10．2 14．3 2．0 69 2．9 46．4 2．9 17．4 11．6 20 5．0 10．0 一 65．0 一

30～34歳 91 22．0 20．9 2．2 38．5 1．1 113 0．9 32．7 3．5 3LO 15．0 27 7．4 一 一 74．1 一

35～39歳 89 30．3 16．9 9．0 20．2 1．1 150 3．3 29．3 1．3 32．7 10．0 34 2．9 5．9 一 61．8 2．9

40～44歳 82 25．6 19．5 7．3 28．0 4．9 144 1．4 20．8 2．8 37．5 11．8 28 一 7．1 一 64．3 3．6

45～49歳 68 32．4 16．2 5．9 22．1 5．9 113 2．7 27．4 1．8 26．5 12．4 38 一 一 一 76．3 一

50～54歳 84 27．4 21．4 13．1 26．2 一
137 3．6 26．3 一 31．4 8．0 49 2．0 4．1 一 69．4 　

55～59歳 95 32．6 10．5 12．6 28．4 3．2 161 5．0 19．9 4．3 31．7 9．9 76 L3 2．6 一 75．0 一

60～64歳 79 25．3 8．9 12．7 27．8 2．5 151 3．3 16．6 2．0 44．4 9．3 96 一 4．2 一 77．1 一

65～69歳 59 28．8 20．3 8．5 25．4 一
109 6．4 15．6 2．8 35．8 10．1 105 1．0

一 一 70．5 一

70歳以上 51 43．1 11．8 11．8 19．6 3．9 168 6．0 14．9 3．0 43．5 6．0 203 2．0 0．5 2．5 60．1 1．5

〔職　　　業〕

農林水産業 19 36．8 10．5 15．8 21．1 一
55 5．5 25．5 1．8 32．7 7．3 49 2．0 一 4ユ 67．3 一

商エサービス業 79 34．2 ユ0．1 3．8 27．8 2．5 139 3．6 22．3 2．2 38．8 1L5 83 4．8 2．4 一 7L1 一

管　　理　　職 17 17．6 17．6 一 35．3 一
39 一 15．4 一 35．9 7．7 14 一 一 一 71．4 一

事　　務　　職 177 209 20．9 9．6 28．2 3．4 278 1．8 26．3 2．2 33．8 12．9 57 一
1．8 一 71．9 一

労　　務　　職 182 34．6 20．3 6．0 22．5 3．8 270 5．6 28．9 2．6 29．3 12．2 109 2．8 4．6 一 71．6 一

主　　　　婦 204 28．9 18．1 12．7 23．0 1．5 363 3．6 22．0 2．5 32．8 9．6 187 一 3．2 0．5 74．9 1．1

学　　　　生 57 33．3 19．3 7．0 2L1 7．0 103 4．9 58．3 一 13．6 14．6 15 一
6．7 一 66．7 一

その他の無職 82 26．8 19．5 12．2 29．3 2．4 174 4．0 18．4 3．4 39．7 5．2 179 2．2 1．1 1．1 60．3 1．7

自　　由　　業 9 22．2 22．2 11．1 11．1 一
21

一 19．0 一 42．9 23．8 14
　 一 一 35．7 7．1

専門技術職 17 29．4 一 一 35．3 一
13

一 23．1 　 46．2 15．4 1
一 一 一 一 　

4　初対面のお年寄りと話す場面　くサポート／支援／手助け〉

（1）初対面のお年寄りと話すときに使う言葉

初めて会うお年寄りと話すときに使う言葉を，性別，年齢別，職業別にみていく（図2・4・1）。

性別にみると，大きな差はみられない。

年齢別にみると，いずれの年齢層でも「手助け」《和語》が多数を占める。

職業別にみると，いずれの職業層でも「手助け」《和語》が多数を占めているが，学生では「支援」

《漢語》　（20．3％）もやや多い。
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　図2・4・1初対面のお年寄りと話すときに使う言葉　（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　　サポート　　　支　援　　　　手助け　　　分からない

　　　　　　　　n
総　　　　　　　　　　数　　　（3，090）　　　　13．0　．麗難蓼竃嚢鑛覆苔藷藝藁霞鶉18L6‖　　1灘麗膨葬馨嚢竃箋覧S鑛！　2．1

　　　　　　　　　33
〔性　　別〕

男　　　　　性　（1，421）　　14．7灘1鍾難羅i麟1鱗鷲ill：79t　9藷1き罐：1鐸罎灘鞠1緩i霞　2．1

　　　　　　　　　ヨヨ女　　　　　性　（1，669）　　11．6翼鍵藁灘1璽鍵1：繰馨灘18巳鱒　纏‖當曇§：‖滅繋灘蓑2．2

　　　　　　　　　33
〔年　　齢〕

・5～・9歳（137）［工：ijzeetwpteetwo．7

25～29歳（140）［匪璽薩睡懸翻蛭璽羅薩醗懸S劉0・7

，。一・4歳（233）一一・．・
3　5　～　3　9　歳　　　（　　275）　　　”16．0　　‘tleetl劉91　i‘　　‘‖　鼎，i“179．6　　1‘・灘、襲‘綴　響鰯馨‖1劉　　1．1

4　0～4　4歳　　（　255）　　14．9　　　　鑛　．　　　　　，　1・、83．1　　　　　　　ee殆　　　　0．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

45～49歳　（221）　13．1罐灘馴馴！灘馴曇1欄瓢83．36≧薔鶏1灘繍鰯i藷嚥10．9

5　0～5　4歳　　（　276）　　　12．7　　　1　　　　　　　　－　，「180．81　　、　　　　　　ta・　　　　2．5

　　　　　　　　　　む
55～59歳（343）9．0灘ll‘1　i馴　　6．6　‖1鞭麟一2．6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

6　0　～6　4歳　　（　339）　　　11．2竃藷竃鷲緩購匡纏藷齢職籔灘‘塁83㌧2澤謬懸・竃鍾鱗量纏鐸竃；≡議竃き　1．5

65－69歳（286）旋璽醗羅醗魎亜懸醗躍璽］・．・

7　0歳以上　（451）　11．3灘購灘灘澆≧鞠竃・0．Z薗1　鐵鞠ll鶏劉㌶i鷲　　5．8

　　　　　　　　　22
〔職　　業〕

農林水産業（131）一醗醗躍羅翻コ4．6
商エサービス業（、。7）ぱ郵纒羅懸醗璽灘醗懸醗翻1．・

事　務　職（518）　17・0ご灘馴朧4轍9・2鞭購≧鰯騰灌LO

労　務　職（579）　11・1’　　t“s　　獺12　nyニrw　2・4

主　　　　婦　（776）　11gl麟灘‖羅馴lll鑛83・9鋼螂灘灘灘醸魑8魍11．7

学　　　生（177）6220・3　・灘購＝爆蓄・72・囎灘、灘竃霧0・6

その他の無職　（455）2913．“醐・1纏“灘。IE79．織　翌灘‖灘鱈㌶　4．8

自　　由　　業　（　45）　13．3　馴　l　il　lklW　I，i　l‖給4．±E　　，1，蹴ii罐・，1‖02・2

専門技術職　（　31）　9・7　12．9　　it　　　　　77．　　　’　梱　　“一

　　　　　　　享「自由集」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ　分析の対象からは外してある。
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（2

初めて会うお年寄りと話すときに，その言葉を使う理由【A枠】を聞いた（図2－4－2）。

　「サポート」《外来語》を使う理由では，「分かりやすいから」（37．3％）が4割弱でもっとも多く，

「使い慣れているから」（28．4％）が3割弱である。

　「支援」《漢語》を使う理由では，「分かりやすいから」　（70．4％）が7割を占める。

　「手助け」《和語》を使う理由では，　「分かりやすいから」　（85．3％）が8割5分を占める。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表2・4・1）。

　性別にみると，「サポート」《外来語》を使う理由で，男性が女性より多いのは「使い慣れているか

ら」（男性31．9％，女性25．5％）である。女性が男性より多いのは「正確だから」（男性6．4％，女性

14．5％）である。「支援」《漢語》を使う理由で，女性が男性より多いのは「分かりやすいから」（男

性65．6％，女性75．6％）である。

　年齢別にみると，「手助け」《和語》を使う理由では，「分かりやすいから」が15～24歳（15～19

歳88．2％，20～24歳91．7％），30～34歳（89．8％），45～54歳（45～49歳89．10／o，50～54歳89．2％）

の各年齢層で9割前後ときわめて多い。

　職業別にみると，「手助け」《和語》を使う理由では，「使い慣れているから1が農林水産業（14．0％），

その他の無職（13．3％）で，他の職業層に比べてやや多い。
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表2・4・1その言葉を使う理由【A枠】　　（性別，年齢別，職業別）

サポート 支援 手助け

該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使

か い か い か い

潔
り 確 慣 潔 り 確 慣 潔 り 確 慣

や
れ

や
れ

や
れ

当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て
す す す

い い い

か い
か る か

い
か る か い

か る

か か か か か か

数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％

総　　　　数 102 22．5 37．3 10．8 28．4 402 7．7 70．4 9．7 lL7 2，520 3．8 85．3 2．7 7．6

〔性　　　別〕

男　　　　性 47 2L3 38．3 6．4 3L9 209 10．0 65．6 1L5 12．4 U35 4．6 83．6 3．3 7．7

女　　　　性 55 23．6 36．4 14．5 25．5 正93 5．2 75．6 7．8 10．9 ［β85 3．2 86．7 2．3 7．5

〔年　　齢〕

15～19歳 8 37．5 12．5 12．5 25．0 26 26．9 53．8 15．4 3．8 102 7．8 88．2 一 3．9

20～24歳 13 30．8 30．8 15．4 23．1 24 4．2 75．0 20．8 一 96 4．2 9L7 2．1 2．1

25～29歳 7 14．3 57．1 一 28．6 正5 6．7 86．7 6．7
一 117 3．4 83．8 6．0 6．8

30～34歳 9 33．3 44．4 一 22．2 35 5．7 85．7 5．7 2．9 187 Ll 89．8 4．8 3．7

35～39歳 9 1L1 lL1 一 77．8 44 1L4 63．6 1L4 13．6 219 7．8 85．4 L8 5．0

40～44歳 4 50．0 一 25．0 25．0 38 一 76．3 7．9 正5．8 212 5．2 86．8 2．8 4．7

45～49歳 6
一 50．0 16．7 33．3 29 6．9 79．3 3．4 10．3 184 3．3 89．1 2．7 4．3

50～54歳 11 27．3 36．4 27．3 9．1 35 5．7 68．6 14．3 1L4 223 4．0 89．2 L8 4．9

55～59歳 6
一 一 33．3 66．7 31 6．5 74．2 6．5 12．9 297 3．0 85⑨ 3．0 7．7

60～64歳 14 35．7 50．0 7．1 7．1 38 10．5 65．8 7．9 10．5 282 2．8 83．7 3．5 9．2

65～69歳 5
一 100．0 一 一 36 2．8 58．3 16．7 22．2 237 3．4 81．4 2．1 1L8

70歳以上 10 工0．0 50．0 一 40．0 51 7．8 68．6 3．9 19．6 364 2．7 79．1 2．2 14．6

〔職　　業〕

農林水産業 1 100．0 一 一 一
10

一 80．0 一 20．0 114 2．6 80．7 1．8 正4．0

商工サービス業 12 8．3 16．7 25．0 50．0 30 3．3 66．7 10．0 16．7 262 3．4 85．5 3．1 7．3

管　　理　　職 一 一 一 一 一
12

一 83．3 一 16．7 58 6．9 82．8 L7 3．4

事　　務　職 15 13．3 33．3 13．3 40．0 88 8．0 68．2 1L4 12．5 410 4．9 90．2 2．0 2．9

労　　務　職 27 37．0 40．7 11．1 lLl 64 9．4 73．4 9．4 7．8 474 3．2 84．8 4．2 7．8

主　　　　婦 20 15．0 45．0 5．0 35．0 92 4．3 78．3 4．3 13．0 651 2．5 86．8 2．5 7．8

学　　　　生 11 36．4 9．1 9ユ 36．4 36 22．2 55．6 19．4 2．8 129 7．0 88．4 L6 3．1

その他の無職 13 7．7 6L5 7．7 23．1 60 6．7 66．7 1L7 13．3 360 3．6 78．6 3．3 13．3

自　　由　　業 一 一 一 一 一
6 16．7 50．0 33．3 一 38 5．3 92．1 一 2．6

専門技術職 3 33．3 66．7 一 一 4
一 75．0 一 25．0 24 20．8 70．8 一 4．2

31



（3）その言葉を使う理由【B枠】
図2・4・3

問4SQ1　〔カード〕その言葉を使う理由は何ですか。　A，　Bの枠からそれぞれ1つ選んでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○はそれぞれ1つずつ）

【B枠】

　　　　　　　　　　　　新しい感じ知的な感じしゃれた感じやわらかい格調高い感じこの中には分から
　　　　　　　　　　　　だから　　だから　　だから　　　感じだからだから　　　ない　　　ない

　　　　　　　　　　　n

サ　　ポ　　ー　　ト　　（102）

支
手 助

援

け

（402）

2．7　　1．7

0．6　1，2　0．7

29

（2，・52・）擁羅霧羅羅璽羅霧羅測
0．　4　　　　4．6

初めて会うお年寄りと話すときに，その言葉を使う理由【B枠】を聞いた（図2－4－3）。

　「サポート」《外来語》を使う理由では，「やわらかい感じだから」（37．3％）がもっとも多く，次

いで，　「新しい感じだから」　（21．6％）である。

　「支援」《漢語》を使う理由では，「やわらかい感じだから」　（52．2％）が5割強でもっとも多い。

　「手助け」《和語》を使う理由では，「やわらかい感じだから」　（79．8％）が8割を占めてもっとも

多い。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表2－4－2）。

　性別にみると，「支援」《漢語》を使う理由で，女性が男性より多いのは，「やわらかい感じだから」

（男性49．3％，女性55．4％）である。

　年齢別にみると，「手助け」《和語》を使う理由で，「やわらかい感じだから」は20～24歳（87．5％）

で多い。

　職業別にみると，「支援」《漢語》を使う理由に，「やわらかい感じだから」をあげる人は，労務職

（59．4％），主婦（58，7％），事務職（55．7％）で多い。また，「手助け」《和語》を使う理由に，「や

わらかい感じだから」をあげる人は，学生（85．3％），労務職（84．4％），商工サービス業（84．0％）

で多い。
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表2・4－2　その言葉を使う理由【B枠】　　（性別，年齢別，職業別）

サポート 支援 手助け

該 新 知 し や 格 該 新 知 し や 格 該 新 知 し や 格

し 的 や わ 調 し 的 や わ 調 し 的 や わ 調

当

い

感

じ
だ

な
感
じ
だ

れ

た

感

じ
だ

ら
か
い
感
じ
だ

高
い
感
じ
だ

当

い

感

じ
だ

な
感
じ
だ

れ

た

感

じ
だ

ら
か
い
感
じ
だ

高
い
感
じ
だ

当

い

感

じ
だ

な
感
じ
だ

れ

た

感

じ
だ

ら
か
い
感
じ
だ

高
い
感
じ
だ

か か か か か か か か か か か か か か か

数 ら ら ら ら ら 数 ら ら ら ら ら 数 ら ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ ％

総　　　　数 102 21．6 8．8 8．8 37．3 2．9 402 2．7 10．2 1．7 52．2 5．0 2，520 0．6 1．2 0．7 79．8 0．4

〔性　　　別〕

男　　　　性 47 23．4 6．4 4．3 40．4 一
209 3．3 10．0 2．4 49．3 5．7 1，135 1．0 1．5 0．7 78．9 0．4

女　　　　性 55 20．0 10．9 12．7 34．5 5．5 193 2．1 10．4 LO 55．4 4．1 1，385 0．4 0．9 0．7 80．6 0．4

〔年　　齢　〕

15～19歳 8 37．5 12．5 一 37．5 一 26 一 42．3 一 34．6 3．8 102
一 2．0 1．0 85．3 一

20～24歳 13 38．5 7．7 15．4 30．8 一 24 4．2 16．7 一 45．8 12．5 96 1．0 一 LO 87．5 1．0

25～29歳 7 42．9 一 28．6 14．3 14．3 15
一 6．7 一 46．7 13．3 117 1．7 1．7 0．9 84．6 一

30～34歳 9 22．2 11．1 一 33．3 一 35 29 11．4 一 48．6 11．4 187 0．5 0．5 0．5 81．8 0．5

35～39歳 9
．

一 22．2 一 33．3 一 44 2．3 13．6 2．3 40．9 4．5 219 一 1．4 一 83．6 1．8

40～44歳 4 25．0 25．0 一 25．0 25．0 38 一 7．9 2．6 73．7 一
212 0．5 0．9 一 8L1 一

45～49歳 6 33．3 一 16．7 50．0 一 29 3．4 6．9 3．4 48．3 3．4 184 一 0．5 一 83．2 0．5

50～54歳 11
一 9．1 27．3 36．4 一

35 2．9 8．6 一 60．0 2．9 223 一 1．8 0．4 77．1 0．4

55～59歳 6
一 16．7 一 66．7 一

31 6．5 9．7 一 54．8 3．2 297 1．0 0．3 0．7 80．5 0．3

60～64歳 14 28．6 一
7．1 28．6 7．1 38

一 2．6 一 65．8 一
282 一 2．5 0．7 79．8 一

65～69歳 5 20．0 20．0 一 20．0 一 36 一 2．8 11ユ 33．3 5．6 237 0．8 1．3 0．4 80．6 一

70歳以上 10 10．0 一 一 70．0 一
51 7．8 3．9 一 60．8 5．9 364 1．6 1．1 2．2 69．8 0．3

〔職　　　業〕

農林水産業 1
一 一 一 100．0 一

10
一 10．0 一 30．0 10．0 114 1．8 一 1．8 80．7 一

商エサービス業 12 16．7 16．7 一 41．7 一
30 一 10．0 一 50．0 3．3 262 1．1 1．9 0．4 84．0 一

管　　理　　職 一 一 一 一 一 　
12

一 一 8．3 4L7 16．7 58 一 3．4 一 69．0 一

事　　務　　職 15 6．7 20．0 6．7 46．7 6．7 88 2．3 6．8 一 55．7 6．8 410 0．5 1．0 0．2 80．5 1．0

労　務　職 27 25．9 3．7 11．1 37．0 3．7 64 L6 10．9 L6 59．4 1．6 474 0．6 0．8 0．6 84．4 0．6

主　　　　婦 20 10．0 10．0 15．0 25．0 5．0 92 3．3 6．5 2．2 58．7 4．3 651 0．2 1．1 0．5 80．3 0．2

学　　　　生 11 45．5 9．1 一 27．3 一
36 2．8 36．1 一 36．1 2．8 129 一 1．6 0．8 85．3 一

その他の無職 13 30．8 一 15．4 38．5 一 60 6．7 3．3 3．3 51．7 5．0 360 1．4 1．1 1．9 71．4 0．3

自　　由　　業 一 一 一 一 一 一
6

一 33．3 16．7 16．7 16．7 38 一 2．6 一 65．8 一

専門技術職 3 33．3 一 一 66．7 一 4 一 25．0 一 25．0 　
24 一 4．2 一 62．5 4．2
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第3章　報道や行政で使ってほしい言葉，使ってほしい理由

1　報道や行政で使ってほしい言葉〔媒体・場面比較〕
図3－1・1

問5　〔カード〕テレビやラジオのニュースでは，次のどの言葉を使ってほしいと思いますか。　（○は1つ）

問6　〔カード〕新聞では，どの言葉を使ってほしいと思いますか。　（○は1っ）

問7　〔カード〕役所・役場の窓口では，次のどの言葉を使ってほしいと思いますか。　（○は1つ）

　　　　（nニ3，090）

テレビやラジオのニュース

DV　ドメステイツク・
　　　バイオレンス

をテーマにした
特別番組を制作しました。

配偶者暴力　　夫や恋人などから

　　　　　　ふるわれる暴力
分から
ない

聞 7．7
kt：：：：：、t　26．9

38．7 18．7　8．1

役所・役場の窓口 6．0 198灘
39． 26．1 9．0

　“テレビやラジオのニュース”“新聞”“役所・役場の窓口”と，3つの公共性の高い媒体や場面を

あげて，同じ文脈の中で，「DV」《略語》，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》，「配偶

者暴力」《言い換え》，「夫や恋人などからふるわれる暴力」《説明》のうち，どの言葉を使ってほし

いと思うか聞いた（図3・1・1）。

　テレビやラジオのニュースでは，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》（30．6％），「配偶

者暴力」《言い換え》　（2＆2％），「夫や恋人などからふるわれる暴力」《説明》　（25．7％）がそれぞ

れ3割程度で並んでいる。

新聞では，　「配偶者暴力」《言い換え》　（38．7％）が4割弱，次いで，　「ドメスティック・バイオレ

ンス」《外来語》　（26，9％）が3割弱である。

　役所・役場の窓口では，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》（39．4％）が4割弱，次いで，

「夫や恋人などからふるわれる暴力」《説明》　（26．　1％）が3割弱である。

2　放送で使ってほしい言葉

　　〈DV／ドメスティック・バイオレンス／配偶者暴力／夫や恋人などからふるわれる暴力〉

（1）テレビやラジオのニュースで使ってほしい言葉

　テレビやラジオのニュースで使ってほしい言葉を，性別，年齢別，職業別にみていく（図3・2－1）。

　性別にみると，大きな差はみられない。

　年齢別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》は若年層ほど，「配偶者暴力」《言

い換え》は高齢層ほど多くなる傾向がみられる。

　職業別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》は事務職（48．1％），学生（43．5％）

で多い。　「配偶者暴力」《言い換え》は農林水産業（45．0％），その他の無職（40．0％）で多い。　「夫

や恋人などからふるわれる暴力」《説明》は管理職（32．4％）で多い。
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図3－2・1テレビやラジオのニュースで使ってほしい言葉（性別，年齢別，職種別）

　　　　　　　　　　ドメスティック・

　　　　　　　　　　　　　n

総　　　　　　　　　　数　　　（3，090）

〔性　　別〕

男　　　　　　性　　（1，421）

女

〔年　　齢〕

15～19歳　（137）

20～24歳　　（　134）

25～29歳　（140）

3　0～3　4歳　　（　233）

35～39歳　（275）

40～44歳
45～49歳　　（　221）

50～54歳　（276）

55～59歳

6　5　～　6　9　歳　　　（　　286）

70歳以上　（451）

〔職　　業〕

農林水産業　（131）

商エサービス業

管　　理　　職　（　71）

事　務

労　務

主　　　　　婦　（776）

学　　　　　生　（177）

自　　由　　業　（　45）

専門技術職　（　31）

D　V　　　バイオレンス
　　　　夫や恋人などから分から配偶者暴力
　　　　ふるわれる暴力　ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．8　　x　28．8’　　　　　　　30．0　　　　　　　25．7　　　8．7

　　　　　　　　’性　　（1，669）　7．0’ラn∫32．2t”tjJ　　　26．6　　　　　　25．7　　　8．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．7　　　　　　40．1’　　　　　　17．5　　　21．9　　　8．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　15．7　　　e’　43．6　　　　　　12．1　　　26．4　　　　2．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．9　、’　　　　46．2　　　　　　　　18．5　　　　25．5　　　　2．9

　　　　　　　　　　　　（　255）　　8．6　　　　　　42．0　　，　　　“　19．6　　　　　27．8　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　＼　36、T　　、　　、　　　．29．0　　　　　　26．2　　　　2．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．9　’　　　31．2　　　　　　　　30．8　　　　　　　27．2　　　　　4．0

　　　　　　　　　　　（　343）　50・　　”x29．7’：　　　　　28．3　　　　　　　28．9　　　　8．2

60～64歳　（339）7・1　20．9・　　　37．5　　　　26．5　　．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16．1　　　　　　　42．3　　e　　－　　　24．1　　　　14．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　．2　　　　　　，2．8　　　　　t　　　　24．　　　　　　　　23．9

　　　　　　　　　22

　　　　　　　　　　　　　　　　　11．5　　　　　　45．0　　　　　　　　　27．5　　　　13．7

　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　（　　307）　52　　　25・4　　　　　　　　32・9i“s　・　　　　　　　28．3　　　　8．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”31．0∠　♂　”　　　　31．Oi？　　　　　　　　32．　　　　　　　2．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　職　　（　518）　6・9　　　　’　　48・1　・　　　　　　　16・2　　　　25．5　　　　　3・3

　　　　　　　　職　　（　579）　　10・0　　　♂32・0　’”　　　　　26・9　　　　　　25．2　　　　　　5．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．2　、．　　3L2　　　　　　　　28．7　　　　　　　26．5　　　　7．

その他の無職　（455）5エ11・2　　　40．0　　　　　24．2　　19．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33．3　　　　．　　20．0　　　　　　28．9　　　　　13．3

　　　　　　　　　　　＊「自由業」と「専門技婿職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ　分析の対象からは外してある。
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（2）その言葉を使ってほしい理由

テレビやラジオのニュースで，その言葉を使ってほしい理由を聞いた（図3・2・2）。

　「DV」《略語》を使ってほしい理由では，　「簡潔だから」　（56，3％）が6割弱でもっとも多い。

　「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（30．6％），

「使い慣れているから」（27．0％）が3割程度で並んでいる。

　「配偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（79．9％）が8割を占

めている。

　「夫や恋人などからふるわれる暴力」《説明》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」

（87．5％）が9割弱を占めている。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表3・2・1）。

　性別にみると，「DV」《略語》を使ってほしい理由で，男性が女性より多いのは，「簡潔だから」

（男性60．4％，女性53．0％）である。「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》を使ってほしい

理由で，男性が女性より多いのは「使い慣れているから」　（男性30．1％，女性24．7％）である。　「配

偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理由で，女性が男性より多いのは「分かりやすいから」　（男性

76．60／。，女性83．1％）である。

　年齢別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》を使ってほしい理由に，「分かりや

すいから」をあげる人は，30～34歳（43．4％）で多い。「簡潔だから」をあげる人は15～19歳（27．3％），

25～29歳（24．6％）で，他の年齢層より多い。

職業別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》を使ってほしい理由に「分かりやす

いから」をあげる人は，商エサービス業（42．3％）で，他の職業層より多い。
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表3－2－1その言葉を使ってほしい理由（性別，年齢別，・職業別）

DV ドメスティック・バイオレンス 配偶者暴力 夫や恋人などからふるわれる暴力

該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使

か い か い か い か い

潔 り 確 慣 潔 り 確 慣 潔 り 確 慣 潔 り 確 慣

や
れ

や
れ

や
れ

や
れ

当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て

す す す す
い い い い

か
い
か る か

い
か る か

い
か る か

い
か る

か か か か か か か か

数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％

総　　　　数 213 56．3 15．5 9．4 14．6 947 15．8 30．6 2L2 27．0 871 7．5 79．9 8．8 2．8 794 2．0 87．5 7．4 1．8

〔性　　別〕

男　　　　性 96 60．4 14．6 8．3 14．6 409 15．4 29．8 18．6 30．1 427 8．7 76．6 10．1 3．7 365 2．2 87．9 6．6 2．2

女　　　　性 117 53．0 16．2 10．3 14．5 538 16．2 3L2 23．2 24．7 拠 6．3 83．1 ？．7 L8 429 L9 87．2 8．2 1．4

〔年　　齢〕

15～19歳 16 56．3 12．5 18．8 12．5 55 27．3 16．4 23．6 273 24 16．7 54．2 29．2 一 30 6．7 83．3 6．7 3．3

20～24歳 17 64．7 17．6 11．8 5．9 70 7．1 32．9 2L4 34．3 11 18．2 63．6 9．1 9．1 28
一 85．7 14．3 一

25～29歳 22 27．3 18．2 27．3 18．2 61 24．6 27．9 27．9 18．0 17 5．9 76．5 1L8 一
37 5．4 86．5 8．1 一

30～34歳 26 65．4 ．1L5 3．8 11．5 113 8．8 43．4 16．8 26．5 31 12．9 83．9 3．2 一 55 3．6 83．6 7．3 1．8

35～39歳 19 63．2 15．8 5．3 10．5 127 12．6 28．3 24．4 29．1 5正 7．8 84．3 5．9 一
70 L4 82．9 14．3 一

40～44歳 22 59．1 22．7 4．5 4．5 正07 19．6 24．3 22．4 28．0 50 10．0 74．0 12．0 2．0 71 1．4 91．5 4．2 一

45～49歳 12 58．3 16．7 一 25．0 81 12．3 23．5 25．9 34．6 64 12．5 73．4 12．5 一
58 L7 89．7 5．2 L7

50～54歳 19 63．2 一 10．5 26．3 86 17．4 32．6 19．8 25．6 85 4．7 87．1 7．1 一 75 ， 88．0 6．7 4．0

55～59歳 17 52．9 5．9 17．6 17．6 102 17．6 3L4 15．7 28．4 97 6．2 80．4 10．3 3．1 99 1．0 86．9 9．1 2．0

60～64歳 24 54．2 20．8 4．2 20．8 71 15．5 35．2 23．9 16．9 127 7．1 85．0 3．9 3．1 90 一 88．9 10．0 一

65～69歳 9 33．3 44．4 一 22．2 46 23．9 28．3 13．0 30．4 121 5．0 78．5 9．9 6．6 69 7．2 88．4 1．4 1．4

70歳以上 10 80．0 10．0 一 一
28 10．7 46．4 17．9 14．3 193 6．2 80．3 8．3 3．6 112 0．9 89．3 5．4 4．5

〔職　　業〕

農林水産業 3 66．7 33．3 　 　
15 13．3 40．0 20．0 20．0 59 5．1 83．1 8．5 3．4 36 5．6 94．4 一 一

商工サービス業 16 62．5 18．8 6．3 12．5 78 14．1 42．3 7．7 26．9 101 5．9 81．2 8．9 4．0 87 4．6 82B 5．7 3．4

管　理　職 2
一 一 一 100．0 22 4．5 40．9 13．6 40．9 22 13．6 77．3 一 一

23 一 91．3 8．7 一

事　　務　　職 36 66．7 8．3 5．6 13．9 249 14．5 29．3 23．3 26．5 84 8．3 83．3 6．0 F 132 1．5 84ユ 9．8 1．5

労　務　職 58 51．7 17．2 13．8 15．5 185 13．0 27．0 27．6 27．6 156 9．0 80．8 8．3 L9 146 0．7 90．4 7．5 L4

主　　　　婦 48 47．9 22．9 8．3 14．6 242 17．8 3L4 2L1 24．4 223 6．7 8L6 7．6 2．7 206 1．5 87．9 8．7 LO

学　　　　生 21 66．7 9．5 14．3 9．5 77 23．4 20．8 23．4 28．6 28 14．3 57．1 28．6 一
36 5．6 833 8．3 2．8

その他の無職 23 60．9 13．0 8．7 13．0 51 17．6 37．3 13．7 29．4 182 6．6 76．9 10．4 4．9 UO L8 88．2 6．4 3．6

自　　由　業 2 50．0 一 一 50．0 15 26．7 33．3’ 一 40．0 9 一 88．9 lL1 一
13

一 92．3 一 一

専門技術職 4 50．0 一 一 一
13 15．4 23．1 30．8 30．8 7 14．3 85．7 　 一

5
一 100．0 一 F

3　新聞で使ってほしい言葉

　　〈DV／ドメスティック・バイオレンス／配偶者暴力／夫や恋人などからふるわれる暴力〉

（1）新聞で使ってほしい言葉

　新聞で使ってほしい言葉を，性別，年齢別，職業別にみていく（図3・3－1）。

　性別にみると，大きな差はみられない。

　年齢別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》は若年層ほど，「配偶者暴力」《言

い換え》は高齢層ほど多くなる傾向がみられる。

職業別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》は事務職（40．7°／．），学生（36．2％）

で多い。　「配偶者暴力」《言い換え》は農林水産業（53．4％），その他の無職（42．2％）で多い。
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　　　図3・3・1新聞で使ってほしい言葉（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　　　　ドメスティック・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夫や恋人などから分から　　　　　　　　　　　　　　　　配偶者暴力　　　　　　　　　D　V　　　　　　　　　　　バイオレンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふるわれる暴力　　ない

．　数（，，9、。）±±麗▲■滴

〔性　　別〕

男　　　　　性　（1，421）　7．6　　25．9・　　馴i⊇0．0　酬　　　18．　　8．2

女　　　　　性　（1，669）　7．8三：∵27．7’i　］・　1／　　　37．6　　　　18．9　8．0

〔年　　齢〕

・5～・9歳（137）匝：ZEE二至一
2・～24歳（134）［互三：［：：：：－
2　5　～2　9歳　　（　140）　　11．4　　　　　　’45．0’　・・二　　　　　27．9　　　　14．3　　1．4

3・～34歳（233）［一■］2．6
3　5　～3　9歳　　（　275）　　11．3　　　　　　37．5’　≧　　　　　　　30．2　　　　　17．8　　　3．3

4・～44歳（255）【96EZ＝Stw　璽ep匝S81■1・2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

4　5～4　9歳　　（　221）　8．1　　　　33．9　　　・　　1　　　　43．　　1　　　　12．2　2．3

5　0～5　4歳　　（　276）　8・3　’24・3．　　　　　　　　性5・7羅1　　　　　17．　　　　4．3

55～59歳
60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

管　理　職

事　務

労　務

主

学　　　生

自　　由　業

専門技術職

（343）

（339）

（286）

（451）

（131）

（　71）

　　　　　　　　　　2．0

　　　　　　　　　15
　　　　　　　　　　　　　　　　　10．7　　1　1　　　　　53．4　　　　‘　　　　　20．6　　　13．7

商工サービス業　（307）6・2　23・1’，　魍　1、4・6‘繊、｛　18・6　7・5

　　　　　　　　職　　（　518）　　10・8　　　　’　40・7　・“”　’e　　　　i30・3　　　　　15・1　　3．1

　　　　職（579）8・6∵28・3”　　　38・29　　19・・5　5・4

　　　　婦（776）7・0　25・5　　灘tW．Q・3　ma　i　20・56・7

　　　　　（177）［璽工＝一
その他の無職　（455）4・・613・41、ll‖＿142．2｝　　　　21．3　　18・5

　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ト

　　　　　　　　　　　（　　45）　　8・9　　　26．7　　　　　、、邊31．11i　漂　　　22・2　　11．1

　　　　　　　　　　　＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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（2）その言葉を使ってほしい理由

図3・3・2

問6SQ1　〔カード〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。この中から1つ選んでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○は1つ）

D

n

V　　（238）

ドメスティック・

バイオレンス
（830）

配偶者暴力（1，195）

夫や恋人などから
　　　　　　　　　（577）
ふるわれる暴力

　　　　　分かりやすい　　　　　　　　　　　　　　　　使い慣れてこの中には分から簡潔だから　　　　　　　　　　　正確だから
　　　　　から　　　　　　　　　　　　　　　　いるから　ない　　　　ない

卜
66．4 17．2

5
． ．8
　　1．4

　1．7

1．3

4．3

0．4

2．41．0

84．4
竃
自
卍

壕
4
ぷ
麟

1．7 2．10．3

　新聞で，その言葉を使ってほしい理由を聞いた（図3・3・2）。

　「DV」《略語》を使ってほしい理由では，「簡潔だから」　（66．4％）が7割弱を占めている。

　「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（33．9％）

が3割強，　「正確だから」　（26．0％）が3割弱である。

　「配偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（68．5％）が7割弱を

占めている。

　「夫や恋人などからふるわれる暴力」《説明》を使ってほしい理由では，　「分かりやすいから」

（84．4°／o）が8割強を占めている。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（表3－3・1）。

　性別にみると，　「配偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理由で，女性が男性より多いのは，「分

かりやすいから」（男性65，7％，女性71．0％）である。「夫や恋人などからふるわれる暴力」《説明》

を使ってほしい理由で，女性が男性より多いのは，「分かりやすいから」（男性80．5％，女性87．7％）

である。

　年齢別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》を使ってほしい理由に，「分かりや

すいから」をあげる人は60～64歳（46．7％）で多い。　「配偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理

由に，　「分かりやすいから」をあげる人は高齢層ほど多くなる傾向がみられる。

　職業別にみると，「DV」《略語》を使ってほしい理由に，「簡潔だから」をあげる人は事務職（76．8％）

で多い。「配偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理由に，「分かりやすいから」をあげる人は農林

水産業（81．4％），その他の無職（77．1％）で他の職業層に比べて多い。
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表3－3・1その言葉を使ってほしい理由（性別，年齢別，職業別）

DV ドメスティック・バイオレンス 配偶者暴力 夫や恋人などからふるわれる暴力

該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使

か い か い か い か い

潔 り 確 慣 潔 り 確 慣 潔 り 確 慣 潔 り 確 慣

や
れ

や
れ

や
れ

や
れ

当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て

す す す す
い い い い

か い か る か い か る か い か る か い か る

か か か か か か か か

数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％

総　　　　数 238 66．4 172 5．0 8．8 830 14．2 33．9 26．0 202 1，195 12．6 68．5 15．1 2．4 577 1．7 84．4 1L4 2．1

〔性　　　別　〕

男　　　　性 108 64．8 18．5 5．6 102 368 13．3 33．4 25．0 22．3 568 13．9 65．7 16．5 2．1 261 3．1 80．5 13．0 2．7

女　　　　性 130 67．7 16．2 4．6 7．7 462 14．9 34．2 26．8 18．6 627 1L5 71．0 13．7 2．7 316 0．6 87．7 10．1 L6

〔年　　齢〕

15～19歳 16 68．8 18．8 6．3 6．3 49 16．3 26．5 36．7 14．3 41 17．1 53．7 22．0 一
19 5．3 78．9 15．8 一

20～24歳 23 78．3 13．0 一 8．7 57 10．5 35．1 22．8 26．3 33 18．2 51．5 24．2 6．1 13
一 100．0 一 一

25～29歳 16 56．3 18．8 6．3 18．8 63 25．4 33．3 25．4 12．7 39 20．5 56．4 20．5 一
20 一 95．0 5．0 一

30～34歳 31 83．9 12．9 一 3．2 94 7．4 39．4 26．6 21．3 55 20．0 61．8 14．5 3．6 47 6．4 74．5 17．o 2．1

35～39歳 31 58．1 12．9 6．5 9．7 103 12．6 31．1 30．1 19．4 83 19．3 63．9 12．0 12 49 2．0 83．7 14．3 一

40～44歳 22 68．2 18．2 4．5 一 94 19．1 35．1 25．5 14．9 83 15．7 56．6 21．7 3．6 53 1．9 75．5 20．8 1．9

45～49歳 18 83．3 11．1 一 5．6 75 16．0 28．0 22．7 29．3 96 16．7 64．6 16．7 LO 27 一 81．5 14．8 3．7

50～54歳 23 60．9 17．4 8．7 13．0 67 11．9 3L3 34．3 22．4 126 13．5 67．5 17．5 0．8 48 一 79．2 12．5 4．2

55～59歳 18 66．7 11．1 　 22．2 89 16．9 30．3 16．9 28．1 135 10．4 68．9 16．3 3．0 72 2．8 83．3 12．5 1．4

60～64歳 21 57．1 28．6 9．5 4．8 60 3．3 46．7 23．3 16．7 162 9．9 75．3 10．5 3．1 70 1．4 88．6 8．6 L4

65～69歳 10 20．0 50．0 10．0 20．0 43 14．0 39．5 20．9 20．9 132 6．8 74．2 13．6 4．5 60 1．7 90．0 8．3 一

70歳以上 9 66．7 11．1 22．2 一 36 19．4 30．6 30．6 8．3 210 8．6 77．6 1L4 1．9 99
　

88．9　　　　　1

6．1 5．1

〔職　　業〕

農林水産業 2 50．0 50．0 一 一
14 14．3 28．6 21．4 28．6 70 5．7 81．4 10．0 2．9 27 一 96．3 3．7 一

商エサービス業 19 57．9 15．8 10．5 15．8 71 16．9 33．8 18．3 22．5 137 13．1 65．7 18．2 2．9 57 3．5 84．2 7．0 5．3

管　　理　　職 3
一 一 一 100．0 20 15．0 35．0 25．0 25．0 30 16．7 43．3 30．0 3．3 15

一 80．0 20．0 一

事　　務　　職 56 76．8 7．1 5．4 5．4 211 14．2 34．1 28．9 18．0 157 19．7 60．5 15．9 1．9 78 3．8 67．9 24．4 L3

労　　務　　職 50 68．0 18．0 4．0 8．0 164 12．2 3L7 26．2 24．4 221 12．7 67．4 17．2 1．8 113 2．7 85．0 9．7 2．7

主　　　　　婦 54 61．1 25．9 3．7 7．4 198 13．6 33．8 25．8 18．7 313 12．5 70．9 12．1 3．2 159 一 89．3 9．4 1．3

学　　　　　生 25 76．0 16．0 4．0 4．0 64 15．6 26．6 32．8 20．3 54 18．5 5L9 24．1 一
18 5．6 833 1L1 一

その他の無職 21 6正．9 23．8 9．5 4．8 61 19．7 39．3 21．3 16．4 192 7．3 77ユ 12．0 2．6 97 1．0 84．5 11．3 3．1

自　　由　　業 4 75．0 ～ 一 25．0 12
一 66．7 8．3 25．0 14 14．3 64．3 14．3 一

10
一 100．0 一 一

専門技術職 4 25．0 25．0 一 25．0 15 13．3 40．0 33．3 13．3 7
一 100．0 ⌒ 一

3
一 100．0 一 一

4　行政の窓ロで使ってほしい言葉

　　〈DV／ドメスティック・バイオレンス／配偶者暴力／夫や恋人などからふるわれる暴力〉

（1）役所・役場の窓口で使ってほしい言葉

　役所・役場の窓口で使ってほしい言葉を，性別，年齢別，職業別にみていく（図3・4・1）。

　性別にみると，差はみられない。

　年齢別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》は若年層ほど，「配偶者暴力」《言

い換え》は高齢層ほど多くなる傾向がみられる。

　職業別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》は事務職（31．1％）で，「配偶者暴

力」《言い換え》は農林水産業（48．1％）で，それぞれ他の職業層に比べて多い。
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図3・4・1役所・役場の窓口で使ってほしい言葉（性別，年齢別，職業別）

総

〔性

男

女

〔年

数

別〕

性

性

齢〕

15～19歳

20～24歳
25～29歳

30～34歳
35～39歳

40～44歳

45～49歳
50～54歳

55～59歳
60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商工サービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職

主　　　　婦

学　　　　生

その他の無職

自　　由　業

専門技術職

n

　　　ドメスティック・
　　　　　　　　　配偶者暴力D　V　　　バイオレンス

（3，090）　　

（1，421）

（1，669）

（137）

（134）

（140）

（233）

（275）

（255）

（221）

（276）

（343）

夫や恋人などから　分から
ふるわれる暴力　　ない

8．0　　　　25．5　　　　　　　鰯灘35．81’＄j　　　、、　　　　20．　　　　10．2

14．2　　　　　27．6、

12．9　　　　26．4

9．0　、　　，　29．2　　・

　　1　　　　32．8　1　　　　　19．4　　．

、　　‘　　31．4　　　　　　　27．1

”t
　　．、25．8　　　　　　　31．8

　　　　8．6　20．4

　　　　　5．4／　18．5　　”

　　　　　19．2

（　　339）　　5・3　　17．4　　1

（286）

（451）

（131）

（307）

（　71）

（518）

（579）

　39．8

42．Ol

3．1

44．0

28．1

27．5　　6．

25．1　　8．2

25．1　　8．3

2．2

6．1　　　　　8．1・

　19．5　　　　　　　　，3．3

　25．4　　’．　　　　　　36．6

23、7　　　　16．8

　　23．1　　9．4

　28．2　　8．5

2．1

4．3

3．3

2．4

3．2

3．7

4．7

（　　776）　　5・　　　17・3　　　　　　・　　41・　　　　　　　　　　　　26・9　　　　8・8

（177）9・OIJ　”“’2S・4’　　35・6　　　19・810・2

（　455）　5・　10・3　　　　　　40・2　　　　　　　　　25・9　　　　　18・0

（　　45）　　　15・6　　　　　　　　2・2　　、　・　　　　　28・9　　　　1．1

（31）：・，29．・’，．’　3顯　　22．　6．

＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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（2）その言葉を使ってほしい理由

　役所・役場の窓口で，その言葉を使ってほしい理由を聞いた（図3・4－2）。

　「DV」《略語》を使ってほしい理由では，　「簡潔だから」　（55．9％）が6割弱，次いで，「分かり

やすいから」　（20．4％）が2割である。

　「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」

（37．8％）が4割弱，次いで，「正確だから」（21．9％）と「使い慣れているから」（20．7％）がとも

に2割強である。

　「配偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（72．4％）が7割強を

占めている。

　「夫や恋人などからふるわれる暴力」《説明》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」

（81．9％）が8割強を占めている。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表3・4・1）。

性別にみると，「ドメスティック・バイオレンス」《外来語》を使ってほしい理由で，男性が女性よ

り多いのは，　「分かりやすいから」　（男性40，4％，女性35．6％）である。女性が男性より多いのは，

「正確だから」　（男性18．8％，女性24．5％）である。　「配偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理

由で，女性が男性より多いのは，「分かりやすいから」　（男性69．6％，女性74．9％）である。

年齢別にみると，「配偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理由に，「分かりやすいから」をあげ

る人は70歳以上（87．4％）で9割弱を占める。また，　「夫や恋人などからふるわれる暴力」《説明》

を使ってほしい理由でも，「分かりやすいから」をあげる人は70歳以上（88．1％）で9割弱を占める。

職業別にみると，「配偶者暴力」《言い換え》を使ってほしい理由に，「分かりやすいから」をあげ

る人は農林水産業（87，3％）でもっとも多く9割弱である。
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表3・4－1その言葉を使ってほしい理由（性別，年齢別，職業別）

DV ドメスティック・バイオレンス 配偶者暴力 夫や恋人などからふるわれる暴力

該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使

か い か い か い か い

潔 り 確 慣 潔 り 確 慣 潔
り 確 慣 潔

り 確 慣

や
れ

や
れ

や
れ

や
れ

当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て
す す す す

い い い い

か い
か る か

い
か る か

い
か る か

い
か る

か か か か か か か か

数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％

総　　　　数 186 55．9 20．4 10．8 9．1 603 14．4 37．8 21．9 20．7 1，218 9．7 72．4 15．0 1．5 805 2．9 8L9 1L7 2．6

〔性　　　別〕

男　　　　性 84 54．8 2L4 10．7 8．3 272 14．3 40．4 18．8 21．7 572 10．0 69．6 16．8 ユ．7 367 3．8 80．7 10．6 3．8

女　　　　性 102 56．9 19．6 10忍 9．8 331 14．5 35．6 24．5 19．9 646 9A 74．9 13．5 1．2 438 2．1 82．9 12．6 1．6

〔年　　齢〕

15～19歳 11 63．6 18．2 9．1 9．1 35 22．9 37．1 25．7 11．4 49 14．3 51．0 30．6 一
28 7．1 64．3 28．6 一

20～24歳 19 57．9 15．8 21．1 5．3 37 10．8 37．8 24．3 21．6 44 18．2 52．3 25．0 2．3 26 一 96．2 一 3．8

25～29歳 18 50．0 1丘7 16」 16．7 37 18．9 48．6 16．2 13．5 44 13．6 63．6 15．9 4．5 38 5．3 7ユ．1 15．8 7．9

30～34歳 21 76．2 α5 4．8 9．5 68 1L8 36．8 20．6 25．0 60 1L7 6巳7 2L7 一 74 2．7 83．8 12．2 1．4

35～39歳 13 76．9 7．7 一 7．7 77 9．1 33．8 23．4 28．6 102 11B 68．6 16．7 1．0 74 一 78．4 20．3 L4

40～44歳 ユ7 52．9 29．4 5⑨ 一 7ユ 18．3 38．0 23．9 ユ4．1 91 12．1 62．6 19．8 3．3 70 2．9 84．3 10．0 1．4

45～49歳 19 52．6 2L1 10．5 53 45 15．6 24．4 28．9 28．9 88 14潟 70．5 13．6 一 62 3．2 77．4 12．9 3．2

50～54歳 15 73．3 20．0 一 6．7 51 11．8 39．2 294 19．6 116 7β 75．9 14．7 09 76 L3 8L6 10．5 2．6

55～59歳 15 53．3 13．3 6．7 2＆7 66 13．6 33．3 ユ＆2 25．8 148 7．4 69．6 ユ9．6 2．0 86 3．5 8L4 12．8 1．2

60～64歳 18 33．3 44．4 16．7 5．6 59 13．6 47．5 20．3 1L9 149 10．1 792 7．4 2．7 85 5．9 78．8 ユ1．8 3．5

65～69歳 10 30．0 30．0 10．0 10．0 33 2L2 45．5 12．1 21．2 128 7．8 73．4 16．4 L6 68 2．9 86．8 4．4 4．4

70歳以上 10 40．0 20．0 30．0 10．0 24 12．5 37．5 12．5 20．8 199 4．5 87．4 6．0 0．5 118 1．7 88．1 7．6 2．5

〔職　　業〕

農林水産業 7 57．1 14．3 14．3 一
8 12．5 37．5 一 25．0 63 3．2 87．3 7．9 一

31
一 93．5 3．2 3．2

商工サービス業 14 42．9 14．3 14．3 21．4 60 8．3 3L7 25．0 26．7 133 6β 76．7 13．5 3．0 71 4．2 8ユ．7 9．9 4．2

管　　理　職 1
一 一 ユ00．0 一

18 1L1 38．9 27．8 22．2 26 15．4 57．7 23．1 一 20 一 95．0 　 一

事　務　　職 27 63．0 14．8 3．7 11．1 161 14．9 36．0 22．4 20．5 164 12B 65．9 18．9 一
147 3．4 77．6 15．6 1．4

労　務　職 49 63．3 18．4 10．2 6．1 114 12．3 36．0 26．3 21．1 235 10．6 69．4 17．9 1．7 154 3．9 81．2 10．4 生5

主　　　　　婦
r

44 50．0 29．5 1L4 9．1 134 15．7 38．1 22．4 17．9 321 9．0 74．8 13．7 1．6 209 0．5 83．3 12．4 2．4

学　　　　生 16 62．5 18．8 12．5 6．3 45 24．4 37．8 20．0 15．6 63 12．7 54．0 30．2 一 35 5．7 77．▲ 17．1 一

その他の無職 25 52．0 24．0 12．0 8．0 47 14．9 51．1 8．5 25．5 183 9．8 78．］ 8．7 2．2 118 5．1 81．4 11．0 1．7

自　　由　　業 1 100．0 一 一 一
7

一 57．1 14．3 28．6 19 5．3 73．7 10．5 一
13

一 92．3 7．7 一

専門技術職 2
一 一 一 50．0 9 22．2 44．4 22．2 11．1 11 9．1 72．7 一 9．1 7

一 7L4 14．3 14．3
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5　広報紙で使ってほしい言葉くボトルネック／隆路／支障〉

（1）市区町村の広報紙で使ってほしい言葉

市区町村の広報紙では，同じ文脈の中で，「ボトルネック」《外来語》，「陰路」《正確な言い換え》，

「支障」《分かりやすい言い換え》のうち，どの言葉を使ってほしいと思うか聞いた（図3・5－1）。

　「支障」《分かりやすい言い換え》　（88．1％）が9割弱を占めている。

次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（図3－5－2）。

性別にみると，差はみられない。

年齢別，職業別にみても，大きな差はみられない。
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図3・5・2　市区町村の広報紙で使ってほしい言葉（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　ボトルネック　隆　路　　　支　障　　　　分からない

総　　　数

〔性　　別〕

男　　　性

女　　　性

〔年　　齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商工サービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職

主　　　婦

学　　　生

その他の無職

自　由　業

専門技術職

　n
（3，090）

（1，421）

（1，　669）

（137）

（134）

（140）

（233）

（275）

（255）

（221）

（276）

（343）

（339）

（286）

（451）

（131）

（307）

（　71）

（518）

（579）

（776）

（177）

（　45）

（　31）

2．6　3．5

2．0　2．5

鎚．1灘 7．3

0．4　4．9

1．61

9．3　　．

13．1

9．9

5．9

4．2

5．8

6．0

5．7

2．6

2．9

2．7

2．3

5．0

5．0

3．3

3．1

5．9

5，1

（　455）　46　、　　1　　　　’　　1　’　　　3．5　羅　　　　　　1　　・　　　　10．3

＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ．分析の対象からは外してある。
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（2）その言葉を使ってほしい理由

　市区町村の広報紙で，その言葉を使ってほしい理由を聞いた（図3・5－3）。

　「ボトルネック」《外来語》を使ってほしい理由では，「簡潔だから」（3＆0％）が4割弱でもっと

も多く，次いで，　「分かりやすいから」　（30．4％）の3割である。

　「陰路」《正確な言い換え》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（47．7％）が5割弱で

もっとも多く，次いで，　「正確だから」　（31．2％）の3割強である。

　「支障」《分かりやすい言い換え》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（85．0％）が8

割5分を占めている。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（表3－5－1）。

　9割弱を占めた「支障」《分かりやすい言い換え》を使ってほしい理由について，性別，年齢別，職

業別にみると，差はみられない。
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表3・5・1その言葉を使ってほしい理由（性別，年齢別，職業別）

ボトルネック 陰路 支障

該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使

か い か い か い

潔
り 確 慣 潔 り 確 慣 潔 り 確 慣

や
れ

や
れ

や
れ

当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て
す す す

い い い

か
い
か る か

い
か る か い

か る

か か か か か か

数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％

総　　　　数 79 38．0 30．4 17．7 12．7 109 12．8 47．7 3L2 5．5 2，721 4．3 85．0 5．0 5．0

〔性　　別〕

男　　　　性 45 33．3 35．6 15．6 13．3 67 10．4 4L8 35．8 9．0 1，250 4．7 83．7 5．0 5．7

女　　　　性 34 44．1 23．5 20．6 1L8 42 16．7 57ユ 23．8 一 1，471 3．9 86．2 4．9 4．4

〔年　　齢〕

15～19歳 6 66．7 33．3 一 一
6 50．0 33．3 16．7 一 H7 7．7 82ユ 6．0 4．3

20～24歳 6 33．3 50．0 16．7 一 4 25．0 25．0 25．0 一 U6 4．3 87．9 4．3 3．4

25～29歳 9 33．3 33．3 1L1 22．2 1
一 一 100．0 一

122 5．7 86．1 L6 5．7

30～34歳 12 25．0 50．0 8．3 16．7 9 1L1 22．2 66．7 一 206 5．3 87．9 3．4 2．9

35～39歳 9 44．4 1L1 22．2 11．1 12 8．3 58．3 33．3 一 246 5．3 87．0 3．7 2．8

40～44歳 11 18．2 18．2 27．3 36．4 6
一 66．7 33．3 一 231 3．9 83．1 6．9 5．6

45～49歳 5 40．0 一 40．0 20．0 8 12．5 50．0 25．0 12．5 203 3．0 85．7 5．4 5．9

50～54歳 4 50．0 25．0 25．0 一
8 37．5 37．5 12．5 一 246 4．9 82．1 5．7 5．3

55～59歳 5 60．0 20．0 20．0 一 12 8．3 41．7 33．3 8．3 309 4．2 8L9 6．5 6．5

60～64歳 3 100．0 一 一 一
13 7．7 46．2 30．8 15．4 306 3．3 89．2 3．9 2．9

65～69歳 7 14．3 57．1 28．6 一
8 12．5 62．5 工2．5 12．5 251 3．6 85．7 4．4 5．2

70歳以上 2 50．0 50．0 一 一 22 4．5 59．1 3L8 4．5 368 3．5 83．4 5．7 7．3

〔職　　業〕

農林水産業 1 100．0 一 一 一 一 一 一 一 一 U7 4．3 76．9 5．1 12．0

商工サービス業 5 20．0 40．0 一 40．0 13 7．7 53．8 38．5 一 279 3．2 82．1 7．5 6．1

管　　理　職 3 66．7 33．3 一 一
5

一 40．0 40．0 20．0 63 7．9 88．9 L6 L6

事　　務　　職 24 37．5 25．0 25．0 8．3 15 6．7 33．3 46．7 6．7 463 4．5 85．3 5．8 3．5

労　　務　　職 16 43．8 18．8 18．8 18．8 17
一 58．8 17．6 17．6 507 3．6 86．8 4．3 4．9

主　　　　婦 正0 10．0 50．0 30．0 10．0 27 14．8 55．6 25．9 一 693 3．9 87．0 4．6 3．8

学　　　　生 10 60．0 40．0 一 一
8 50．0 25．0 25．0 一

150 8．0 84．0 4．7 3．3

その他の無職 7 42．9 42．9 14．3 一
21 14．3 42．9 38．1 4．8 380 3．7 83．2 4．7 7．6

自　　由　　業 一 一 一 一 一
2

一 10α0 一 一 43 7．0 86．0 一 7．0

専門技術職 3
一 一 33．3 66．7 1 100．0 一 一 一 26 1L5 84．6 3．8 一
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6　広報紙で使ってほしい言葉

　　くハザードマップ／災害予測地図／災害にあう地域を予測した地図〉

（1）市区町村の広報紙で使ってほしい言葉

図3・6・1

問9　〔カード〕では，この中では，

総

梅雨から台風の時期
に備えて，洪水の

どの言葉を広報紙の中で使ってほしいと思いますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　（○は1つ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　災害にあう地域を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分からない　　　　　ハザードマップ　災害予測地図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　予測した地図
　　・　

　市区町村の広報紙では，同じ文脈の中で，「ハザードマップ」《外来語》，　「災害予測地図」《言い

換え》，「災害にあう地域を予測した地図」《説明》のうち，どの言葉を使ってほしいと思うか聞いた

（図3－6・1）。

　「災害予測地図」《言い換え》　（62．4％）が6割強でもっとも多く，次いで，　「災害にあう地域を予

測した地図」《説明》　（28．7％）が3割弱である。　「ハザードマップ」《外来語》　〈6，4％）は1割に

満たない。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（図3・6・2）。

　性別にみると，女性が男性より多いのは，「災害にあう地域を予測した地図」《説明》（男性25．7％，

女性31．2％）である。

　年齢別にみると，「災害予測地図」《言い換え》は若年層で，「災害にあう地域を予測した地図」《説

明》は高齢層で多くなる傾向がみられる。

　職業別にみると，　「災害予測地図」《言い換え》は，管理職（71．8％），事務職（71．8％）で他の職

業層に比べて多い。　「災害にあう地域を予測した地図」《説明》は，その他の無職（39．1％），農林水

産業（35．9％）で他の職業層に比べて多い。
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図3－6・2　市区町村の広報紙で使ってほしい言葉（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　ハザードマップ災害予測地図　災害にあう地域　　分から
　　　　　　　　　　　　　　　　を予測した地図　　ない
　　　　　　　　　　　　n

〔性　　別〕

男　　性（1，421）｛一　　　　　翻］・．・
女　　性（1，669）［工：：：：：：P　　　璽翻］…
　　　　　　　　49
〔年　齢〕
1　5～　1　9歳　　（　137）　12　4　　　　　　　　　　　66．4　　　　　　　　・　　　　19．0　　　2・2

・・一・4歳（134）巨≡巳：：：：：P　　　翻］…

25～29歳（140）86　　　　69．3　　　　鎌簗1懸一
3　0～3　4歳　　（　233）　99　　　　　　’　　ノ63．9　　　　　　　’　　　　　25．3　　　　0．9

3　5　～　3　9　歳　　　（　　275）　9　8　　　　　　　　　　　　・　　73．5　　”　　　　　　　　　　　　：，15．黛謬　　1．1

・・－44歳（255）匝＝：＝：亙三＝＝＝麗額翻・．・

4　5～4　9歳　　（　221）　　　、、　　　　　　　74．2　、　　　　　　　、、　　22．6　　　－

55－59歳（343）匡工：＝＝璽＝＝：：麗睡盤劃1・・

60～64歳　（339）　　　　　　56．6　　　　　1蹴灘37．5澆　鍵　1・2

65～69歳　（286）　　““　　　59．1・　　　　　　酬33．69　　　3．5

70歳以上　（451）
　　　　　　　　　　　　　　　2．0

〔職　　業〕

商エサービス業（・・7）1：il：一一］2・・
管　　理　　職　（　71）　　　／　　　　　71．8　　　・　　　．　　蹴22・5灘　一

事　　務　　職　（518）9．1t”　，’　・”71．8　・　’・　　・　18．9　0・2

労　務　職（579）匡工：：：二：：璽コ躍臨灘翻1．・

学　　生（177）〔一一］2・・
その他の無職　（455）　4　　・　　48．6　：　　　　　139・1　、　　7・9

自　　　由　　　業　　（　　45）　　　　　　　　　　ノ　　．73・3　　　t　　　　，　　　　　22・2・　　　一

専門技術職　（　31）97　　　　　　　74・2　　　　　　1縦16・1、闘　一

　　　　　　　　　　＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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（2

　市区町村の広報紙で，その言葉を使ってほしい理由を聞いた（図3・6－3）。

　「ハザードマップ」《外来語》を使ってほしい理由では，「簡潔だから」（32．3％）が3割強，「分

かりやすいから」　（28．3％）が3割弱である。

　「災害予測地図」《言い換え》を使ってほしい理由では，　「分かりやすいから」　（70．7％）が7割を

占めている。

　「災害にあう地域を予測した地図」《説明》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（87．4％）

が9割弱を占めている。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（表3・6－1）。

　性別にみると，「ハザードマップ」《外来語》を使ってほしい理由で，女性が男性より多いのは「簡

潔だから」（男性25．0％，女性42．7％）であり，男性が女性より多いのは「使い慣れているから」（男

性33．6％，女性23．2％）である。

　年齢別にみると，大きな差はみられない。

　職業別にみると，「災害予測地図」《言い換え》を使ってほしい理由に，「分かりやすいから」をあ

げる人は管理職（78，4％），農林水産業（75．7％）で他の職業層に比べて多い。また，　「簡潔だから」

をあげる人は学生（21．9％）で他の職業層に比べて多い。
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その言葉を使ってほしい理由（性別，年齢別，職業別）表3－6－1

ハザードマツプ 災害予測地図 災害にあう地域を予測した地図

該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使 該 簡 分 正 使

か い か い か い

潔 り 確 慣 潔 り 確 慣 潔
り 確 慣

や
れ

や
れ

や
れ

当 だ だ て 当 だ だ て 当 だ だ て
す す す

い い い

か い か る か
い
か る か い か る

か か か か か か

数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら 数 ら ら ら ら

n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％

総　　　　数 198 32．3 28．3 8．6 29．3 1，927 16．3 70．7 10．2 2．5 886 2．6 87．4 6．5 3．0

〔性　　　別〕

男　　　　性 116 25．0 30．2 10．3 33．6 904 15．3 7L6 10．1 2．9 365 2．5 85．5 7．4 4．1

女　　　　性 82 42．7 25．6 6．1 23．2 1，023 17．3 69．9 10．4 2．2 521 2．7 88．7 6．0 2．3

〔年　　　齢〕

15～19歳
17 29．4 35．3 1L8 23．5 91 22．0 68．艮 9．9 一 26 7．7 76．9 11．5 3．8

20～24歳
20 35．0 25．0 15．0 25．0 87 2L8 66．7 9．2 2．3 24 8．3 83．3 8．3 一

25～29歳
12 4L7 25．0 一 33．3 97 16．5 7L1 5．2 7．2 31 3．2 83．9 6．5 6．5

30～34歳
23 26．1 34．8 13．0 2L7 149 14．1 7L1 12ユ 2．0 59 一 9L5 8．5 一

35～39歳
27 40．7 25．9 7．4 22．2 202 19．3 72．3 7．9 0．5 43 2．3 90．7 7．0 一

40～44歳
19 3L6 26．3 10．5 26．3 175 19．4 60．0 15．4 4．6 60 5．0 85．0 10．0 一

45～49歳
7 14．3 42．9 一 42．9 164 20．1 67．1 U．0 L8 50 4．0 90．0 4．0 2．0

50～54歳
12 25．0 41．7 8．3 25．0 175 12．0 77．1 9．7 1．1 83 1．2 86．7 7．2 4．8

55～59歳
25 40．0 20．0 一 40．0 224 14．7 70ユ 12．5 2．2 89 4．5 87．6 7．9 一

60～64歳
16 18．8 3L3 6．3 43．8 192 14．1 77．1 5．7 2．6 127 3．1 89．8 5．5 L6

65～69歳
11 36．4 27．3 一 36．4 169 L3．6 73．4 8．9 4．1 96 LO 86．5 5．2 5．2

70歳以上
9 33．3 1L1 33．3 22．2 202 14．4 70．3 12．4 3．0 198 LO 86．9 5．1 6．1

〔職　　　業〕

農林水産業 5 60．0 20．0 20．0 一 74 8．1 75．7 13．5 2．7 47 2．工 89．4 4．3 4．3

商工サービス業 16 37．5 25．0 6．3 3L3 197 工5．7 72．6 8．1 3．6 86 3．5 88．4 4．7 3．5

管　　理　　職 4 25．0 50．0 一 25．0 51 1L8 78．4 3．9 5．9 16
一 93．8 6．3 一

事　　務　　職 47 36．2 19ユ 8．5 34．0 372 17．5 69．1 正L3 L9 98 7．1 85．7 6．1 1．0

労　　務　職 39 25．6 33．3 12．8 28．2 367 16．3 70．0 10．1 3．3 164 L8 86．0 8．5 3．7

主　　　　婦 36 38．9 33．3 一 22．2 475 16．0 70．9 10．5 2．3 249 2．0 89．2 5．2 2．8

学　　　　生 26 26．9 30．8 U．5 30．8 114 2L9 67．5 10．5 一 33 6．1 78．8 12ユ 3．0

その他の無職 20 25．0 25．0 15．0 35．0 221 14．5 7LO U．3 2．7 178 L1 87．1 7．3 3．4

自　　由　　業 2
一 50．0 一 50．0 33 2L2 69．7 6．1 3．0 10

一 90．0 一 10．0

専門技術職 3 33．3 33．3 一 33．3 23 30．4 65．2 4．3 一
5

一 80．0 20．0 一
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7　新聞や広報紙で使った方がよいと思う表現

（1）新聞や広報紙で使った方がよいと思う表記

図3・7－1

問10　〔カード〕新聞や広報紙では，同じことを言うのに，いろいろな表現が使われています。

　　あなたは，a～cのそれぞれについて，新聞や広報紙で表記する際に1～3のどの表現を
　　使った方がよいと思いますか。　　　　　　　　　　　　（○はそれぞれ1つずつ）

（n＝・3，090）

　a）

グローバル グローバル（地球規模）　地球規模

　　ノ　　　　　　L＼
分からない

10．0　　　　・菱〃．tt，≦｝2．3ig　　r 灘獺鎌1：囎灘欝・

b）

インキュ　　インキュベーション
ベーション　　（起業支援）

起業支援 分からない

1．2

NPO NPO（非営利団体） 非営利団体 分からない

c） 19．0　　　．　　　，　　ll　IE♂　z　50．9’ 灘難1灘繊；：購7・・

　外来語や略語を3つあげて，それぞれについて《外来語や略語の単独表記》《言い換え語を（）内

に併記》《言い換え語の単独表記》のうち，新聞や広報紙では，どの表記を使った方がよいと思うか聞

いた（図3－7－1）。

　〈グローバル／グローバル（地球規模）／地球規模〉では，　「グローバル（地球規模）」《言い換え語を

（）内に併記》　（42．3°／。）と，　「地球規模」《言い換え語の単独表記》　（41．1％）がともに4割強で

並んでいる。

　〈インキュベーション／インキュベーション（起業支援）／起業支援〉では，　「起業支援」《言い換え

語の単独表記》　（58．2％）が6割弱でもっとも多く，次いで，　「インキュベーション〈起業支援）」《言

い換え語を（）内に併記》　（30．3％）の3割である。

　〈NPO／NPO（非営利団体）／非営利団体〉では，　「NPO（非営利団体）」　《言い換え語を（）

内に併記》　（50．9％）が5割，　「非営利団体」《言い換え語の単独表記》　（22，6％）が2割強である。

（2）新聞や広報紙で使った方がよいと思う表記，その理由

　　　〈グローバル／グローバル（地球規模）／地球規模〉

　新聞や広報紙では，　「グローバル」《外来語や略語の単独表記》，　「グローバル（地球規模）」《言い

換え語を（）内に併記》，　「地球規模」《言い換え語の単独表記》のうち，どの表記を使った方がよ

いと思うかを，性別・年齢別・職業別にみていく（図3・7・2）。

　性別にみると，女性が男性より多いのは「グローバル（地球規模）」《言い換え語を（）内に併記》

（男性40．1％，女性44．2°／・）である。男性が女性より多いのは「グローバル」《外来語や略語の単独

表記》　（男性12．7％，女性7．7％）である。

　年齢別にみると，　「グローバル（地球規模）」《言い換え語を（）内に併記》と「グローバル」《外

来語や略語の単独表記》は若年層ほど，　「地球規模」《言い換え語の単独表記》は高齢層ほど，多くな
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る傾向がみられる。

　職業別にみると，　「グローバル（地球規模）」《言い換え語を（）内に併記》は学生（56．5％），事

務職（52．1％），管理職（49．3％）で5～6割である。　「地球規模」《言い換え語の単独表記》は農林

水産業（51．1％），その他の無職（51．0％），商工サービス業（47．6％）で5割前後である。　「グロー

バル」《外来語や略語の単独表記》は学生（19．8％）で他の職業層に比べて多い。

53



総
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男

女

年
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－
t

図3・7・2　新聞や広報紙で使った方がよいと思う表記

くグローバル／グローバル（地球規模）／地球規模〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（性別，年齢別，職業別）

グローバルグローバル（地球規模）　地球規模　分からない

　　　　n
数　（3，090）

別〕

性　（1，421）12．7

’itk　　（1，669）　7．7　、

齢〕

1　5　～　1　9　歳　　　（　　137）

20～24歳　　（　134）

2　5　～　2　9　歳　　　（　　140）

30～34歳　（　233）

3　5　～　3　9　歳　　　（　　275）　　12．7

40～44歳　（　255）

4　5～4　9歳　　（　221）　7・2

50～54歳　　（　276）　10・1

5　5　～　5　9歳　　（　343）　8・2

60～64歳　（339）9．71’

6　5　～　6　9　歳　　　（　　286）

70歳以上　（451）

〔職　　業〕

農林水産業

商工サービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職
主

学

婦

生

その他の無職

自　由　業

専門技術職

、140．1　　　・’　翻

、44．2

42．2　　　　　　5．1

0．1馴灘8．0

　　’　　53．8’　　　、

　　　／53．8　’、

・　　．，“　　！43．8’　　　　、

　’43．1　：・

㌧’30．7，t’、．

29．

・37．1

3．6

0．7

1．3

3．6

2．0

1，8

1．3　　　　　4．7

45．21ilI艮、Iil‘ 　　3．5

54．0

4．　7

5．6

（579）匝jll：：：：Pt］3・3

（776）匡工二：：一
（177）［SS：＝＝：璽底翻］2・8
（455）匪f一灘睡羅［亟［コ
（45）匿三竺：：：唖二＝二竺羅璽墓璽翻一

（31）［：三三：工＝：一璽⑮一
＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ．分析の対象からは外してある。
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　新聞や広報紙で，その表現を使った方がよいと思う理由を聞いた（図3－7・3）。

「グローバル」《外来語や略語の単独表記》を使った方がよいと思う理由では「使い慣れているから」

（39．0％）が4割弱でもっとも多く，次いで，「分かりやすいから」（24．4％）と，「簡潔だから」（22．7％）

がそれぞれ2割強である。

　　 ＿　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⇒

　「グローバル（地球規模）」《言い換え語を（）内に併記》を使った方がよいと思う理由では，　「両

方の表現がある方が親切だから」　（43．5％）が4割強でもっとも多く，次いで，「分かりやすいから」

（33．7％）の3割強である。

　「地球規模」《言い換え語の単独表記》を使った方がよいと思う理由では，　「分かりやすいから」

（78．8％）が8割弱を占めている。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表3－7・1）。

　性別にみると，　「グローバル」《外来語や略語の単独表記》を使った方がよいと思う理由で，男性が

女性より多いのは，「使い慣れているから」　（男性44．4％，女性31．3％）である。女性が男性より多

いのは，「分かりやすいから」（男性22．2％，女性27．3％）と「簡潔だから」娚性20．0％，女性26．6％）

である。また，　「グローバル（地球規模）」《言い換え語を（）内に併記》を使った方がよいと思う理

由で，女性が男性より多いのは「両方の表現がある方が親切だから」　（男性40．5％，女性45．7％）で

ある。

　年齢別にみると，　「グローバル（地球規模）」《言い換え語を（）内に併記》を使った方がよいと思

う理由に「両方の表現がある方が親切だから」をあげる人は35～39歳（47．3％），45～49歳（47．1％），

50～54歳（50．4％）で，他の年齢層に比べてやや多い。

　職業別にみると，「グローバル」《外来語や略語の単独表記》を使った方がよいと思う理由に「使い

慣れているから」をあげる人は事務職（48．8％）で多い。「分かりやすいから1をあげる人は主婦（32．7％）

で多い。また，　「グローバル（地球規模）」《言い換え語を（）内に併記》を使った方がよいと思う理

由に「両方の表現がある方が親切だから」をあげる人は，主婦（492％），学生（48．0％）で5割弱で

ある。
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fi　3・7・1その表現を使った方がよいと思う理由くグローバル／グローバル（地球規模）／地球規模〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（性別，年齢別，職業別）
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（3）新聞や広報紙で使った方がよいと思う表記，その理由

　　　〈インキュベーション／インキュベーション（起業支援）／起業支援〉

　新聞や広報紙では，「インキュベーション」《外来語や略語の単独表記》，「インキュベーション（起

業支援）」《言い換え語を（）内に併記》，　「起業支援」《言い換え語の単独表記》のうち，どの表

記を使った方がよいと思うかを，性別・年齢別・職業別にみていく（図3・7－4）。

　性別にみると，男性が女性よりやや多いのは「起業支援」《言い換え語の単独表記》（男性60．7％，

女性56．1％）である。

　年齢別にみると，「インキュベーション（起業支援）」《言い換え語をO内に併記》は若年層ほど，

「起業支援」《言い換え語の単独表記》は高齢層ほど多くなる傾向がみられる。

職業別にみると，「起業支援」《言い換え語の単独表記》をあげる人は管理職（71．8％）で7割強で

ある。また，「インキュベーション（起業支援）」《言い換え語を（）内に併記》は学生（49．7％），

事務職（39．6％）で，他の職業層に比べて多い。
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図3・7・4新聞や広報紙で使った方がよいと思う表現

　くインキュベーション／インキュベーション（起業支援）／起業支援〉（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　　　　　インキュベーションインキュベーション起業支援　分から

　　　　　　　　　　　　n
総　　　　　　　　　数　　　（3，090）　

　　　　　　　　　12〔　・性　　　　　　男ij〕

男　　　　　性　（1，421）　　　292　　驚鱗禦纏慧鶯記97！≧爵｛繋藷璽㌶｝8・5

女　　　　　性　（1，669）

　　　　　　　　　09
〔年　　齢〕

・5～・9歳（137）［仁：：：三蔓：：：：：璽醗竃鯉竃麗饗コ…

2　0～2　4歳　　（　134）

25－29歳（14・）kts：ユ麗躍醗醒璽懸翻…
・・一・4歳（233）亡三≡：コ醗醗睡醗懸翻コ…

35－39歳（275）虻：：三一コ5・1
4　0　～　4　4歳　　　（　　255）　　　　　　　　38．8　　ノ　　　　肇魍ii≡醒墾1鵜纏髪56．1jl菱竃竃竃繁陽窮灘：　　3・1

4　5　～4　9歳　　（　221）　　　　　　34．8　　　　　鶉藁』梱鞠灘運曇‖　58．8籔蕊蕊蓼菖霞蕊嚢き諜　　　5．9

5　0～5　4歳　　（　276）

55－59歳（343）［：：三三：璽醗醗鍵國璽翻翻Z9］
6　0～6　4歳　　（　339）　　　195　　牒，！螂輪纈翻継漕　1‖給8．11‖馴il闇闘謬馴湘淵II麗　11．2

6　5　～　6　9　歳　　　（　　286）

70歳以上　（451）
　　　　　　　　　02
〔職　　業〕

農林水産業（131）［三〔醗醗麗錘麗醗羅［三三コ
商工サービス業　（　307）　　　248　　璽i11端1、1獺難灘藁‖‖66．　Ill’Sl’kli麟麟｛、鞭（14議1灘8．1

管　　理　　職　（　71）　　　28．2　　　…　　議．灘｛鋼箏！Z1．8　羅㌶纏㌶鱗　一

事　務　職（518）［：：三〔：：躍懸璽躍］・．・
労　　務　　職　（　579）

主　　　　　婦　（776）

学　　生（177）C二二懸懸藍璽翻コ・．・
その他の無職　（455）

自　　由　　業　（　45）　　　26．7　　目讐、・灘羅‖醸羅1‖7L　ll鞘‖・1闇鞠魍ll§議纏　2・2

専門技術職（31）匪：ニー］3・・
　　　　　　　＊「自由婁」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ　分析の対象からは外してある。
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　新聞や広報紙で，その表現を使った方がよいと思う理由を聞いた（図3・7・5）。

　「インキュベーション（起業支援）」《言い換え語を（）内に併記》を使った方がよいと思う理由で

は，「両方の表現がある方が親切だから」　（42．8％）が4割強，　「分かりやすいから」　（31．7％）が3

割強である。

　「起業支援」《言い換え語の単独表記》を使った方がよいと思う理由では，　「分かりやすいから」

（78．7％）が8割弱を占める。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表3・7’2）。

　性別にみると，「インキュベーション（起業支援）」《言い換え語を（）内に併記》を使った方がよ

いと思う理由で，女性が男性より多いのは，「両方の表現がある方が親切だから」　（男性40．0％，女

性45．0％）である。　「起業支援」《言い換え語の単独表記》を使った方がよいと思う理由で，女性が

男性より多いのは，　「分かりやすいから」　（男性75．9％，女性81．2％）である。

　年齢別にみると，　「インキュベーション（起業支援）」　《言い換え語を（）内に併記》を使った方が

よいと思う理由に「両方の表現がある方が親切だから」をあげる人は45～54歳（45～49歳48．1％，

50～54歳52．8％）で5割前後である。

　職業別にみると，「インキュベーション（起業支援）」を使った方がよいと思う理由に「分かりやすい

から」をあげる人は，その他の無職（40．5％）で他の職業層に比べて多い。
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表3・7・2その表現を使った方がよいと思う理由

くインキュベーション／インキュベーション（起業支援）／起業支援〉（性別，年齢別，職業別）
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に
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数 ら ら ら ら ら ら ら き 数 ら ら ら ら ら ら ら き 数 ら ら ら ら ら ら ら き

n ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ n ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

総　　　　数 3了 21．6 29．7 8．1 18．9 16．2 一 ≡ 2．7 935 0．7 3L7 4．5 u 16．5 42．8 0．3 2．0 1，799 2．9 78．7 8．7 4．6 0．1 0．4 3．6 0．2

〔性　　別〕

男　　　　性 22 22．7 27．3 4．5 22．7 18．2 A 一 一 415 LO 32．0 5．8 L7 16．6 40．0 0．7 L7 鰯 32 75．9 9．2 5．8 0．1 0．5 4．4 一

女　　　　　性 15 加．0 33．3 13．3 13．3 13．3 一 ← 6．7 5⑳ 0．6 31．3 3．5 0．6 16．3 45．0 一 2．3 936 2．6 8L2 8．2 3．4 A 0．3 2．9 0．3

〔年　　齢〕

15～19歳 5 2α0 6α0 一 一 ≡ 一 一 一 67 L5 34．3 L5 ≡ 17．9 40．3 一 3．o 59 6．8 78．0 13．6 一 一 w L7 一

20～24歳 5 20．0 2α0 20．0 20．0 20．0 一 一 一 62 L6 27．4 3．2 3．2 1L3 45．2 　 8．1 57 8．8 63．2 17．5 了．0
一 一

3．5
一

25～29歳 4 25．0 一 一
駅）．0 痴．0 一 一 一 58 L7 37．9 3．4 一 15．5 36．2 ≡ L7 73 6．8 78．1 5．5 5．5 A L4 　 一

30～34歳 2 【00．0 ≡ 一 一 ≡ ≡ 一 一 93 L1 3L2 7．5 L1 15．1 39．8 L1 3．2 131 2．3 82．4 5．3 了．6
一 “ 1．5 0．8

35～39歳 5 40．0 20．0 一 40．0 一 一 一 一 U4 0．9 25．4 τ9 0．9 20．2 43．9 一
o．⑨ 142 3．5 81．7 7．o 2．8 0．7 L4 L4 0．了

40～44歳 5 20．0 40．0 20．0 20．0 一 一 一 一 99 LO 25．3 2．0
　 23．2 4L4 1．o 5．1 143 2．1 8LI 9．1 2．8 一 一

3．5 A

45～49歳 1
一 100．0 一 ¶ 一 一 一 一 77 一 2了．3 3．9 一 20．8 48．［

一 一
130 2．3 72．3 12．3 了．了

一 一
3．8

一

50～54歳 ≡ 一 一 一 一 一 ≡ 一 一 89 ≡ 29．2 4．5 一 は4 52．8 一 L1 167 L2 85．0 4．2 1．8
一 L2 4．8

　

55～59歳 4 一 25．0 25．0 25．0 25．0 一 一 一
102

一 38．2 3．9 LO 15．7 4L2 　 一
210 3．8 74．3 9．5 7．1

一 0．5 4．3
　

60～64歳 4 一 25．0 ≡ 一 75．0 一 一 ≡ 66 一 33．3 3．0 4．5 10．6 45．5 L5 1．5 231 L3 7了．9 6．5 6．9 一 04 5．6
，

65～69歳 1
　 一 一 一 ≡ 一 一 100．0 52 L9 32．7 3．8 3．8 192 38．5 一 一

181 2．2 81．2 8．8 1．7 一 一
5．O 0．6

70歳以上 1
≡ 100．0 一 一 ≡ 一 一 一

56
≡ 46．4 7．i

≡
［0．7 35」 一 ≡

275 2．5 78．9 10θ 3．3 一 一 3．3
一

〔職　　業〕

農林水産業 1
一 一 ≡ ≡ 100．0 一 ’ ≡ 25

一 36．0 一 一 20．0 44．0 　 一
77

一 76．6 9．1 6．5 一 一
6．5

一

商工サービス業 3
一 66．7 ， 333 ≡ 一 一 一 76 2．6 27．6 3．9 一 19．7 44．7 一 一

203 3．4 75．9 10．3 5．4 ≡ 0．5 2．5 0．5

管　　理　職 一 一 A 一 一 一 一 一 一
20 5．0 20．0 10．0 5．0 15．0 40．0 5ρ P 51 2．0 74．5 7．8 5．9 一 一 5．9

　

事　　務　職 6
一 33．3 16．7 鼠LO 一 一 一 一 205 o．5 27．3 6．8 LO 口．6 44．4 0．5 2．0 謝 4．2 80．6 5．9 4．2 0．3 0．7 3．1 o．3

労　務　職 14 28．6 14．3 7．1 14．3 35」 一 一 一 201 0．5 33．3 4．5
一 18．4 39．8 一 3．0 312 2．2 80．1 8．7 4．2 ’ o．3 3．2

，

主　　　　　婦 6 33．3 16．7 脆．7 16．了
一 一 一 16．7 218 0．5 33．5 2．3 1．4 13．3 47．7 一 0．9 461 2．4 8L1 8．2 3．3 ’ 0．4 3．5 0．2

学　　　　生 5 20．0 60．0 一 一 一 一 一 一 88 1．1 3L8 L1 L1 17．o 39．8 一 6．8 74 8．1 73．o 14．9 L4 一 “ 2．7 一

その他の無職 1
一 100．0 ≡ 一 一 ～ ≡ ≡

79
一 40．5 8．9 2．5 lL4 34．2 1．3 L3 282 2．5 75．2 9．6 7．4

一 0．4 4．6 一

自　　由　業 ～ 一 一 一 ≡ 一 一 ≡ 一
12

一 25．o 8．3 8．3 16．7 4L7 一 一
32 3．1 81．3 94 3．i

　 一 一 ◆

専門技術職 1 100．0 ≡ 一 一 一 一 ’ 一
11

一 27．3 　 ＝ 27．3 45．5 一 一
t8

一 83．3 5．6 ， 一 一 u．1 一

（4）新聞や広報紙で使った方がよいと思う表記，その理由

　　　〈NPO／NPO（非営利団体）／非営利団体〉

　新聞や広報紙では，　「NPOj《外来語や略語の単独表記》，　「NPO（非営利団体）」　《言い換え語

を（）内に併記》，　「非営利団体」《言い換え語の単独表記》のうち，どの表記を使った方がよいと

思うかを，性別・年齢別・職業別にみていく（図3・7・6）。

　性別にみると，女性が男性より多いのは「NPO（非営利団体）」《言い換え語をO内に併記》　（男

性48．8％，女性52．7％）である。男性が女性より多いのは「NPO」《外来語や略語の単独表記》（男

性22．0％，女性16．5％）である。

　年齢別にみると，　「NPO（非営利団体）」《言い換え語を（）内に併記》を使った方がよいと思う

人は30～34歳（70．8％），35～39歳（70．5％）で7割を占め，若年層ほど多くなる傾向がみられる。

「非営利団体」《言い換え語の単独表記》は高齢層で多い。

　職業別にみると，　「NPO（非営利団体）」《言い換え語を（）内に併記》は事務職（64．9％），学

生（62．7％）で多い。　「非営利団体」《言い換え語の単独表記》は農林水産業（35．9％），その他の無

職（32．7％）で多い。　「NPO」《外来語や略語の単独表記》は管理職（3LO％）で他の職業層に比べ

て多い。
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図3・7・6新聞や広報紙で使った方がよいと思う表現〈NPO／NPO（非営利団体）／非営利団体〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（性別，年齢別，職業別）
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　5．1

　　　　45．8　　　　　　　　蟻藷顯『25，9姦‖馨Ll　　　4．4
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　　　45．0　　　　　　♂．習肇竃菱麗29．6“灘蓼　．2
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　　　　’64．9　　　　　　’　，／　　’113．1　　2．3

25．4

5．9

／ …　　　　　　62．7　／　．　－i㌘㌢万8．5　　3．4

その他の無職
自　　　由　　業　　　　　　　　20．O　　　　　　　t57．8　　　　　　”磯闇22．2墾1劉　一

専門技術職　　　［＝亘＝工＝：＝EII311：＝：：鍾鐘劉一

　　　　　　　＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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　新聞や広報紙で，その表現を使った方がよいと思う理由を聞いた（図3－7・7）。

　「NPO」《外来語や略語の単独表記》を使った方がよいと思う理由では，　「使い慣れているから」

（44．0％）が4割強でもっとも多く，次いで，「分かりやすいから」（24．3°／・）と，「簡潔だから」（21．9％）

がともに2割強である。

　「NPO（非営利団体）」《言い換え語を（）内に併記》を使った方がよいと思う理由では，　「両方

の表現がある方が親切だから」（37．9％）と，「分かりやすいから」（36．2％）がともに4割弱で並ん

でいる。

　「非営利団体」《言い換え語の単独表記》を使った方がよいと思う理由では，　「分かりやすいから」

（81．8％）が8割強を占めている。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表3・7・3）。

　性別にみると，「NPO」《外来語や略語の単独表記》を使った方がよいと思う理由で男性が女性よ

り多いのは「使い慣れているから」（男性47．9％，女性39．6％）である。女性が男性より多いのは「分

かりやすいから」（男性19．2％，女性30．2％）である。また，「NPO（非営利団体）」《言い換え語を

（）内に併記》を使った方がよいと思う理由で，女性が男性より多いのは「両方の表現がある方が親

切だから」　（男性35．1°／。，女性40．1°／・）である。

　年齢別にみると，　「NPO（非営利団体）」《言い換え語を（）内に併記》を使った方がよいと思う

理由に「両方の表現がある方が親切だから」をあげる人は，20～24歳（44．4％），50～54歳（43．6％）

で多い。　「分かりやすいから」をあげる人は70歳以上（43．6％）で多い。　「外来語も知っておきたい

から」をあげる人は45～49歳（16．5％）で他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，「NPO」《外来語や略語の単独表記》を使った方がよいと思う理由に「使い慣れ

ているから」をあげる人は事務職（56．9％）で多い。また，「NPO（非営利団体）」《言い換え語をO

内に併記》を使った方がよいと思う理由に「両方の表現がある方が親切だから」をあげる人は，事務職

（43．5％）で多い。

61



その表現を使った方がよいと思う理由〈NPO／NPO（非営利団体）／非営利団体〉表3・7・3
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第4章　医療の専門家に期待する言葉遣いの工夫

1　医師から，症状や治療について，分かりにくい言葉で説明された経験

医師から，症状や治療について分かりにくい言葉で説明された経験があるかどうか聞いた（図4－1－1）。

「ある」　（36．1％）という人は4割弱，　「ない」　（59．3％）という人は6割である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（図4・1・2）。

　性別にみると，差はみられない。

　年齢別にみると，「ある」という人は30～44歳の年齢層（30～34歳42．9％，35～39歳45，5％，40

～44歳47．5％）で他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，　「ある」という人は事務職（41．5％），管理職（39．4％），主婦（39．2％），その

他の無職（3＆0％）で多い。　「ない」という人は学生（72．3％）で他の職業層に比べて多い。
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図4－1－2　医師から，症状や治療について，分かりにくい言葉で説明された経験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　　　　　　n

総　　　　　　　　　数　　　（3，090）

〔　性　　　　　　別　〕

男

女　　　　　性　（1，　669）

〔年　　齢〕

1　5　～　1　9　歳　　　（　　137）

2　0　～　2　4　歳　　　（　　134）

2　5　～　2　9　歳　　　（　　140）

30～34歳　（233）
3　5　～　3　9　歳　　　（　　275）

ある ない 分からない

4．5

性（1，421）［一］4．5
　　　　　　　　　　　36．9　　　　　　　　　　　　　　　58．5　　　　　　　・　　　　4．6

45～4　9歳　　（　221）

5　0～5　4歳　　（　276）

55～59歳　（343）

6　0～6　4歳　　（　339）

6　5　～　6　9　歳　　　（　　286）

70歳以上　（451）

〔職　　業〕

農林水産業　（131）

商工サービス業　（307）

管　　理　　職　（　71）

事　　務　　職　（　518）

労　　務　　職　（　579）

主　　　　　婦　（776）

学　　　　　生　（177）

その他の無職　（455）

自　　由　　業　（　45）

　　　　　　　　　　　　　　　　　18．2　　　　　　　　　　　　　72．3　　　　　　．’　　　　　9．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　28．4　　　　　　　　　　　　　　64．9　　　　　　　　　　　　　6．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．7　　　　　　　　　　　　　　62．9　　　　　　　　　　　　6．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42．9　　　　　　　　　　　　　　　54．1　　　　e　　・．　　3．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45．5　　　　　　　　　　　㍉51．3　　　　　　　　3．3

・・－44歳（255）［：：：：一口4・・3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38．5　　　　　　　　　　　　　　56．1　　　　　　　　　　　5．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40。9　　　　　　　　　　　　　　　54．3　　　　　　　　　　4．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．9　　　　　　　　　　　　　　　63．3　　　　　　　　　　　　3．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31．6　　　　　　　　　　　　　　65．2　　x　　　　　　　　　3．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　31．1　　　　　　　　　　　　　　63．6　　　　　　　／　　　　5．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．0　　　　　　　　　　　　　　61．0　　　　　　　　　　　4．0

　32．8

29．6

　　　39．4

　　　41．5

　33．5

　　392

19．2

　　38．0

　　44．4

．　　　”63．4　’　　　，　　　　’　　　3．8

　　　65．5　　　　　　　　・　　　　4．9

　　　　56．3　、　　／　　　　　　4．2

　　…　　54．1　　・　　　　　・　　4．4

　　　62．7　　　　　　　　3．8

　　　　56．7　”　　♂’　　　”　　　4．1

72．3　　　　　　　　　”　　8．5

　　57．8　　　　　　　4．2

　　　’　46．7　　　　　　　8．9

専門技繍（31）［：＝：亟＝：＝E：：：≡ココ6・5
＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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2　分かりやすく言い換えたり，説明を加えたりしてほしい医療用語

　医師が患者や家族に話すとき，分かりやすく言い換えたり，説明を加えたりしてほしい言葉の種類を

聞いた（図4－2・1）。

　「喀疾細胞診」「飛沫感染」などの専門用語（57．1％）と，「セカンドオピニオン」「プライマリー

ケア」などの外来語（56，5％）が，ともに6割弱で上位にある。以下，「CT」「HIV」などのアル

ファベットの略語（47．3％）が5割弱，「所見をとる」「処方する」などの病院でよく使われる言葉

（27．3％）が3割弱の順である。

　分かりやすく言い換えたり，説明を加えたりしてほしい言葉として，何らかの言葉をあげる人の合計

（84．3％）は8割以上である。　「特にない」　（11．9％）という人は1割強である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表4－2・1）。

性別にみると，差はみられない。

　年齢別にみると，「専門用語」をあげる人が20～49歳の年齢層で6割を超えている。また，　「病院

でよく使われる言葉」をあげる人は60～64歳（34．8％）で他の年齢層に比べて多い。

職業別にみると，大きな差はみられない。
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表4－2・1分かりやすく言い換えたり，説明を加えたりしてほしい医療用語（性別，年齢別，職業別）
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3　医師に使ってほしい言葉，使ってほしい理由

（1）医師から家族のことで説明を受けるとき，使ってほしい言葉

　　　くターミナルケア／終末医療／痛みをやわらげ精神を楽にする医療〉

医師から家族のことで説明を受けるとき，「ターミナルケア」《外来語》，「終末医療」《言い換え》，

「痛みをやわらげ精神を楽にする医療」《説明》のうち，どの言葉を使ってほしいか聞いた（図4－3・1）。

　「痛みをやわらげ精神を楽にする医療」《説明》　（76．6％）が8割弱でもっとも多く，「終末医療」

《言い換え》　（11，0％）と「ターミナルケア」《外来語》　（8．0％）はともに1割前後である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（図4・3－2）。

　性別にみると，差はみられない。

　年齢別にみると，「ターミナルケア」《外来語》は，20～24歳（14．2％），40～44歳（13．7％）で

他の年齢層に比べてやや多い。　「終末医療」《言い換え》は45～49歳（16．7％）で他の年齢層に比べ

てやや多い。

　職業別にみると，　「痛みをやわらげ精神を楽にする医療」《説明》は，農林水産業（83，2％）で他の

職業層に比べてやや多い。
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図4・3・2　医師から家族のことで説明を受けるとき，使ってほしい言葉（性別，年齢別，職業別）

　　ターミナルケア

n

　　　　痛みをやわらげ精終末医療　　　　　　　　　　　分からない　　　　神を楽にする医療

総　　　数　（3，090）4．3
〔性　　別〕

男　　性（1，421）一コ3．9
女　　　性　（1，669）889．311灘霧麟竃灘竃：77．．3；ll繍竃S難繊‘・　．6

〔年　　齢〕

・5－・9歳（137）匡亜三羅罐翻1罐罐園醗醗醗轟コ5・1

20～24歳　（134）14．214．2藤繊ll‘鐡灘li繍．．2葭藁灘糎‘幽‘1熟1　4．5

25～29歳　（140）10．010．0璽糖、、藷罐璽雛灘ll7q．璽癬講麗灘鰯，㌶繍3．6

・・－34歳（233）匝一纏竃懸羅翻］1．7
・5－39歳（275）匝玉璽羅懸羅魎鯉醗翻懸翻］2・9

・・－44歳（255）［≡匝璽璽竃醗醗一1．6
・・一・・歳（221）匝皿ヱ擁躍羅醗羅一・・5
50～54歳（276）7611．6糠購鞭撚灘11灘・撒§．3灘灘1劉’‘纏繍‖2・5

55～59歳（343）7014．3灘蕪1懸護竃綱類4灘護毒鑛講蒙S竃4．1

60～64歳（339）7，79．4藁騰議1護灘灘議7無灘灘爺藁灘縢灘4．1

6　5　～　6　9　歳　　　（　　286）

〔職　　業〕

農林水産業　（　131）9．9劉綱藷竃鰍き繍｝≧竃鰻3．21il　ll　l｛灘ld馴≧　Ut・編ll・　5．3

商工サービス業　（307）8．112．7繍灘纏蠕蘂・‘1§鞠禄Z4．6鑛N　　’　Il　4．6

管　理　職（71）匡璽三璽麗璽羅馳璽圏翻翻鵬
事　務　職（518）［亜工璽躍1羅盤羅鍵璽醗醗羅麗11・4

労　務　職（579）［一］3．8
主　　　婦（776）739．4撚灘灘1簿：灘鱒78．熈懸灘，，ll　i　4．5

学　　　　　生　（177）

その他の無職　（455）

自　　由　　業　（　45）

専門技術職　（　31）

1
　

5

；：右

23

＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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（2）その言葉を使ってほしい理由【A枠】
図4－3・3

問13SQ1　〔カード〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。　A，　Bの枠からそれぞれ1つ選ん
　　　　　　でください。　（○はそれぞれ1つずつ）

【A枠1

ターミナルケア

療医末終

旬36似
神精げ
療
ら
医
わ

る

や
す
を
に
み
楽
痛
を

　正確に伝わる
　から

・　

（248）　

（341）

やわらかく　　分かりやすい　この中には　　分から

16．4

伝わるから　　から ない　　　　　ない

0．4

47．8　　　　　　　　　　　　19．11i　’　　　　　　　32．8

、　　　　　　’43．5　　　　　　　　　　　　　　39．7

　　　　　　　　　　　　　　　z肇　・，’
0．3

0．1

　その言葉を使ってほしい理由【A枠】を聞いた（図4・3・3）。

　「ターミナルケア」《外来語》を使ってほしい理由では，「やわらかく伝わるから」（60．9％）が6

割でもっとも多く，次いで，「正確に伝わるから」（25．0％）の2割5分，「分かりやすいから」（11．3％）

の1割強である。

　「終末医療」《言い換え》を使ってほしい理由では，　「正確に伝わるから」　（47．8％）が5割弱でも

っとも多く，次いで，「分かりやすいから」（32．8％）の3割強，「やわらかく伝わるから」（19．1％）

の2割弱である。

　「痛みをやわらげ精神を楽にする医療」《説明》を使ってほしい理由では，「やわらかく伝わるから」

（43．5％）が4割強でもっとも多く，次いで，　「分かりやすいから」　（39．7％）が4割である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表4・3－1）。

　性別にみると，「ターミナルケア」《外来語》を使ってほしい理由の第1位であった「やわらかく伝

わるから」は，女性（63．9％）が男性（56．4％）より多く，第2位の「正確に伝わるから」は，男性（28．7％）

が女性（22．4％）より多い。

　年齢別にみると，大きな差はみられない。

　職業別にみると，「痛みをやわらげ精神を楽にする医療」《説明》を使ってほしい理由に「分かりや

すいから」をあげる人は，農林水産業（48．6％），その他の無職（45．8％），学生（42．5％）で他の職

業層に比べて多い。
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表4・3・1その言葉を使ってほしい理由IA枠】　（性別，年齢別，職業別）
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（3

　その言葉を使ってほしい理由【B枠】を聞いた（図4－3－4）。

　「ターミナルケア」《外来語》を使ってほしい理由では，「不安や心配が軽くなるから」（28．2％）

が3割弱でもっとも多く，次いで，「気持ちが前向きになるから」（25，4％）が2割5分，「気持ちの

整理ができるから」　（21．4％）が2割強である。

　「終末医療」《言い換え》を使ってほしい理由では，「気持ちの整理ができるから」（49．9％）が5

割でもっとも多い。

　「痛みをやわらげ精神を楽にする医療」《説明》を使ってほしい理由では，「不安や心配が軽くなる

から」　（46．1°／・）が5割弱でもっとも多く，次いで，「医者を信頼する気持ちになるから」　（22．7％）

が2割強である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（表4・3－2）。

性別にみると，「終末医療」《言い換え》を使ってほしい理由に，「気持ちの整理ができるから」を

あげる人は，女性（53。5％）が男性（46．8°／・）より多い。

　年齢別にみると，「痛みをやわらげ精神を楽にする医療」《説明》を使ってほしい理由に，　「医者

を信頼する気持ちになるから」をあげる人は70歳以上（31．7％）で他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，　「ターミナルケア」《外来語》を使ってほしい理由に，　「気持ちが前向きになる

から」をあげる人は，主婦（36．8％）で他の職業層に比べて多い。
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表4－3・2その言葉を使ってほしい理由【B枠】（性別，年齢別，職業別）
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（4）医師から家族のことで説明を受けるとき，使ってほしい言葉

　　〈ホスピス／終末医療施設／末期患者医療施設〉

図4－3・5

問14　〔カード〕では，次のような説明の中ではどれを使ってほしいと思いますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○は1つ）

総

n

数　（3，090）　

ホスピス　　　終末医療施設　末期患者医療施設　分からない

医師から家族のことで説明を受けるとき，「ホスピス」《外来語》，「終末医療施設」《言い換え》，

「末期患者医療施設」《言い換え》のうち，どの言葉を使ってほしいか聞いた（図4－3－5）。

　「ホスピス」《外来語》（56．8％）が6割弱でもっとも多く，「末期患者医療施設」《言い換え》（17．2％）

と，「終末医療施設」《言い換え》　（16．6％）はともに2割弱である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（図4－3・6）。

　性別にみると，「ホスピス」《外来語》を使ってほしいという人は女性（63．5％）が男性（49．0％）

より多く，　「終末医療施設」《言い換え》　（男性20．7％，女性13．1％），　「末期患者医療施設」《言

い換え》　（男性20．6％，女性14．4°／。）を使ってほしいという人はともに，男性が女性より多い。

　年齢別にみると，「ホスピス」《外来語》を使ってほしいという人は，35～49歳（35～39歳69．5％，

40～44歳69．0％，45～49歳72．9％）で7割前後と多い。また，　「終末医療施設」《言い換え》は15

～ 19歳（25．5％）で他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，「ホスピス」《外来語》を使ってほしいという人は事務職（69．1％），管理職（662％），

主婦（65．2％）で多い。「終末医療施設」《言い換え》を使ってほしいという人は，農林水産業（26．0％），

学生（26．0％）で多い。　「末期患者医療施設」《言い換え》を使ってほしいという人は，その他の無職

（25．1％）で他の職業層に比べて多い。
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図4・3・6　医師から家族のことで説明を受けるとき，使ってほしい言葉（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　　　　　　ホスピス　　終末医療施設　末期患者医療施設　分からない

　　　　　　　　　　・　　
総　　　　　　　　　　数　　　（3，090）

〔性　　別〕

男　　　　　性　（1，421）

女　　　　　性　（1，669）

〔年　　齢〕

1　5　～　1　9　歳　　　（　　137）

20～24歳　（　134）

2　5　～　2　9　歳　　　（　　140）

30～34歳　（　233）

35～39歳　（275）

40～44歳　（255）

45～49歳　　（　221）

50～54歳　（　276）

5　5　～　5　9歳　　（　343）

6　0～64歳　　（　339）

65～69歳　（286）

70歳以上　（451）

〔職　　業〕

農林水産業　（131）

商工サービス業　（307）

管　　理　　職　（　71）

事　　務　　職　（518）

労　　務　　職　（　579）

主　　　　　婦　（776）

学　　　　　生　（177）

その他の無職　（455）

自　　由　　業　（　45）

専門技術職　（　31）
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＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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（5）その言葉を使ってほしい理由【A枠】

　その言葉を使ってほしい理由【A枠】を聞いた（図4－3・7）。

　「ホスピス」《外来語》を使ってほしい理由では，「やわらかく伝わるから」（68．1％）が7割弱を

占めている。

　「終末医療施設」《言い換え》を使ってほしい理由では，「やわらかく伝わるから」　（42．0％）が4

割強でもっとも多く，「分かりやすいから」（31．1％）と「正確に伝わるから」（26．2％）がともに3

割前後である。

　「末期患者医療施設」《言い換え》を使ってほしい理由では，「分かりやすいから」（48．4％）が5

割弱でもっとも多く，次いで，　「正確に伝わるから」　（34．0％）の3割強，　「やわらかく伝わるから」

（16．1％）の2割弱である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（表4－3－3）。

　性別にみると，「終末医療施設」《言い換え》を使ってほしい理由で，男性が女性より多いのは，「分

かりやすいから」　（男性34．7％，女性26．1％）である。

　年齢別にみると，「ホスピス」《外来語》を使ってほしい理由に「分かりやすいから」をあげる人は

25～29歳（22．9％）でやや多い。　「終末医療施設」《言い換え》を使ってほしい理由に「分かりやす

いから」をあげる人は70歳以上（48．1％）で多い。

　職業別にみると，「終末医療施設」《言い換え》を使ってほしい理由に「やわらかく伝わるから」を

あげる人は労務職（50．5％），主婦（47．4％），事務職（45．1％）で多い。
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表4－3－3　その言葉を使ってほしい理由【A枠】　（性別，年齢別，職業別）

ホスピス 終末医療施設 末期患者医療施設

該 正 や 分 該 正 や 分 該 正 や 分

確
わ
か 確

わ
か 確

わ
か

ら ら ら

に
か

り に
か
り に

か
り

伝 く や 伝 く や 伝 く や
当

わ 伝 す

当

わ 伝 す

当

わ 伝 す

る
わ

い る
わ
い る

わ
い

る る る

か
か
か か か

か か
か
か

数 ら ら ら 数 ら ら ら 数 ら ら ら

n ％ ％ ％ n ％ ％ ％ n ％ ％ ％

総　　　　数 1，755 13．7 68．1 15．6 5正2 26．2 42．0 3L1 533 34．0 16．1 48．4

〔性　　別〕

男　　　　性 696 12．2 69．3 15．5 294 23．5 4L2 34．7 293 34．1 16．4 48．1

女　　　　性 1，059 正4．7 67．3 15．6 218 29．8 43．1 26．1 240 33．8 15．8 48．8

〔年　　齢〕

15～19歳 65 16．9 67．7 15．4 35 48．6 20．0 3L4 27 51．9 14．8 33．3

20～24歳 77 13．0 68．8 14．3 29 37．9 34．5 27．6 24 58．3 4．2 37．5

25～29歳 83 15．7 57．8 22．9 22 40．9 31．8 27．3 25 36．0 16．0 48．0

30～34歳 149 14．1 71．1 12．8 37 16．2 62．2 21．6 38 36．8 2L1 39．5

35～39歳 191 12．6 66．5 14．7 44 13．6 65．9 18．2 32 34．4 18．8 46．9

40～44歳 176 13．6 64．2 18．2 38 18．4 47．4 34．2 33 36．4 18．2 45．5

45～49歳 161 8．7 71．4 17．4 28 28．6 39．3 25．0 28 35．7 7ユ 57．1

50～54歳 175 11．4 66．9 20．6 41 29．3 46．3 24．4 39 28．2 20．5 48．7

55～59歳 208 13．5 712 13．5 52 25．0 44．2 28．8 52 38．5 11．5 48．1

60～64歳 199 17．6 67．8 12．6 60 21．7 45．0 33．3 62 27．4 24．2 48．4

65～69歳 128 17．2 66．4 14．8 45 31．1 37．8 31．1 68 30．9 16．2 50．0

70歳以上 143 13．3 72．7 12．6 81 22．2 29．6 48．1 105 26．7 14．3 56．2

〔職　　業〕

農林水産業 44 13．6 68．2 18．2 34 20．6 29．4 47．1 28 32．1 10．7 53．6

商エサービス業 169 11．2 7L6 13．6 57 22．8 43．9 31．6 60 26．7 20．0 50．0

管　　理　　職 47 14．9 66．0 14．9 12 25．0 50．0 25．0 10 50．0 10．0 40．0

事　　務　　職 358 14．8 65．4 15．4 71 19．7 45．1 33．8 72 33．3 13．9 51．4

労　　務　　職 331 12．1 70．1 15．7 101 22．8 50．5 25．7 105 34．3 14．3 50．5

主　　　　婦 506 15．8 66．2 16．0 97 27．8 47．4 24．7 103 33．0 2L4 43．7

学　　　　生 88 14．8 69．3 15．9 46 45．7 28．3 26ユ 33 57．6 12．1 303

その他の無職 158 11．4 69．6 17．7 83 28．9 32．5 38．6 114 32．5 14．0 52．6

自　　由　　業 31 12．9 83．9 3．2 8 12．5 50．0 37．5 3 33．3 一 66．7

専門技術職 23 4．3 65．2 17．4 3 33．3 33．3 33．3 5
一 60．0 40．0
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（6

　その言葉を使ってほしい理由【B枠】を聞いた（図4－3・8）。’

　「ホスピス」《外来語》を使ってほしい理由では，「不安や心配が軽くなるから」　（38．8％）が4

割弱でもっとも多く，次いで，「気持ちの整理ができるから」（25．5％）の3割弱である。

　「終末医療施設」《言い換え》を使ってほしい理由では，　「気持ちの整理ができるから」（40．8％）

が4割でもっとも多く，次いで，　「不安や心配が軽くなるから」　（24．0％）の2割強である。

　「末期患者医療施設」《言い換え》を使ってほしい理由では，「気持ちの整理ができるから」（35．3％）

が4割弱でもっとも多く，次いで，　「不安や心配が軽くなるから」　（28．3％）の3割弱である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表4・3－4）。

　性別にみると，「ホスピス」《外来語》を使ってほしい理由に「不安や心配が軽くなるから」をあ

げる人は男性（41．5％）が女性（37．0％）より多い。また，　「末期患者医療施設」《言い換え》　を使

ってほしい理由に「気持ちの整理ができるから」をあげる人は男性（40．6％）が女性（28．8％）より多

く，　「不安や心配が軽くなるから」をあげる人は女性（31．3％）が男性（25．9％）より多い。

　年齢別にみると，「ホスピス」《外来語》を使ってほしい理由に「不安や心配が軽くなるから」を

あげる人は50～54歳（43．3％）で多い。　「気持ちの整理ができるから」をあげる人は55～64歳（55

～ 59歳31，7％，60～64歳30．2％）の年齢層で多い。　「気持ちが前向きになるから」をあげる人は15

～ 19歳（27．7％）で多い。

　職業別にみると，「ホスピス」《外来語》を使ってほしい理由に「気持ちが前向きになるから」を

あげる人は学生（30．7°／・）で多い。　「終末医療施設」《言い換え》　を使ってほしい理由に「気持ちの

整理ができるから」をあげる人は，事務職（49．3％），主婦（47．4％）で多く，「不安や心配が軽くな

るから」をあげる人は，その他の無職（30．1％）で多い。また，「末期患者医療施設」《言い換え》を

使ってほしい理由に「不安や心配が軽くなるから」をあげる人は，労務職（35．2％），主婦（35．0％）

で他の職業層に比べて多い。
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表4・3・4　その言葉を使ってほしい理由【B枠】　（性別，年齢別，職業別）
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第5章　国立国語研究所「外来語言い換え提案」の認知度・必要性

1　国立国語研究所「外来語言い換え提案」の認知度

　国立国語研究所が「外来語言い換え提案」をしていることを知っているかどうか聞いた（図5・1－1）。

　「知っている」という人は17．2％で，平成15年度調査より6ポイント上回っている。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（図5－1－2）。

　性別にみても，大きな差はみられない。

　年齢別にみると，「知っている」という人は，35～39歳（25．5％），50～54歳（23．9％）で他の年

齢層に比べて多い。

　職業別にみると，「知っている」という人は，管理職（32．4％），事務職（27．2％）で3割前後と他

の職業層に比べて多い。
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図5・1・2国立国語研究所「外来語言い換え提案」の認知度（性別，年齢別，職業別）

総

〔性

男

女

〔年

　　　　　　n

数　　　（3，090）

別〕

知っている 知らない 分からない

性（1，421）［一〔：＝：＝：田

3．6

’目ヒ　　（1，669）　　15．6 80．3

　　　　3．0
． 　　　／　　　4．1

齢〕

15～19歳　（137）9．5 83．2 ・　　　　7．3

2　0～2　4歳　　（　134）　　15．7 82．1 2．2

25－29歳（14・）陸：：＝：：：三＝＝＝：：：ココ5，7

3　0　～　3　4　歳　　　（　　233）　　18．5　　　　’

3　5　～　3　9　歳　　　（　　275）　　　　25．5

40～44歳　　（　255）　16．5

45～49歳　　（　221）　　20．8

5　5　～　5　9　歳　　　（　　343）　　17．2

65～69歳　（286）　15．4

70歳以上　（451）10．4

　　　　　79．0　　　　　　　．　　　　　　　2．6

　　　　　、　72．4　　　　　　　　　　　　　2．2

　　　　　80．8　　　　”　　　　　　　　　　　2．7

　　　　　　77．8　　　　　　　　　　　　．　1．4

　　　　　　　　　　3．6
t　　　　　79　9　、　　　　　　，　　　　　　2．9

　　　　　　　　　　3．8
　　　　79．4　　　　　　　　　”　　　5．2

　　　　85．1　　　　　　・・　　　　　／　　4．4

〔職　　業〕

農林水産業　（131）

商工サービス業　（　307）　15．0　　　・

管
事
労
主
学

理

務

務

1．5

・ 81．4　・　…　　　　　　　　　　3．6

職（71）［：］m　＝　ec　：コ
職　（518）

職　　　（　　579）　12．6

婦　　　（　　776）　　15．7

生　（　177）13．6　、

　2．3

、 　　　　　　　　　84．5　　　・　　　’　　　　　　　　2．9

　　　　　80．4　　　　　　　　　　3．9

　　　　　　　、　79．7　　　　　　　　　　　・　　　　6．8

その他の鰍（455）［亘工：：：：：：：：：三≡：＝：＝＝［］5・5

自　　　　由　　　　業　　（　　45）　　　　　33・3　　　　　　　　　　　　　　　　66・7　　　”　・　　一

専門技術職（31）［三Pt：：：：：ココ6・5
＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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2　「言い換え語」と「元の外来語」の分かりやすさ

（1）　「言い換え語」と「元の外来語」とでは，どちらが分かりやすいか

図5・2－1

問16　〔カード〕国立国語研究所の「外来語言い換え提案」では，次のような「言い換え語」を提案
　　　しています。あなたは，「言い換え語」と「元の外来語」とでは，どちらが分かりやすいと

　　　思いますか。

（n＝3，087）

アウトソーシング／外部委託

元の外来語が
分かりやすい

　　ノ

言い換え語が
分かりやすい

L＼

どちらとも
　　　　　分からないいえない

　L－＿k＼

キャッチアップ／追い上げ 11．2 73．7　’ ピ　8．3

バーチャル／仮想 31．9 53．2 7．57．4

ポジティブ／積極的 27．1 60．6 §』正 6．2

　国立国語研究所の「外来語言い換え提案」で提案している「言い換え語」と「元の外来語」，＜アウ

トソーシング／外部委託〉，〈キャッチアップ／追い上げ〉，〈バーチャル／仮想〉，〈ポジティブ／

積極的〉の4つを提示して，それぞれ，「言い換え語」と「元の外来語」とでは，どちらが分かりやす

いか聞いた（図5・2・1）。

　〈アウトソーシング／外部委託〉では，「言い換え語が分かりやすい」（69．5％）が7割である。

　〈キャッチアップ／追い上げ〉では，「言い換え語が分かりやすい」（73．7％）が7割強と提示した

4つの中でもっとも多い。

　〈バーチャル／仮想〉では，「言い換え語が分かりやすい」（53．2％）が5割強である。「元の外来

語が分かりやすい」　（31．9％）は3割強で，提示した4つの中でもっとも多い。

　〈ポジティブ／積極的〉では，「言い換え語が分かりやすい」（60．6％）が6割である。「元の外来

語が分かりやすい」（27．1％）は3割弱である。

（2）〈アウトソーシング／外部委託〉，どちらが分かりやすいか

　くアウトソーシング／外部委託〉について，どちらが分かりやすいか，性別，年齢別，職業別にみて

いく　（図5・2－2）。

　性別にみると，女性が男性より多いのは「言い換え語が分かりやすい」　（男性67．3°／・，女性71．5％）

で，男性が女性より多いのは「元の外来語が分かりやすい」　（男性20．O°／・，女性12．6％）である。

　年齢別にみると，「言い換え語が分かりやすい」という人は高齢層ほど多くなる傾向がみられる。20

～ 29歳では，「元の外来語が分かりやすい」　（20～24歳29．1％，25～29歳28．6％）という人が3割

弱と他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，「言い換え語が分かりやすい」という人は，商工サービス業（77．5％），農林水産

業（76．3％）で8割弱と多い。一方，　「元の外来語が分かりやすい」という人は，管理職（33．8％），

事務職（29．7％），学生（27．7％）で3割前後と他の職業層に比べて多い。

81



（3）〈キャッチアップ／追い上げ〉，どちらが分かりやすいか

　くキャッチアップ／追い上げ〉について，どちらが分かりやすいか，性別，年齢別，職業別にみてい

く（図5－2・3）。

性別にみると，大きな差はみられない。

　年齢別にみると，「言い換え語が分かりやすい」という人は高齢層ほど，「元の外来語が分かりやす

い」という人は若年層ほど多くなる傾向がみられる。　「元の外来語が分かりやすい」という人は，15

～ 24歳（15～19歳23．4％，20～24歳25．4％）で2割強と他の年齢層に比べて多い。

職業別にみると，「言い換え語が分かりやすい」という人は商工サービス業（80．8％）で多く，「元

の外来語が分かりやすい」という人は学生（26．6°／・）で他の職業層に比べて多い。

（4）〈バーチャル／仮想〉，どちらが分かりやすいか

　くバーチャル／仮想〉では，どちらが分かりやすいか，性別，年齢別，職業別にみていく（図5・2・4）。

　性別にみると，男性が女性より多いのは「元の外来語が分かりやすい」（男性35．6％，女性28，8％）

である。

　年齢別にみると，「言い換え語が分かりやすい」という人は高齢層ほど，「元の外来語が分かりやす

い」という人は若年層ほど多くなる傾向がみられる。39歳以下の年齢層では「元の外来語が分かりや

すい」という人が5割以上である。

　職業別にみると，　「元の外来語が分かりやすい」という人は学生（67．8％）で多い。一方，　「言い換

え語が分かりやすい」という人は農林水産業（67．9％），その他の無職（64．0％）で多い。

（5）〈ポジティブ／積極的〉，どちらが分かりやすいか

　くポジティブ／積極的〉では，どちらが分かりやすいか，性別，年齢別，職業別にみていく（図5－2－5）。

　性別にみると，差はみられない。

　年齢別にみると，「言い換え語が分かりやすい」という人は高齢層ほど，「元の外来語が分かりやす

い」という人は若年層ほど多くなる傾向がみられる。15～24歳の年齢層では「元の外来語が分かりや

すい」　（15～19歳58．4％，20～24歳61．9％）という人が6割前後である。

　職業別にみると，「言い換え語が分かりやすい」という人は農林水産業（77．9％）で8割弱ともっと

も多い。一方，「元の外来語が分かりやすい」という人は学生（61．0％）で6割ともっとも多い。
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図5・2・2〈アウトソーシング／外部委託〉，どちらが分かりやすいか（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　　元の外来語が
　　　　　　　　　分かりやすい

　　　　　　　　n
総　　　　　　　　　数　　　（3，090）

〔性　　別〕

言い換え語が　　どちらとも
　　　　　　　　　　分からない分かりやすい　　いえない

男　　　　性

女　　　　性

〔年　　齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

70歳以上
〔職　　業〕

商エサービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職

主　　　　婦

学　　　　生

その他の無職

自　由　業

専門技術職

（1，421）

（1，669）

（137）

（134）

（140）

（233）

（275）

（255）

（221）

（276）

（343）

（339）

（451）

（307）

（　71）

（518）

（579）

（776）

（177）

（　45）

（　31）

20．0　　・、　　　’　、　67．3、・：・ ’　7．0　5．8

　　　　　　　　　　23．4　　　’．：∵’∴，”62．0こ　・　　　，ウ　10．2　　．4

　　　　　　　　　　　29．1　　11ご’蕊＼∫蕊；5§㌔2ミ1∴∴ぶ、。こ7．5　　．2

　　　　　　　　　　　　28．6　　　　ノ　　　　．’♂　’57．1　”戸　”　9．3　　　．0

　　　　　　　　　　24．0　㌻ジ六㌧籔ご埼3．5ジ1㌔㌻’☆㍍10．71．7

亀 、　　　　＿＿　‘　　　、　　　’：t　’♂ ♂マtび？‡べ書 ““ 　一 ＿　＿　　lt 　可　｛｛lt 　で±　　 tt
t

　　　　　　　　　　22．0　　　二ご，、s““　∵1’㌘　｛〕6．3、　“t　♂〆らそ㌘““二，．・9．0　　．7

　　　　　　　　　　19．0　弐ぐ1、撫詑ぷぷミ67．9蕊ぶ㌔㍉☆、ぷ10．4　2．7

　　　　　　　　　　　17．o　　㌧　㌔　“、　、、　　　　　72．5、x、、　：　　　’・　’　　　　　　．8

65～69歳　（286）9．14〆｛1．：∵〆、；’㍗51二73．．11べ’x、㌧診：♂㍗フ　　12．2

　　　　　　　　　　4．4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55

農林水産業　（131）7．6”“　’1’　；”1：”　76．3”，’，1”　　，’　11．5

16．1　　　v　・　、　　　、・J　72．0、　　　　　’　∵　　・、　　．4

　　　　　　27．7　　　　’・・’　　こ∵・1’156．5、　、：い　、　　・　10．7

（　455）7．71　、・　　、　　　’　　69．7　’”　ミ、　　元　・　　　16．5

　　　　　32．3　　　　　　、’、　、’　u“54．8　・・　　　”　，t　12．9　－

＊「自由集」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。

5．9

2．8

1．4

5。5

5．1
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図5・2・3　〈キャッチアップ／追い上げ〉，どちらが分かりやすいか（性別，年齢別，職業別）

元の外来語が　　言い換え語が　　どちらとも　分からない
分かりやすい　　分かりやすい　いえない

総　　　数

〔性　　別〕

男　　　　性

女　　　性

〔年　　齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商エサービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職

主　　　　婦

学　　　生

その他の無職

自　由　業

専門技術職

n

（3，090）　

（1，421）　12．7 t　　73．4　　　t ．87．0

（1，669）　9．9 73．9　　　　，　　，　　　・　．79．4

（137）

（134）

（140）

（233）

（275）

（255）

（

23．4 64．2 8．0｛4．4

5．7

16．3　　　“s：　　，　・　　㌧72．1　　　　’　：：三♂㌘㌃8，2　　3．4

14．g　　　　　　　　t　　　　）76．0・：、　、　　　＿　二　　7．3　1．8

　　　　15．7

　221）9．0

（　　276）　

（　　343）　

（339）

70．6　　　　　　　　　　　　　鄭∋．8‖　　3．9

’

　　79．6 ・ 　　／　　z　s・t：　’7．7　　3．6

6．9

（　　286）　9．1 69．2 8．0　13．6

（　451）　　　　　　　t”1　・　　71．4　　’・　　　　　ノ　　　　　　20・2

　　　3，5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．9

（　　131）6　1　　　　　　　　　　t　　　／77・9　　　　　　　　　　　　　　　’　10・7

（　　71）　　　19・7　　　　　　’　　・　　　　69・0　　”　　　7・9　　4・2

（518）［三一］2．・3
（579）［匝［＝二二亜＝＝：騨コ6・　4

（776）巨〔二三二工　zxer＝pt］］

（　455）51　　　　，　　　　．　69．9　　’　”　　．　　．　．8　18．2

（45）匝：＝：：＝亙〔：：＝＝璽画
（31）［：≡＝仁＝＝亟［：＝：：二亙彊

＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人よリ小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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図5－2－4　〈バーチャル／仮想〉，どちらが分かりやすいか（性別，年齢別，職業別）

総

〔性

男

女

〔年

数

別〕

性

性

齢〕

　　　元の外来語が　　言い換え語が　　どちらとも　分からない
　　　分かりやすい　　分かりやすい　いえない

・　　

（3，090）

（1，421）　　　　　　35．6

（1，669）　　　　28．8

5L4 7．2　　5．8

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商エサービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職

主　　　　婦

学　　　生

その他の無職

自　由　業

専門技術職

54．8 7．　88．7

（　　137）　　　　　　　　　　　65．7　　　　　　　　　　　　　　26．3　　　　　、　　2．2

（　134）　　　　　　　　　　　66．4　　　　　　　　　　　　　　24．6　・　　　　　4．5

（　　正40）　　　　　　　　50．0　　　　　　　　　　　　　35．7　　　　　“．6　　　5．7

（233）［：＝で一＝脚3・・
（　275）　　　　　　　　52．4　　　　　　　　　　　’　36．4　　　・’10・2　1・1

（　255）　　　　　　　43．9　　　　　　　　　　　　’　43．9　　　　　　　9・8　　2．4

（　221）　　　　　　40．3　　　　　　　　　　　　　47．5”　　　　　　　IIO・4　1・8

（　276）　　　　27．5　　　　　　　　　　　　　59．1　　　・　　　　　　　　・9　．

（　　343）　　　22．4　　　　　　　　　　　　　　66．2　　　　　　　　　　　　　　6

（339）

（286）12．2 64．7 9．1‖　14．0

　軸

（　451）6．7　　　　’　　n　　　　67．4 ．7　19．3

（　　131）　　14．5

（307）

（　　71）　　　　　　　　46．5

（518）

（　　579）　　　　　　34．7　　　　　　　　・

（　　776）　　　　25．3

（　　177）　　　　　　　　　　　　　67．8

（　　455）　12．1　　．　　．t“．“r

67．9’　　・ 13．0

、　　　　53．5

　　58．6

64．　0

46．5　　　　　　　2．8

L2

　　　　’　．2　5．5

　　　　7．68．5

　　　　23．2、　　　　　3．4

　　7。7　16．3

（　　31）　　　　　　38．7　　　　　　，　　　／　　48，4／　　　　．、　9．71　　3．2

＊「自由業」と「専門技術職Jは，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ　分析の対象からは外してある。
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図5・2－5〈ポジティブ／積極的〉，どちらが分かりやすいか（性別，年齢別，職業別）

総

〔性

男

女

〔年

数

別〕

性

性

齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商エサービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職

主　　　　婦

学　　　　生

その他の無職

自　　由　業

専門技術職

　n
（3，090）

（1，421）

（1，669）

（137）

（134）

（140）

（233）

（275）

（255）

（221）

（276）

（343）

（339）

（286）

（451）

v
v
v
v
v
v
v
　
v
t
v
　
v

元の外来語が
分かりやすい

言い換え語が
分かりやすい

どちらとも
いえない

分からない

　　58．4

．2

5．1

7．1

　　　、　、、’　33．6　　’t．’　7．30．7

　3．0

4．3

2．1

1．1

2．4

24．4　諺1；〃；多1ノ：諺／ら：：63，　．8！㌘筆1彦1㌘9．52．3

4．9

131）

307）　

4．4

6．2

5．8

5．9

71）

518）

579）

776）

177）

455）

45）

31）

28．2
t’“”

’

・
　　x62．0　　““、、　’　　　　7．0

28．0　　・ 、　　　62．5　　、　、L　t

6．2

2．8

1．2

4．7

7．6

1．7

＊「自由業」と「専門技術職」は．回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ　分析の対象からは外してある。
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3　「外来語言い換え提案」の必要性

（1）国立国語研究所の「外来語言い換え提案」は必要だと思うか

国立国語研究所が行っている「外来語言い換え提案」は必要だと思うか聞いた（図5－3・1）。

「必要だと思う」（67．5％）は7割弱で，平成15年度調査より6ポイント上回っている。

次に，性別，年齢別，職業別にみていく（図5－3・2）。

性別にみると，差はみられない。

年齢別にみると，差はみられない。

職業別にみると，「必要だと思う」という人は，管理職（76，1％）で8割弱ともっとも多い。
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図5・3－2　国立国語研究所の「外来語言い換え提案」は必要だと思うか（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　　　　　　n

総　　　　　　　　　数　　　（3，090）

〔性　　別〕

男　　　　　性　（1，421）

女　　　　　性　（1，669）

〔年　　齢〕

1　5　～　1　9　歳　　　（　　137）

20～24歳　（　134）

2　5　～　2　9　歳　　　（　　140）

3　0～3　4歳　　（　233）

3　5　～　3　9　歳　　　（　　275）

40～44歳　（　255）

45～49歳　　（　221）

5　0～5　4歳　　（　276）

5　5　～　5　9　歳　　　（　　343）

60～64歳　（339）
6　5　～　6　9　歳　　　（　　286）

70歳以上　（451）

〔職　　業〕

農林水産業　（131）

商工サービス業　（　307）

管　　理　　職　（　71）

事　　務　　職　（　518）

労　　務　　職　（　579）

主　　　　　婦　（776）

学　　　　　生　（177）

その他の無職　（455）

自　　由　　業　（　45）

専門技術職　（　31）

必要だと思う　　必要ないと思う　どちらともいえない

68．7 12．0・　　19．3

66．4 10．7　　　22．9

66．4

59．0

64．3

63．5

69．1

　70．　6

　71．5

　72．5

68．2

　69．3

66．1

64．5

　　12．4　　21．2

14．2　　　　26．9

12．9二　　　22．9

12．9　　　23．6

　　　12．4　　18．5

　　　　10．2　　19．2

　　　9．5　19．0

　　　11．2　16．3

　　　10．5　　21．3

　　　　13．0／　　17．7

　10．8　　　23．1

9．3　　26．2

66．4

65．5

　76．1

68．3

：：14．5・　　19．1

、14．0　　　20．5

　　　8．5　15．5

10．2　　21．4

70．6 12．1　　17．3

67．4 10．3　　22．3

62．1 14．1　　　23．7

64．6 9．5　　25．9

71．1 、　15．6　　13．3

67．7 9．7　　22．6

＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人よリ小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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（2）必要だと思う理由
図5・3・3

（問17で「1」と答えた方にお聞きします。）
問17SQ1　〔カード〕必要だと思う人の中には，大きく分けて次のA，　Bの意見が
　　　　　　あります。あなたご自身の考えはどちらに近いですか。　（○は1つ）

A　分かりにくい外来語で困っている人の助けになるから。
B　外来語よりも伝統的な日本語を大切にしたいから。

総

　　　　　Aに近い　ややAに近いややBに近い　Bに近い　　分からない

　　・　

K－一一一一一一／’一一一一一一ノL－Y－」
　　　　　　　　　　　Aに近い（計）　　　　　　　　Bに近い（計）
　　　　　　　　　　　　　66．8％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31．0％

　国立国語研究所が行っている「外来語言い換え提案」を「必要だと思う」と回答した人（2，085人）

に，必要だと思う理由を2っあげて，どちらに近いか聞いた（図5－3－3）。

　「A分かりにくい外来語で困っている人の助けになるから」に近いという人の合計（66．8％＝「A

に近い」43．5％＋「ややAに近い」23．2％）が7割弱を占める。

　「B　外来語よりも伝統的な日本語を大切にしたいから」に近いという人の合計（31．0％＝「ややB

に近い」12．0％＋「Bに近い」19．0％）は3割強である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（図5・3・4）。

　性別にみると，大きな差はみられない。

　年齢別にみると，　「A分かりにくい外来語で困っている人の助けになるから」に近い人は若年層ほ

ど，「B外来語よりも伝統的な日本語を大切にしたいから」に近い人は高齢層ほど多くなる傾向がみ

られる。65歳以上ではAとBがほぼ半々で拮抗している。

　職業別にみると，「A分かりにくい外来語で困っている人の助けになるから」に近い人の合計は学

生（82．7％）で8割強ともっとも多い。一方，「B外来語よりも伝統的な日本語を大切にしたいから」

に近い人の合計は，その他の無職（45．9％），農林水産業（42．5％），管理職（38．9％）で4割前後と

他の職業層に比べて多い。
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図5・3・4　必要だと思う理由（男女別，年齢別，職業別）

総　　　　数

〔性　　別〕

男　　　　性

女　　　　性

〔年　　齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商エサービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職

主　　　　婦

学　　　　生

その他の無職

自　　由　業

専門技術職

　n
（2，085）

（976）

（1，109）

（　91）

（　79）

（　90）

（148）

（190）

（180）

（158）

（200）

（234）

（235）

（189）

（291）

（　87）

（201）

（　54）

（354）

（409）

（523）

（110）

（294）

（　32）

（　21）

　　　　ややAAに近い
　　　　に近い

　　A　分かりにくい外来語で困っている人の助けになるから

　　B　外来語よりも伝統的な目本語を大切にしたいから

ややB　　　　　　　　　　　　　　　Aに近いBに近い　　　　　Bに近い　分からないに近い　　　　　　　　　　　　　　　　（計）　　（計）

42．5

44．5

2．3

・ 22．2　・　12．8　　　0．4　　　2．0

’　24．1　　　11．3　　17．8　　　2．4

1．1

2．5

　1．1

　　　56．8　　　　　　　　”　23．6　：　12．2　．11．4

　　　　57．4　　　　　　　　　　勺5㌧25τβ　シ’9．5　．　　1．1

　　　　51．7　　　　　　　　““　　’27．2’”・　9．4　　．9　　2．8

　　　　51．9　　　　　　　　！三　♂27．8　」］‘“　　．9　10．1　1．3

　　　41．5　　　　　　　・23．0　　　11．5　　　0．5　　　3．5

　　　41．5　　　　　　／16．7／　13．7　　　　4．8　　　　3．4

　　40．0　　　　　　　　18．7　）．　13．2　　　　　6．0　　　　2．1

26．5　　　　　21．7　　　14．8・　　　　　　4．9　　　　　2．1

31．3　　　　　㌘17．2・．　15．5　　　　　　33．3　　　　　　2．7

36．8 16．1　　　17．2 25．3

33．3

　　52．5

　　49．6

　41．7

　　51．8

32．7

　　46．9

　42．9

　　　25．9　’　　7．4　　　　31．5

　　　　”　22．9∵　　　．91　12．7

　　　　　　23．7　’・’11．2i　14．

　　　23．7　”　10．7　　　　1．6

　　　　，’・　く30．9　・’　　　．1　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

）　19．7　　nI17．0　・　　　　　8．9

　　　ウ”21．9　1112．5　　15．6

　　　　33．3　　　～　14．3　　．5

4．6

4．5

1．9

2．5

1．0

2．3

1．8

1．7

3．1

＊「自由葉」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ　分析の対象からは外してある。

　　　　　　　　　　　　　90

66．8　　　31．0

64．8　　　　33．2

68．5　　　29．0

83．5　　　　15．4

83．5　　　13．9

78◆9　　　　20．0

80．4　　　18．2

82．6　　　　16．3

78．9　　　　18．3

79．7　　　　19．0

64．5　　　　32．0

58．1　　　　38．5

58．7　　　39．1

48．1　　　　49．7

48．5　　　48．8

52．9

60．7

59．3

75．4

73．3

65．4

82．7

52．4

68．8

76．2

42．5

34．8

38．9

22．0

25．7

32．3

15．5

45．9

28．1

23．8



（3）必要ないと思う理由
図5－3－5

（問17で「2」と答えた方にお聞きします。）

問17SQ2　〔カード〕必要ないと思う人の中には，大きく分けて次のA，　Bの意見が
　　　　　　あります。あなたご自身の考えはどちらに近いですか。　（○は1つ）

総

A　言い換えによって外来語の正確な意味が伝わらなくなるから。
B　外来語を取り入れた方が日本語は豊かになるから。

　　　　　　　　　　Aに近い　ややAに近いややBに近い

　　　　　　　　n

　　　　数　（349）

Bに近い　分からない

1＼　ノ
．・35．21：1

s　，

12．6

　　　　　　Aに近い（計）　　　　　　Bに近い（計）
　　　　　　　　　64．2％　　　　　　　　　　　　　　　　23．2％

　国立国語研究所が行っている「外来語言い換え提案」を「必要ないと思う」と回答した人（349人）

に，必要ないと思う理由を2つあげて，どちらに近いか聞いた（図5’3・5）。

　「A言い換えによって外来語の正確な意味が伝わらなくなるから」に近いという人の合計（64．2％

＝「Aに近い」35．2％＋「ややAに近い」2＆9％）が6割強を占める。

　「B外来語を取り入れた方が目本語は豊かになるから」に近いという人の合計（23．2％＝「Bに近

い」8．9％＋「ややBに近い」14．3％）は2割強である。

次に，分類別の回答者数が50人を超える性別にみていく

性別にみると，大きな差はみられない

（図5・3・6）。

図5－3－6必要ないと思う理由（性別）

総

〔性

男

女

　　　　　　　　A　言い換えによって外来語の正確な意味が伝わらなくなるから

　　　　　　　　B　外来語を取り入れた方が日本語は豊かになるから

　　　　ややAにややBに　　　　　　　　　　　　　　　　　　分からな　　Aに近いBに近いAに近い　　　　　　　　　　　　　Bに近い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　（計）　　　（計）　　　　近い　　　近い

・　　〈＼

（　　349）　　　　　　35．2

［一＿L一ミ
数

別〕

性

性

28，9　　　　。g4．三｝蒸　　．9　12．6　　　　64．2　　　　23．2

（171）

（178）

65．5　　　21．6

62．9　　　24．7
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第6章カタカナ略語・アルファベット略語・アルファベットについての意識

1　カタカナ略語くケータイ／リモコン／コンビニ〉をどう思うか
図6－1－1

問18携帯電話を「ケータイ」，リモート・コントローラーを「リモコン」，コンビニエンス・
　　ストアを「コンビニ」のように，元の言葉を短くした略語が使われています。このような
　　略語についてあなたはどう思いますか。　（○は1っずつ）

　　　　（n＝3，090）

（1）分かりやすいと思いますか。

分かりやすい

78．4

便利である

　　　　　　どちらとも分から分かりにくい
　　　　　　いえない　　ない

Rilliミi｝ミ“ミこ一

　　　　　　8．1　12．3　1．2
Ntllミeミ、tミミsmm

便利で甦誌も忽ら
（2）便利だと思いますか。 81．0

5．4灘三り11．6

（3）覚えやすいと思いますか。

覚えやすい
覚えにくい　ぱ象ξも㌘こら

／

1．5

　カタカナ略語くケータイ／リモコン／コンビニ〉をあげて，分かりやすいと思うか，便利だと思うか，

覚えやすいと思うか聞いた（図6－1－1）。

　分かりやすいと思うかについては，　「分かりやすい」　（78．4％）という人が8割弱を占める。

　便利だと思うかについては，　「便利である」　（81，0％）という人が8割強を占める。

　覚えやすいと思うかについては，「覚えやすい」　（84．3％）という人が8割強を占める。

（1）カタカナ略語を分かりやすいと思うか

　カタカナ略語を分かりやすいと思うか，性別，年齢別，職業別にみていく（図6－1・2）。

　性別にみると，差はみられない。

年齢別にみると，「分かりやすい」という人は若年層ほど多く，もっとも少ない70歳以上（58、1％）

でも6割弱である。　「分かりにくい」という人は，70歳以上（17．7％）で他の年齢層に比べて多い。

職業別にみると，「分かりやすい」という人は学生（91．5％）で9割強ともっとも多い。

（2）カタカナ略語を便利だと思うか

　カタカナ略語を便利だと思うか，性別，年齢別，職業別にみていく（図6・1・3）。

　性別にみると，差はみられない。

年齢別にみると，「便利である」という人は若年層ほど多く，もっとも少ない70歳以上（61．2％）

でも6割強である。「便利ではない」という人は，70歳以上（12．9％）で他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，　「便利である」という人は学生（96．O°／，）で10割弱ともっとも多い。

（3）カタカナ略語を覚えやすいと思うか

カタカナ略語を覚えやすいと思うか，性別，年齢別，職業別にみていく（図6－1－4）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92



　性別にみると，差はみられない。

　年齢別にみると，いずれの年齢層でも「覚えやすい」という人が大多数を占め，特に，44歳以下の

年齢層（15～19歳98．5％，20～24歳97．0％，25～29歳95．Oo／．，30～34　k　95．3％，35～39歳90．2％，

40～44歳91．0％）では9割以上である。もっとも少ない70歳以上（60．3％）でも6割である。　「覚

えにくい」という人は70歳以上（16．6％）で他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，　「覚えやすい」という人は学生（97．7％）で10割弱ともっとも多い。
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図6・1－2カタカナ略語を分かりやすいと思うか（性別，年齢別，職業別）

総　　　数

〔性　　別〕

男　　　　性

女　　　性

〔年　　齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商工サービス業

n

（3，090）

（1，421）

（1，669）

（137）

（134）

（140）

（233）

（275）

（255）

（221）

（276）

（343）

（339）

（286）

（451）

分かりやすい分かりにくい どちらとも　　分からない
いえない

78．4

78．5

1．2

8．2！12．　　1．1

8．0　12．2　1．3

4
．
7
一

　　78．6

　　79．3

　　74．0

　　72．7

58．1

0．5

　　　　：．15．6　－

　　　　　8．5　11．7　0．6

　　　13．3’112．1、　0．6

　　　　12．6　　13．3｛　1．4

’17．7’　　　18．0　　　　6．2

（131）

（307）

（　71）

（518）

（579）

（776）

70．2 15．3、1．1L5

管
事
労
主
学

理

務
務

職

職

職

婦

生

その他の無職

自　由

専門技術職

3．1

1．0

0。4

　　　　　　　　　　　　83．9　　　　　　　　　　　　　　　（　10．2　0．5

　　　　　　　　　　　　75．5　　　　　　　　　　　　　9．1　114：0｜　1．3

　（177）［：＝＝＝一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　（　455）　　　　　　　　　　　64．2　　　　　　　　　　　116．0、・　　16．5　　　3．3

業　（　45）　　　　　　　　75・6　　　　　　　　　．7　17．．8　－

　（31）［＝：：＝＝三三：＝＝＝工蓮璽一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．2
　　　＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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総

〔性

男

女

〔年

図6・1・3　カタカナ略語を便利だと思うか（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　便利である便利ではない　㌫ξも分からない

　　　　　　n
数

別〕

性

性

齢〕

（3，090）

（1，421）

（1，669）

5．4

80．6 12．3

81．4 11．7
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職

職

職

婦

生

　
一
業

　72．7

6L2

70．2

　82．1

1．6

1．3

1．8

　　　　　　　．2

　　　　　　　．7
　
7

　4

　－

　－

　－

　0．7

0．6

　1．2

　　　　8．0　15．　　　　3．8

12．9．　　19．3　　　　6．7

79．6

g．9♂　　16．8　　3，l

　　　l12．4　1．0

　　　10．20．6

　　　　9．50．7

　　　61　12．8　　1．5

　
1

ほ

5

　　　　　　　　　　　　　　　　　80．0　　　　　　　　　　　　　　　／・　　15．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83．9　　　　　　　　　　　　　　　　’‘菖16．1．i＄‘　一

＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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図6－1・4カタカナ略語を覚えやすいと思うか（性別，年齢別，職業別）

総　　　数
〔・｝生　　　　　　別　〕

男　　　性

女　　　性

〔年　　齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商工サービス業

管　理　職

事　務　職

労　務　職

主　　　婦

学

その他の無職

自　由　業

専門技術職

　n
（3，090）

（1，421）

（1，669）

覚えやすい　覚えにくい

84．0

84．6

どちらとも　分からない

1．5

5．1

．

　18：g1　1．2

t

　ig．3　1．7

4．4

：1：：：≡≡≡≡ヨ：

（14・）　　　　　95・°　　　　　馨．、一

（255）［＝＝＝≡＝＝＝pa…
（221）

（　　286）　　　　　　　　　　　　　　　79．0　　　　　　　　　　　　　　7・0　11・2　　2・8

（　451）　　　　　　　　　　60．3　　　　　　　　　　㌻16・6’／　　16・4　　　　6・7

　　　（　　131）　　　　　　　　　　　　　74．O　　　　　　　　　　　　　J15・3　　　・2、　1・5

　　　　（　307）　　　　　　　　　　　　　　　86．0　　　　　　　　　　　　　　　　　塁r．8　1・6

　（71）［一：iil！］ll！＝＝　it鐙一

（518）Ei±EEI！ll　o・・
　（579）［：＝：：＝三垂：＝＝＝X…

　（776）　　　　　　83．6　　　　　　’10・61・5

　　（455）　　　　　67．9　　　　　13・・4’殿3。8》4・8

　　　（　　45）　　　　　　　　　　　　　　　84・4　　　　　　　　　　　　　　v　11・1　　－

　（31）巨三三二＝：二二園一
　　　＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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2　アルファベット略語＜CM／CD／IT＞をどう思うか
図6－2－1

問19コマーシャル・メッセージを「CM」，コンパクト・ディスクを「CD」，インフォ
　　メーション・テクノロジーを「IT」のように，アルファベットの略語が使われています。
　　このようなアルファベットの略語についてあなたはどう思いますか。　（○は1つずつ）

　　　　　（nニ3，090）

（1）分かりやすいと思いますか。

便利である

L＿

から

い

・6

　　　　　　どちらとも　分から
便利ではない
　　　　　　いえない　　　ない
　　　　　　　　K

（2）便利だと思いますか。 67．8 ’ 12．6　　　17．0
　　　　’　i疹　　　P　　ll

2．6

覚えやすい 覚えにくい
どちらとも　分から
いえない　　ない
　　L＼　　　／

（3）覚えやすいと思いますか。
66．4 15．5　　　　15．51 2．6

　アルファベット略語＜CM／CD／IT＞をあげて，分かりやすいと思うか，便利だと思うか，覚え

やすいと思うか聞いた（図6・2・1）。

　分かりやすいと思うかについては，「分かりやすい」（56．5°／。）という人が6割弱，「分かりにくい」

（21．8％）という人が2割強である。

　便利だと思うかについては，　「便利である」　（67．8％）という人が7割弱を占めている。

　覚えやすいと思うかについては，　「覚えやすい」　（66．4°／。）という人が7割弱を占めている。

（1）アルファベット略語を分かりやすいと思うか

　アルファベット略語を分かりやすいと思うか，性別，年齢別，職業別にみていく（図6・2・2）。

性別にみると，大きな差はみられない。

　年齢別にみると，「分かりやすい」という人は若年層ほど多く，「分かりにくい」という人は高齢層

ほど多くなる傾向がみられる。特に，70歳以上では「分かりにくい」（40．8％）が「分かりやすい」

（27．5％）を13ポイント上回っている。

　職業別にみると，「分かりやすい」という人は，学生（78．0％），事務職（67．8％）で多い。　「分か

りにくい」という人は，農林水産業（37．4％），その他の無職（36．9％）で4割弱と他の職業層に比べ

て多い。

（2）アルファベソト略語を便利だと思うか

　アルファベット略語を便利だと思うか，性別，年齢別，職業別にみていく（図6・2－3）。

性別にみると，大きな差はみられない。

年齢別にみると，「便利である」という人は若年層ほど多く，「便利ではない」という人は，高齢層

ほど多くなる傾向がみられる。

　職業別にみると，　「便利である」という人は，学生（932％）で9割強を占める。　「便利ではない」
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という人は，農林水産業（27．5％），その他の無職（23．3％）で他の職業層に比べて多い。

（3）アルファベット略語を覚えやすいと思うか

　アルファベット略語を覚えやすいと思うか，性別，年齢別，職業別にみていく（図6・2・4）。

　性別にみると，大きな差はみられない。

年齢別にみると，撹えやすい」という人は若年層ほど多く，「覚えにくい」という人は高齢層ほど

多くなる傾向がみられる。70歳以上では「覚えやすい」（33．5％）と「覚えにくい」　（33．0％）はほ

ぼ同率で拮抗している。

　職業別にみると，「覚えやす同という人は学生（90．4％）で9割ともっとも多い。　「覚えにくい」

という人は，農林水産業（29．0％），その他の無職（27．3％）で他の職業層に比べて多い。
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図6・2・2　アルファベット略語を分かりやすいと思うか（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　n
総　　　　　数　（3，090）

〔性　　別〕

男　　　　　性　（1，421）

女　　　　　性　（1，669）

〔年　　齢〕

15～19歳　（137）

2　5　～　2　9　歳　　　（　　140）

30～34歳　（　233）

35～39歳　（275）

40～44歳　（255）

45～49歳　（221）

50～54歳　（　276）

55～59歳　（343）

60～64歳　　（　339）

6　5　～　6　9　歳　　　（　　286）

70歳以上　（451）

〔職　　業〕

農林水産業　（131）

商工サービス業　（307）

管　　理　　職　（　71）

事　　務　　職　（518）

労　　務　　職　（　579）

主　　　　　婦　（776）

学　　　　　生　（177）

その他の無職　（455）

自　　由　　業　（　45）

専門技術職（

56．5 21．8 19．1

分かりやすい分かりにくいどちらともいえない分からない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．6

57．4

55．7

22．7　　　　17．9

21．0　　　　　20．1

78．1

2・－24歳（134）［：：：：：：：：一國
　　　75．7

　　　68．7

　　67．6

　　63．5

54．3

5LO

49．3　　　　　　・

　　　8．6　15．7

　　9．　9　　21．5

　　　12．7　　　19．6

　　　14．1　　　22．0

19．2　　　　　24．6

x

　30．1　　　　　　17．4

31．5　　　　　16．1

　　　　2．0

　　　　3．1

10．9　10．9　　－

　　　　0．4

　0．5

　　　　1．8

　2．3

　　　　1．5

　　　　3．1

41．2

52．4

53．5

67．8

62．5

53．2

37．4　　　　　　　16．8　　　　4．6

　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

　24．4　　　　　19．9　　　　3．3

19．7　　　　　23．9　　　　　2．8

　　　　11．2　　　20．5　　　0．6

　　　18．1　　　　18．3　・　1．0

　22．9　　　　　20．7　　　　3．1

78．0 10．7　11．3

　　　　　　　38．7　　　　　　　　　　36．9　　　　　　　18．2　　．2

　31）［＝＝＝i互＝＝：コ麗藍翻］・．・
　　　　　　　　　　　　　　　　3．2
＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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図6・2・3アルファベット略語を便利だと思うか（性別，年齢別，職業別）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　32
＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ　分析の対象からは外してある。
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図6－2・4アルファベット略語を覚えやすいと思うか（性別，年齢別，職業別）
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＊「自由業」と「専門技婿聴」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ．分析の対象からは外してある。
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（　31）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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3　アルファベットを日本語の正式な文字として認めてもよいか
図6・3・1

問20　「IT」「NPOj「PTA」などで使われているアルファベットは，日本語の正式な
　　　文字としては認められていません。あなたは，将来，漢字やひらがな，カタカナと同様
　　　に正式な文字として認められてもよいと思いますか。

総

n

そう思う

L＼

そうは思わない

L＼
分からない

　　k

数　（3，090） 50．6 辮’ 》28．2蓼藷藷裟舞ll 21．1

アルファベットは，漢字やひらがな，カタカナと同様に目本語の正式な文字として認められてもよい

と思うか聞いた（図6・3・1）。

　「そう思う」　（50．6％）という人が5割，「そうは思わない」　（28．2％）という人が3割弱である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（図6－3・2）。

　性別にみると，　「そうは思わない」　（男性30．6％，女性26．2％）は，男性が女性よりやや多い。

　年齢別にみると，「そう思う」という人は，若年層ほど多い。

　職業別にみると，「そう思う」という人は，学生（70．6％）で7割ともっとも多い。一方，「そうは

思わない」という人は，その他の無職（36．3％），管理職（36．6％）で4割弱と他の職業層に比べて多

い。
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図6－3－2アルファベットを日本語の正式な文字として認めてもよいか（性別，年齢別，職業別）
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6
　

43
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　　　30．0／　　　　　19．2

　　　　36．6　　　　9．9

　　　　　26．3　／”　　14．3

　　　　　28．0　　　．　　17．1

　　　・　25．0　　　　　　26．2

　　　　　　．15．8　　13．6

36．3　　　　　　　　　　32．3

53．　3 31．1　”　　　　15．6

61．3 29．0　　　9．7

＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ　分析の対象からは外してある。
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第7章　苦手な分野の外来語・略語

1　外来語を使った文で何のことか分からないと感じるもの〈14分野〉

（1）外来語を使った文で分からないと感じるもの

〔カード〕あなたが，何のことか分からないと感じるのは，どの文ですか。

まず，外来語を使った文で分からないと感じるものを，この中からいくつ
でも選んでください。　（複数回答）

ファンドを売ったキャピタルゲイン

カスタムメードのシルキーブラインド

アスリートのポテンシャルを引き出す

リスニングとリーディングには自信がある

環境アセスメントをめぐってタウンミーティ
ングを開く

ナノテクノロジーを応用した液晶パネル

ハイブリッド・システムの動作モード

ギアボックスから出ているシャフト

最新アルバムカミチャートインする

新しいカリキュラムのガイダンス

ミートローフをオーブンでロー一ストする

ケアマネジャーはショートステイをすすめて

いる

　　ウ　ス　を　ク　　　ッ　ク　す　る

小型トラクターはガーデニングにも使える

この中に分からないと感じる文はない

分　　　か　　　ら　　　な　　　い

分からないと感じる文がある（計）

図7－1・1

　14分野の外来語を使った文を提示して，何のことか分からないと感じるものを聞いた（図7・1・1）。

　「ファンドを売つたキャピタルゲイン」《経済・金融・ビジネス》　（79．1％）が8割弱でもっとも多

い。以下，「カスタムメードのシルSe’一ブラインド」《ファッション・インテリア》　（71．7％）の7割

強，「アスリートのポテンシャルを引き出す」《スポーツ・レジャー》（5＆6％）の6割弱，「リスニ

ングとリーディングには自信がある」《語学・文芸》（52．2％）の5割強，「環境アセスメントをめぐ
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ってタウンミーティングを開く」《政治・行政》　（51．6％）の5割強という順である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表7－1－1）。

　性別にみると，何のことか分からないと感じる人が，女性に多いのは，「ファンドを売ったキャピタ

ルゲイン」《経済・金融・ビジネス》　（男性71．4％，女性85．7％），　「カスタムメードのシルキーブ

ラインド」《ファッション・インテリア》（男性68．3％，女性74．6°／。），「アスリートのポテンシャ

ルを引き出す」《スポーツ・レジャー》　（男性47．4％，女性682％），　「環境アセスメントをめぐっ

てタウンミーティングを開く」《政治・行政》（男性44．3％，女性57．8％），「ナノテクノロジーを

応用した液晶パネル」《科学・技術》　（男性41．3％，女性52．8％），　「ハイブリッド・システムの動

作モード」《機械・電気》（男性36．9％，女性55．8％），「ギアボックスから出ているシャフト」《交

通（自動車・船・飛行機など）》　（男性23．5％，女性53．3％）である。

　一方，何のことか分からないと感じる人が，男性に多いのは，「ミートローフをオーブンでロースト

する」《料理・グルメ》（男性35．0％，女性18．6％），「ケアマネジャーはショートステイをすすめ

ている」《医療・福祉》（男性30．3％，女性22．3°／。）である。

　年齢別にみると，高年層になるほど，何のことか分からないと感じる人が多くなる傾向が目立つ。そ

の傾向は，「アスリートのポテンシャルを引き出す」《スポーツ・レジャー》，「リスニングとリーデ

ィングには自信がある」《語学・文芸》，「ナノテクノロジーを応用した液晶パネル」《科学・技術》，

「ハイブリッド・システムの動作モード」《機械・電気》，「最新アルバムがチャートインする」《音

楽・芸術》，「マウスをクリックする」《コンピュータ》，「小型トラクターはガーデニングにも使え

る」《農業・園芸》，「新しいカリキュラムのガイダンス」《教育》など多くの分野にみられる。

　特に，何のことか分からないと感じる人が，44歳までの年齢層では1割に満たない，　「最新アルバ

ムがチャートインする」《音楽・芸術》　（70歳以上82．3％），「マウスをクリックする」《コンピュ

ー
タ》（70歳以上73．8％），「新しいカリキュラムのガイダンス」《教育》（70歳以上68．3％），「小

型トラクターはガーデニングにも使える」《農業・園芸》（70歳以上38．1％）は，70歳以上では多数

を占め，大きな差がみられる。

　職業別にみると，何のことか分からないと感じる人は，ほとんどの分野について，農林水産業，その

他の無職で，他の職業層より多い。一方，「この中に分からないと感じる文はない」という人は，管理

職（23．9％）でもっとも多い。
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表7・1・1外来語を使った文で分からないと感じるもの（性別，年齢別，職業別）
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（2）外来語を使った文で分からないと感じるものの量

　外来語を使った文で，何のことか分からないと感じるものの量を，回答数を積算して求めた（図7・1－2）。

14分野の外来語を使った文を選択肢に示したので，すべてをあげた場合は14点になる。

　「4～7点」　（33．2％）が3割強でもっとも多く，以下，　「1～3点」　（28．4％）が3割弱，　「8～11

点」　（17。2％）と「12～14点」　（15．2％）がともに2割弱という順である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（図7・1・3）。

　性別にみると，女性が男性より多いのは「4～7点」（男性27．8％，女性37．7％），「8～11点」　（男

性14．9％，女性19．2％）である。一方，男性が女性より多いのは「1～3点」（男性33．5％，女性24．0％），

「0点」　（男性8．8％，女性3．5％）である。

　年齢別にみると，高齢層ほど分からないと感じる文の数が多くなる傾向がみられる。特に，70歳以

上では「12～14点」　（54．5％）が5割を超えている。

　職業別にみると，「12～14点」は，その他の無職（38．7％），農林水産業（38．2％）で4割弱と他

の職業層に比べて多い。一方，何のことか分からないと感じる文はないという「0点」は，管理職（23．9％）

で2割強ともっとも多い。
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図7－1・3外来語を使った文で分からないと感じるものの量（性別，年齢別，職業別）
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3　5　～　3　9歳　　（　　275）　　　　　　　　　　46．5　　　　　　　藷藷慧斌墨熟Ll1灘議iIl籔菖§　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ4　0～4　4歳　　（　255）　11．0　　　’　　　42．Ot　」　　n　翼譲閨翻［灘3C：．511麗・霞1，：e　　．0　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・・一・・歳（221）匝E＝璽：コ醗懸璽醗睡匝理J－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳
・・歳以上（451）唖璽■巨コ■■■■■鉋■■■－
　　　　　　　　　165．1
〔職　　業〕

農林水産業　（131）7．6、灘顯3．7蓼罐11　　28．2　　　　　38．2　　　　－

学　　生（177）［主：：亙t：：認羅亜麗羅距理一
その他の繍（455）ぱ頭醒鋼匝ヨ■■匝■■9・・

自　由　業（45）匡ZE＝亘＝懸懸璽懸薮誕］一
専門技術職（31）［：亟コ：：：：＝三〔＝：：鍵團一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．2
　　　　　　　＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。

108



2　アルファベット略語を使った文で何のことか分からないと感じるもの〈14分野〉

（1）アルファベット略語を使った文で分からないと感じるもの
　　

　14分野のアルファベット略語を使った文を提示して，何のことか分からないと感じるものを聞いた

（図7・2・1）。

　「AO入試で大学に入った」《教育》（63．5％）が6割強でもっとも多く，以下，「DCの電源につ

なぐ」《機械・電気》（43．7％）が4割強，「AV教材で外国語を学ぶ」《語学・文芸》（37．3％）が

4割弱，「CGをふんだんに使った映画」《音楽・芸術》（34．8％）が3割強，「CD－ROMでデー

タを提供する」《コンピュータ》　（33．5％）が3割強という順である。

　一方，　「分からないと感じる文はない」　（16．7％）という人は2割弱である。
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　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表7・2・1）。

　性別にみると，何のことか分からないと感じる人が女性に多いのは，「DCの電源につなぐ」《機械・

電気》　（男性32．2％，女性53．4％），　「AV教材で外国語を学ぶ」《語学・文芸》　（男性33．5％，女

性40．6％），「CGをふんだんに使った映画」《音楽・芸術》　（男性31．7％，女性37．4％），　「CD

－ ROMでデータを提供する」《コンピュータ》　（男性28．2％，女性38．0％），「OA化がすすんだ

企業」《経済・金融・ビジネス》（男性24．8°／。，女性31．3％），「ETCを取り付けた車」《交通（自

動車・船・飛行機など）》　（男性20．1％，女性35．4％），　「海外でPKO活動を行う」《政治・行政》

（男性15．0％，女性19．9％），「今シーズンのMVPに選ばれた」《スポーツ・レジャー》（男性10．7％，

女性20，1％）である。

　一方，何のことか分からないと感じる人が男性に多いのは，「DHAは魚に多く含まれている」《料

理・グルメ》（男性20．4％，女性15．3％），「UVカット効果のあるガラス」《ファッション・イン

テリア》　（男性21．0％，女性12．6％）である。

　年齢別にみると，高年層になるほど，何のことか分からないと感じる人が多くなる傾向があるが，「O

A化がすすんだ企業」《経済・金融・ビジネス》，「ETCを取り付けた車」《交通（自動車・船・飛

行機など）》，「MRIで診断する」《医療・福祉》，「海外でPKO活動を行う」《政治・行政》，

「JAS規格を満たしている農産物」《農業・園芸》などは，15～19歳の若年層でも何のことか分か

らないと感じる人が多い。「この中に分からないと感じる文はない」という人は，25～29歳（27．9％），

40～44歳（27．8％），45～49歳（33．0％）で3割前後と他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，何のことか分からないと感じる人は，ほとんどの分野について，農林水産業，その

他の無職で，他の職業層に比べて多い。一方，　「この中に分からないと感じる文はない」という人は，

管理職（26．8％），事務職（30．7％）で，他の職業層に比べて多い。
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表7・2・1アルファベット略語を使った文で分からないと感じるもの（性別，年齢別，職業別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）
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（2

　アルファベット略語を使った文で，何のことか分からないと感じるものの量を，回答数を積算して求

めた（図7－2・2）。14分野のアルファベット略語を使った文を選択肢に示したので，すべてをあげた場

合は14点になる。

　「1～3点」　（43．8％）が4割強でもっとも多く，次いで，　「4～7点」　（21．5％）が2割強，　「0点」

（16．7％）が2割弱という順である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（図7・2－3）。

　性別にみると，男性が女性より多いのは「1～3点」　（男性46．9％，女性41．2％），　「0点」　（男性

19．2％，女性14．5％）である。一方，女性が男性より多いのは「4～7点」（男性18．2％，女性24．3％）

である。

　年齢別にみると，高齢層ほど分からないと感じる文の数が多くなる傾向がみられる。特に，70歳以

上では「12～14点」　（33．5％）が3割強である。

’職業別にみると，　「12～14点」は，農林水産業（24．4％），その他の無職（23．3％）で2割強と他

の職業層に比べて多い。一方，　「0点」は，事務職（30．7％），管理職（26，8％）で他の職業層に比べ

て多い。
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図7－2・3アルファベット略語を使った文で分からないと感じるものの量（性別，年齢別，職業別）

総

〔性

男

女

〔年

数

別〕

性

性

齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商エサービス業

管
事
労
主
学

理

務

務

職

職

職

婦

生

その他の無職

自　由　業

専門技術職

　　　0点　　1～3点　　4～7点

・　　
（3，　090）

（1，421）

（1，669）

（137）

（134）

（140）

（233）

（275）

（255）

（221）

（276）

（343）

　　　　　　　　分から8～11点　　12～14点
　　　　　　　　ない

2

24．6　　　　　　　　　／　　　59．0

27．9　　　　、　　　　　　　50．0

18．5　　　　　　　　　　　　　　70．4　x

0．1

0．3

0．7

　　　　　　5

14．9　　－

20．0　　0．7

27．8

33．0

25．7

0．4
．7

　　　57．3　　　　　　　　　　12．5

　　　　　　　　　　0．8
　　　49．3　　　　　　　　　14．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

46．7　　　　、　、　　　20．3

（　339）　8．3　　・　　　33．9・’
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（　　31）　　　22．6　　　ttt．’三／　　・’　”　67．7　”t　　j　　　　　　6・　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32－
＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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第8章　外来語や略語についての学習意欲，教育への期待

1　新しい外来語や略語を学ぶ機会

（1）新しい外来語や略語を学ぶ機会がほしいと思うか

新しい外来語や略語を学ぶ機会がほしいと思うか聞いた（図8－1・1）。

　「そう思う」（31．8％）という人は3割強である。一方，「そうは思わない」（59．3％）という人は

6割弱である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（図8・1・2）。

　性別にみると，「そう思う」　（男性27．5％，女性35．5％）という人は，女性が男性より多い。

　年齢別にみると，「そう思う」という人は若年層ほど多くなる傾向がみられる。特に，15～19歳

（48．9％）と，40～44歳（45．5％）では5割弱である。一方，「そうは思わない」という人は高齢層

ほど多くなる傾向がみられる。特に，60歳以上の年齢層（60～64歳67．3°／・，65～69歳69．6％，70歳

以上74．9％）では7割前後である。

　職業別にみると，「そう思う」という人は，学生（50．8％）で5割ともっとも多い。一方，「そうは

思わない」という人は，農林水産業（73．3％），その他の無職（71．2％）で7割強と他の職業層に比べ

て多い。

114



図8・1－2新しい外来語や略語を学ぶ機会がほしいと思うか（性別，年齢別，職業別）
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　　　　　’　　　58．7　　　　　　　　　　10．9

　　　　　　　　　55、5’ノ　．、　　　　　9．1

　　　　　　41．2　　　　7．9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

19．6　　　”“　’　　　””　　　　71．2 ”“　－　　9．2

31．1
，／ 　”　”；’／

62．2　　．、．．！　“”、　”t6．7

25．8 67．7 6．5

＊「自由業」と「専門技術職」は　回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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（2）新しい外来語や略語を学ぶ機会としてほしいと思うもの

新しい外来語や略語を学ぶ機会がほしいと思う人（983人）に，学ぶ機会としてほしいと思うものを

聞いた（図8－1－3）。

　「テレビやラジオで取り上げてほしい」（58．2°／。）と思う人と，「新聞で取り上げてほしい」（562％）

と思う人がともに6割弱で上位にある。「辞書や参考書を出版してほしい」（34．7％）と思う人と，「生

涯学習の講座や学校の授業で教えてほしい」（33．6％）と思う人はともに3割強である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく　（表8－1・1）。

　性別にみると，差はみられない。

年齢別にみると，「新聞で取り上げてほしい」と思う人は，35～39歳（63．9％）と50歳以上の年齢

層（50～54歳63．7％，55～59歳61．9％，60～64歳61．2％，65～69歳59．6％，70歳以上58．8％）

でやや多い。

　職業別にみると，「テレビやラジオで取り上げてほしい」と思う人は，商工サービス業（71．3％）で

多い。　「新聞で取り上げてほしい」と思う人は，その他の無職（66．3％）で多い。　「辞書や参考書を出

版してほしい」と思う人は，学生（45．6％）で多い。　「生涯学習の講座や学校の授業で教えてほしい」

と思う人も学生（45．6°／。）で多い。
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表8・1・1新しい外来語や略語を学ぶ機会としてほしいと思うもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

回

　
　
　
　
答
　
　
　
　
計

％
　
5
　
　
5
溜
　
　
o
ゐ
4
β
o
o
2
3
⑨
β
o
　
“
0
　
　
5
0
」
3
ユ
β
3
3
3
5
臨
　
珊
皿
　
即
燗
㎜
面
ご
四
殴
醜
㎜
図
頂
　
鵬
m
㎜
皿
臨
殴
ぽ
鴎
脳
m

分
　
　
か
　
　
ら
　
　
な
　
　
い

そ

　
　
　
　
の
　
　
　
　
他

生

涯
学

習

講

座

や
学

校

で

て

ほ

し
い

辞
書

や

参

考

書

し
い

新
聞

で

取

り
上
げ
て
ほ
し
い

テ

レ

ビ

や

て

ほ

し
い

該
　
　
　
　
当
　
　
　
　
数

n
螂
霊
　
二
・
6
三
駕
三
三
・
。
刀
三
竺
胴
・
・
2
・
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（3）学ぶ機会がほしいと思わない理由

　新しい外来語や略語を学ぶ機会がほしいと思わない人（1，831人）に，その理由を聞いた（図8－1・4）。

　「新聞やテレビをみていれば，分かるようになるから」　（46．3％）が5割弱でもっとも多い。以下，

「新しい外来語や略語を知らなくても困らないから」（38．4％）が4割弱，「知っている人に聞けばい

いから」（26，4％）が3割弱，「辞書やインターネットで調べればいいから」（21．0％）が2割強の順

である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（表8・1・2）。

　性別にみると，女性が男性より多いのは，「知っている人に聞けばいいから」（男性21．7％，女性

31．1％）である。一方，男性が女性より多いのは，「辞書やインターネットで調べればいいから」　（男

性24．6％，女性17．4％）である。

　年齢別にみると，噺しい外来語や略語を知らなくても困らないから」は，65歳以上の年齢層（65

～69歳53．3％，70歳以上55．3％）で5割強と他の年齢層に比べて多い。

　職業別にみると，「新聞やテレビをみていれば，分かるようになるから」は，事務職（66．1°／・）で多

い。　「新しい外来語や略語を知らなくても困らないから」は，農林水産業（60．4％）で多い。　「知って

いる人に聞けばいいから」は，学生（35．6％），主婦（32．0％），労務職（30．9％）で多い。　「辞書や

インターネットで調べればいいから」は，事務職（39．3％），学生（35，6％）で他の職業層に比べて多

い。
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表8・1・2　学ぶ機会がほしいと思わない理由（性別，年齢別，職業別）

（複数回答）

回

　
　
　
　
　
答
　
　
　
　
　
計

％
　
3
　
　
⑨
7
　
　
β
4
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⑨
7
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囎
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踊
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性
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歳
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歳
歳
歳
歳
歳
歳
上
戊
業
業
職
職
職
婦
生
職
業
職
総
‥
男
女
蕊
翼
蕪
概
蕊
‥
蕊
主
学
講
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2　新しい外来語や略語を学校教育で教えるべきか

新しい外来語や略語を学校教育で教えるべきだと思うか聞いた（図8・2・1）。

　「そう思う」（58．2％）という人は6割弱である。一方，「そうは思わない」　（28．0％）という人は

3割弱である。

　次に，性別，年齢別，職業別にみていく（図8・2・2）。

　性別にみると，差はみられない。

　年齢別にみると，「そう思う」という人は，20～24歳（65．7％）で7割弱ともっとも多く，次いで，

25～29歳（62．9％）と，40～44歳（62．0％）がともに6割強である。

　職業別にみると，「そう思う」という人は，農林水産業（65．6％），管理職（63．4％），商工サービ

ス業（61．6％），事務職（60．2％）で6割を超えている。
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図8－2・2新しい外来語や略語を学校教育で教えるべきか（性別，年齢別，職業別）

総

〔性

男

女

〔年

数

別〕

性

性

齢〕

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上
〔職　　業〕

農林水産業

商エサービス業

　n
（3，090）

（1，421）

（1，669）

（正37）

（134）

（140）

（233）

（275）

（255）

（221）

（276）

（343）

（339）

（286）

（451）

そう思う そうは思わない 分からない

58．9

57．5

52．6

　65．7

　62．9

60．1

55．3

　62．0

60．2

58．3

56．6

56．3

54．2

29．8　　　　11．3

26．4　　　　　16．1

35．8　・　　　　11，7

　　　25．4、　　9．0

　　　27．1　　　　10．0

　　27．9　　　　　12．0

33．1　　　　　11．6

　　　26．3　　　　11、8

　26．7　　　　13．1

’　29．0　　　’　12．7

　32．7　　　　　10．8

28．6　　　　　15．0

28．0　　　　　　17．8

管
事
労
主
学

理

務

務

（131）

（307）

58．8
∨ 20．6　　　　　20．6

65．6

61．6

18．3　　　16．0

24．4　　　　14．0

職

職

婦

生

その他の無職

自　由　業

専門技術職

（518）

（579）

（776）

（177）

（455）

（　45）

（　31）

　　60．2

　　57．3

　　57．9

　56．5

　54．3

42．2

　　　　29．5

　　　　29．5

　　　　26．4

　　　　32．8、

　　　27．9

t

t　　40．0　　、

10．2

13．1

15．7

10．7

17．8

17．8

58．1 35．5 6．5

＊「自由業」と「専門技術職」は，回答者数が50人より小さいので参照するにとどめ，分析の対象からは外してある。
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皿　調　査　票

（付：単純集計結果）



一 1一

平成16年度「外来語に関する意識調査（全国調査）」

平成16年10月

社団法人　新情報センター

　　（調査番号）　　　　　　　　　　（対象番号）　　　　調査員氏名　　　　　　　　点検者氏名

…］［工］［＝＝＝：］［＝＝＝＝］
①　②　③　④ ⑤　⑥

　　　　調査開始時刻口時口分
＊n表示のないものは3，090人を基数とする。数字は％。

問1　〔カード1〕あなたが，ふだん使うことがある外来語や略語はどれですか。この中からいくつで

　　も選んでください。（M．A．）

46．0

73．　3

74．8

41．6

81．1

72．8

73．5

67．9

コミュニティーセンター

住宅ローン

ヘノレパー

バィオ（バイオテクノロジー）

インターネット

グルメ

スニーカー

アウトドア

33．7　コンバイン

16．6スパークプラグ

18．4　GPS
49．7アーチスト

56．　4　ノンフィクション

49．0　カリキュラム

3．2　この中にふだん使う言葉はない

0．4　分からない　　　　　　　　（鯛．T．＝758．6）

　まず，言葉の使い分けについてお聞きします。

　話す相手によって，使う言葉も変わってくると思います。ここでは，友だちどうしで話すとき，大勢

の人の前で話すとき，初対面のお年寄りと話すときの3つの場面で，あなたが使う言葉をお尋ねします。

問2　〔カード2〕まず，友だちどうしで話すとき，次のどの言葉を使いますか。（Oは1つ）

　　　　…一一…〔1欝〕－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．0　分からない（自発的回答）

問2SQ1　〔カード3〕その言葉を使う理由は何ですか。　A，　Bの枠からそれぞれ1つ選んでくださ

　　　　　い。（Oはそれぞれ1つずつ）

（サポートn＝1，033，支援n＝790，手助けn＝1，204）

　「－A枠．一一一一一一一一一・一・一一一一一一一一・一一一一一一一一一一・・一一一■一一一一一・．一一一一一一一一一一d．一．．一一一一一＿一一＿一，＿一‘

　；　サポート　支援　手助け　　　　　　　　　　サポート　支援　手助け　　　　　　　　　　　1
　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1　　25．9　　9．6　5．7簡潔だから　　　　44．2　　23．4　25．0　使い慣れているから　l

　l　　27．2　　51．3　63．7分かりやすいから　　0．3　　0．5　0．2　この中にはない　　1
　ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　・　　2．　1　　14．8　　4．9正確だから　　　　0．2　　0．4　0．4　分からない　　　　・
　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　L－●●一●●一一一一一一一＿一一一●一一一一一●●一一一一一一一一一●一＿一一一一一一＾一一一一一一一＿一＿一一一一一一，一一一●＿一一一一一一一両一1

　「－B枠．一一一一一一一一・・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一…一一一一一一一一一．・．　．．　一一一一．、一　一一．．．　一一一一一一一一．一一一．一一‘

　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

サポート

　26．6

　10．1

　9．3

　30．0

支援

3．4

18．0

0．9

39．9

手助け

　1．7

　2．2

　1．3

　70．1

新しい感じだから

知的な感じだから

しゃれた感じだから

やわらかい感じだから

サポート

　1．0

　18．4

　4．6

支援

　5．7

24．　2

　8．0

手助け

　1．2

　15．8

　7．7

　　　　　　　　　　　　：

格調高い感じだから1

この中にはない　　1

分からない　　　1
　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　：
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一 2一

問3　〔カード2〕では，大勢の人め前で話すときは，どの言葉を使いますか。（Oは1つ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　7分からない（自発的回答）

問3SQ1　〔カード3〕その言葉を使う理由は何ですか。　A，　Bの枠からそれぞれ1つ選んでくださ

　　　　　い。（Oはそれぞれ1つずつ）

（サポートn＝843，支援nニ1，455，手助けn＝708）

　「－A枠．一一一一一一一一一一一一h－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一’一　一一一一一一一＾一一一一一一一一一一”一一一一　‘”　l

lサポート支援鋤け　　　　サボ・一一　F支援手珈ナ　　　　　l
　l　　31．7　14．8　4．9簡潔だから　　　　27．2　　9．6　17．8　使い慣れているから　l
　l　　32．0　48．3　71．9分かりやすいから　　0．5　　0．4　0．　1　この中にはない　　l

l　7．926．74．・5正確だから　　・．7　・．3・．7分からない　　l
　L－＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿．，＿＿．．＿＿．．＿＿一一＿＿＿．．一＿一＿＿＿＿＿一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一’1

　「－B枠．一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一”“一一一一一一“一一⇔”一一’一’⇔’一一一一一”一一一一一一“一一一一“’一一一一”l

　l　サポート　支援　手助け　　　　　　　　　　サポート　支援　手助け　　　　　　　　　1
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　1　　28．9　　3．6　　1．7新しい感じだから　　　2．8　　10．9　0．8　格調高い感じだからl
　l　　18．1　　26．2　　2．4　知的な感じだから　　　12．1　　19．3　17．8　この中にはない　　l

i　・・，9：13i：；，9：1㌫蕊ζ：；ら3・8－5・1－8・2分から⑭；

　　　　　　1

問4　〔カード2〕では，初めて会うお年寄りと話すときは，どの言葉を使いますか。（Oは1つ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．1　分からない（自発的回答）

問4SQ1　〔カード3〕その言葉を使う理由は何ですか。　A，　Bの枠からそれぞれ1つ選んでくださ

　　　　　い。（Oはそれぞれ1つずっ）

　（サポートn＝102，支援n＝402，手助けn＝2，520）

　r－A枠．一一一一一一一一一一一一一一一一一已の一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一　’一一一一一一一一一一’一一一一一一一　‘’　一一一一1

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　1　サポート　支援　手助け　　　　　　　　　　サポート　支援　手助け　　　　　　　　　　　、
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　；　　22．5　　7．1　　3．8簡潔だから　　　　28．4　　11．7　7．6　使い慣れているから　：
　1　　37．3　’70．4　85．3　分かりやすいから　　1．0　　0．2　0、2　この中にはない　　l

l　1。．8　9．72．7正確だから　　　．　・．2・．4分からない　　1
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　L＿一＿一＿＿←一＿＿一＿＿一一．一一＿＿＾＿＿＿＿，一＿一＿＿＿一⇔＿＿一一●一・一←一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一⇔一一一’

　r－B枠．一一一一一一一一一一一一一一一・・一一一一一’＾一’一一一一←一一一一一一一一一’⇔一一一一一一一一一”一’一一一一一”　一一一一1

　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　‘　サポート　支援　手助け　　　　　　　　　　　サポート　支援　手助け　　　　　　　　　　、
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1　　21．6　　2．7　　0．6　新しい感じだから　　　2．9　　5．0　0．4　格調高い感じだから1
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　1　　　8．8　　10．2　　1．2　知的な感じだから　　　13．7　　22．6　12．6　この中にはない　　・

1　8．8　1．7。．7しゃれた感じだから　6．9　5．54．6分からない　　1
　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

　1　　37．3　　52．2　79．　8　やわらかい感じだから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　L－一＿，一＿一一一一一一＿＿一一一一．一一一＿一＿一，＿＿＿一＿一一一．＿＿一一．．＿＿＿一＿＿一一．一一・・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・・一一一1
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次に，放送や新聞などで使ってほしい言葉についてお聞きします。

問5　〔カード4〕テレビやラジオのニュースでは，次のどの言葉を使ってほしいと思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Oは1つ）

　　　　　　　　　　　　　　8．6分からない（自発的回答）

問5SQ1　〔カード5〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。この中から1つ選んでください。

（DVnニ213，ト◆メスティック・バ材レンスn＝947，配偶者暴力nニ871，夫や恋人などからふるわれる暴力n＝794）

DV

56．　3

15．5

9．4

14．6

2．8

1．4

ドメスティック

・バイオレンス

　　15．8

　　30．6

　　21．2

　　27．0

　　　4．1

　　　1．2

配偶者暴力

　　7．5

　79．9

　　8．8

　　2．8

　　0．　6

　　0．5

夫や恋人などから

ふるわれる暴力

　　　2．0

　　87．5

　　　7．4

　　　1．8

　　　0．6

　　　0．6

簡潔だから

分かりやすいから

正確だから

使い慣れているから

この中にはない

分からない

問6　〔カード4〕新聞では，どの言葉を使ってほしいと思いますか。（Oは1つ）

　　　　　　　　　　　　　　8．1分からない（自発的回答）

問6SQ1　〔カード5〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。この中から1つ選んでください。

（DVn＝238，ドメスティック・バイ抄ンスnニ830，配偶者暴力n＝1，195，夫や恋人などからふるわれる暴力nニ577）

DV

66．4

17．2

5．0

8．8

1．7

0．8

ドメスティック

・バイオレンス

　　14．2

　　33．9

　　26．0

　　20．2

　　　4．3

　　　1．3

配偶者暴力

　12．6

　68．5

　15．1

　　2．4

　　1．0

　　0．4　≠

夫や恋人などから

ふるわれる暴力

　　　1．7

　　　84．4

　　　11．4

　　　2．1

　　　0．3

簡潔だから

分かりやすいから

正確だから

使い慣れているから

この中にはない

分からない
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問7　〔カード4〕一旦では，次のどの言葉を使ってほしいと思いますか。（Oは1つ）

　　　　　　　　　　　　　　9．0分からない（自発的回答）

問7SQ1　〔カード5〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。この中から1つ選んでください。

（DVn＝186，ト◆メスティック・バイオレンスn＝603，配偶者暴力nニ1，　218，夫や恋人などからふるわれる暴力n＝805）

　　　DV　ドメスティック　配偶者暴力　夫や恋人などから
　　　　　　・バイオレンス　　　　　　ふるわれる暴力

　　　55．9　　　14．4　　　　　9．7　　　　　2．9　　　簡潔だから

　　　20．4　　　37．8　　　　72．4　　　　81．9　　　分かりやすいから

　　　10．8　　　21．9　　　　15．　0　　　　11．7　　　正確だから

　　　9．1　　　20．7　　　　1．5　　　　　2．6　　　使い慣れているから

　　　3．2　　　　4．3　　　　　0．9　　　　　0．6　　　この中にはない

　　　0．5　　　0．8　　　　0．5　　　　　0．4　　　分からない

問8　〔カード6〕市区町村の広報紙では，次のどの言葉を使ってほしいと思いますか。（Oは1つ）

　　　　　　　　　　　　5．9　分からない（自発的回答）

問8SQ1　〔カード7〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。この中から1つ選んでください。
　　　　　　　　　　あいろ
（ボトルネックn＝79，駐路n＝109，支障n＝2721）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいろ　　　　　　　　　あいろ
　　ボトルネック　阻路　支障　　　　　　　　ボトルネック　陰路　支障

　　　38．0　　12．8　4．3簡潔だから　　　　12．7　　　5．5　5．0　使い慣れているから

　　　30．4　　47．7　85．0分かりやすいから　　1．3　　　1．8　0．5　この中にはない

　　　17．7　　31．2　5．0正確だから　　　　　一　　　〇．9　0．2　分からない

問9　〔カード8〕では，この中では，どの言葉を塑使ってほしいと思いますか。（Oは1つ）

　　　　　　　　　　　　　　2．6分からない（自発的回答）
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問9SQ1　〔カード9〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。この中から1つ選んでください。

　（ハザードマップn＝198，災害予測地図nニ1，927，災害にあう地域を予測した地図n＝886）

　　　ハザードマップ　災害予測地図　災害にあう地域

　　　　　　　　　　　　　　　　　を予測した地図

32．3

28．3

8．6

29．3

1．5

16．3

70．7

10．2

2．5

0．2

0．1

2．6

87．4

6．5

3．0

0．5

簡潔だから

分かりやすいから

正確だから

使い慣れているから

この中にはない

分からない

問10　〔カード10〕新聞や広報紙で SQ1 〔カード10〕 その表現を使った方がよいと思う理由
は，同じことを言うのに， いろい は何ですか。 この中から1つ選んでください。

うな表現が使われています。

あなたは，a～cのそれぞ 簡 分 正 使　外た両が外く外り こ 分
れについて，新聞や広報紙で 潔 か 確 い　来い方親来な来入 の か

表記する際に1～3のどの だ
か
り
や
だ

か
慣　語かの切語い語れ
れ　もら表だはかはる

中
に
ら
な

表現を使った方がよいと思 ら す ら て　知　現か増ら積べ は い

いますか。

　（Oはそれぞれ1つずつ）

い
か
ら

い　つ　　がらえ　極き
る　て　　あ　　て　　的だ
か　お　　る　　ほ　　にか

な
い

n
ら　き　　方　　し　　取ら

10．0グローバル 308 22．7 24．4 4．2 39．0　　　6．5　　　0．3　　　　　－　　　1．6 1．0 0．3

42．3グローバル（地球規模） 1，307 1．3 33．7 4．8 2．4　12．0　　43．5　　　0．2　　　1．6 0．2 0．2

a
41．1地球規模 1，269 3．3 78．8 7．9 4．9　　0．1　　　0．8　　　3．8　　　　一

一 0．5

6．7分からない（自発的回答）

1．2インキュへ㌧ション 37 21．6 29．7 8．1 18．9　　16．2　　　　　－　　　　　－　　　2．7 2．7 一

b
30・3インキュベーション（起業支援） 935 0．7 31．7 4．5 1．1　　16．5　　42．8　　　0．3　　　2．0 0．2 0．2

58．2起業支援 1，799 2．9 78．7 8．7 4．6　　0．1　　　0．4　　　3．6　　0．2 0．1 0．9

10．3分からない（自発的回答）

19．ONPO 588 21．9 24．3 4．1 44．0　　2．7　　　1．0　　　　　－　　0．9 0．3 0．7

50．9NPO（非営利団体） 1，573 1．3 36．2 5．8 5．3　　11．4　　37．9　　　0．3　　　1．2 0．1 0．4

C
22．6非営利団体 697 1．9 81．8 6．7 3．3　　　　－　　　1．0　　　4．0　　　　一

一 1．3

7．5分からない（自発的回答）
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では，専門家が使用する言葉についてお聞きします。

問11あなたはこれまで，医者から，症状や治療について，分かりにくい言葉で説明されたことがあり

　　ますか。この中から1つ選んでください。

－
る

36

あ
3
、

°

し

59

な

　4．5

分からない

問12　〔カード11〕医者が患者や家族に話すときは，分かりやすく言い換えたり，説明を加えたりして

　　ほしいと思うのは，どんな種類の言葉ですか。この中からいくつでも選んでください。（M．A．）

27．3

56．5

47．3

57．1

0．6

11．9

3．　8

「所見をとる」「処方する」などの，病院でよく使われる言葉

「セカンドオピニオン」「プライマリーケア」などの，外来語

「CT」「HIV」などの，アルファベットの略語
「㍊劃麗診」「藁涙麓藁」などの，専門用語

その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

特にない

分からない （M．T．＝204．4）

問13　〔カード12〕あなたは，医者から家族のことで説明を受けるとき，次のどの言葉を使ってほしい

　　と思いますか。（Oは1つ）

問13SQ1　〔カード13〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。A，　Bの枠からそれぞれ1つ選ん

　　　　　でください。（Oはそれぞれ1つずつ）

（ターミナルケアn＝248，終末医療n＝341，痛みをやわらげ精神を楽にする医療n＝2，368）

　r・’A枠．一・一一一一一一一・・一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一・一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，

　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・　　ターミナルケア　終末医療　痛みをやわらげ精神　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　・　　　　　　　　　　　　　　を楽にする医療　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　125．0

60．9

11．3

2．4

0．4

47．8

19．1

32．8

0．3

16．4

43．5

39．　7

0．1

0．3

正確に伝わるから

やわらかく伝わるから

分かりやすいから

この中にはない

分からない

「－B枠．一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一・一一一一一一一一・一・・一・一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1

オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

i　　ターミナルケア　終末医療　痛みをやわらげ精神　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

・　　　　　　　　　　　　　　を楽にする医療　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
⑪

4
4
1
り
’
民
∨
4

噌
I
E
U
4
　
c
O
　
c
O
　
c
∠

り
乙
リ
ム
ー
リ
ム

O
O
C
U
O
σ
1
0
C
O

O
O
n
V
り
“
4
7
1
亡
0

4
噌
1
1
4
1

14．2

12．0

22．7

46．1

2．2

2．7

気持ちの整理ができるから

気持ちが前向きになるから

医者を信頼する気持ちになるから

不安や心配が軽くなるから

この中にはない

分からない

130



一 7一

問14　〔カード14〕では，次のような説明の中ではどれを使ってほしいと思いますか。（Oは1つ）

おだ

穏やかな目々を過ごし

ていただくためにも，

｛56．8　ホスピス16．6　終末医療施設17．2　末期患者医療施設］一こと…－

　9．4分からない（自発的回答）

問14SQ1　〔カード15〕その言葉を使ってほしい理由は何ですか。　A，　Bの枠からそれぞれ1つ選ん

　　　　　でください。（Oはそれぞれ1つずつ）

　（ホスピスn＝1，755，終末医療施設n＝512，末期患者医療施設n＝533）

　「－A枠．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一’⇔一’一一一一＾一一一・

　1ホスピス　終末医療　末期患者　　　　　　　　　ホスピス　終末医療　末期患者　　　　　　　l

l　　　施設　　医療施設　　　　　　　　施設　　医療施設　　　　1
　；　　13．　7　　26．2　　34．　0正確に伝わるから　　2．2　　0．　6　　　0．8　この中にはない：
　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　1　68．1　　42．0　　16．1やわらかく伝わるから0．4　　0．2　　　0．8分からない　　1
　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　t　15．6　　31．1　　48．4分かりやすいから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　r－B枠．一一一一’一一一一　‘一　一一一一一台一一‘’一一一一＾⇔n－一一一一一一‥一一一一一一一一一一一一’一一一’一一一一’一一…－l

　lホスピス　終末医療　末期患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　‘

25．5

16．6

11．6

38．　8

5．2

2．3

施設

　40．8

　14．1

　13．5

　24．0

　3．7

　3．9

医療施設

　35．3

　7．5

　19．7

　28．3

　4．1

　5．1

気持ちの整理ができるから

気持ちが前向きになるから

医者を信頼する気持ちになるから

不安や心配が軽くなるから

この中にはない

分からない

外来語の言い換えについて，お聞きします。

問15あなたは，国立国語研究所が「外来語言い換え提案」をしていることを知っていますか。

　17．　2

知っている

　79．　3

知らない

　3．6

分からない

問16　〔カード16〕国立国語研究所の「外来語言い換え提案」では，次のような「言い換え語」を提案

　　しています。あなたは，「言い換え語」と「元の外来語jとでは，どちらが分かりやすいと思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元の外来語が　言い換え語が　どちらとも　分からない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分かりやすい　分かりやすい　いえない　　（自発的回答）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自発的回答）

　　　　　元の外来語　　　言い換え語

　（1）　アウトソーシング　ー　外部委託　　　　16．0　　　　69．5－　　7．2　　　　7．3

　（2）　キャッチアツプ　　一　追い上げ　　　　11．2　－　　73．7　　　　6．8　　　　8．3

　（3）　バーチャル　ー　仮想　　　　　31．9　－　53．2－　7．5　　　　7．4

　（4）　ポジテイブ　ー　積極的　　　　　27．1　　　　60．6－　　6．1　　　　6．2
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問17あなたは，国立国語研究所が行っているような「外来語言い換え提案」は必要だと思いますか。

　　67．5

必要だと思う

　　　11．3　　　　　　　　　　　　21．2

必要ないと思う　　　　　どちらともいえない

［＝17SQ2ヘーτ：M，へ

（問17で「1」と答えた方にお聞きします。）

問17SQ1　〔カード17〕必要だと思う人の中には，大きく分けて次のA，　Bの意見があります。あな

　　　　　たご自身の考えはどちらに近いですか。（○は1つ）

　　　（nニ2，085）

　1－’一一一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一”一一一’■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1

　1　A　分かりにくい外来語で困っている人の助けになるから。　　　1
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　I　B　外来語よりも伝統的な日本語を大切にしたいから。　　　　1
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　43．5　　　　　　　　　23．2　　　　　　　　　　12．0　　　　　　　　　19．0　　　　　　　　2．3

　　　　Aに近い　　　ややAに近い　　　ややBに近い　　　Bに近い　　　分からない

（間17で「2」と答えた方にお聞きします。）

問17SQ2　〔カード18〕必要ないと思う人の中には，大きく分けて次のA，　Bの意見があります。あ

　　　　　なたご自身の考えはどちらに近いですか。（Oは1つ）
　（n＝349）

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

’　A　言い換えによって外来語の正確な意味が伝わらなくなるから。　・
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

；　B　外来語を取り入れた方が日本語は豊かになるから。　　　　　　l
　t＿一一一＿＿一一＿一＿■一一㊤一一一＿一＿一一＿＿＿一一＿＿一一一＿＿一＿一＿＿一一●＿一一＿一一一＿＿＿一＿＿1

35．2

Aに近い

　　28．9

ややAに近い

　　14．3

ややBに近い

　8．9

Bに近い

　12．6

分からない

外来語や略語を使うことについてお聞きします。

問18携帯電話を「ケータイ」，リモート・コントローラーを「リモコン」，コンビニエンス・ストアを

　　「コンビニ」のように，元の言葉を短くした略語が使われています。このような略語にっいてあな

　　たはどう思いますか。（Oは1つずつ）

　（1）分かりやすいと思いますか。

　　　　　78．4　　　　　　　　　　　8．1　　　　　　　　　　　　　　　12．3　　　　　　　　　　　1．2

　　分かりやすい　　　分かりにくい　　　どちらともいえない　　分からない

（2）便利だと思いますか。

　　　　81．0　　　　　　　　　　5．4　　　　　　　　　　　　　12．0　　　　　　　　　　　　　1．6

　　便利である　　　便利ではない　　　　どちらともいえない　　　分からない

（3）覚えやすいと思いますか。

　84．3

覚えやすい

　5．1

覚えにくい

　　　9．1

どちらともいえない

　1．5

分からない
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問19コマーシャル・メッセージを「CM」，コンパクト・ディスクを「CD」，インフォメーション・テ

　　クノロジーを「IT」のように，アルファベットの略語が使われています。このようなアルファベ

　　ットの略語についてあなたはどう思いますか。（Oは1つずつ）

　（1）分かりやすいと思いますか。

　　56．5

分かりやすい

　　21．8

分かりにくい

　　　19．1

どちらともいえない

　2．6

分からない

（2）便利だと思いますか。

　67．8

便利である

　　12．6

便利ではない

　　　17．0

どちらともいえない

　2．6

分からない

（3）覚えやすいと思いますか。

　66．4

覚えやすい

　　15．5

覚えにくい

　　　15．5

どちらともいえない

　2．6

分からない

問20　「IT」「NPO」「PTA」などで使われているアルファベットは，日本語の正式な文字として

　　は認められていません。あなたは，将来，漢字やひらがな，カタカナと同様に正式な文字として認

　　められてもよいと思いますか。

　50．6

そう思う

　　28．2

そうは思わない

　21．1

分からない

問21　〔カード19〕あなたが，何のことか分からないと感じるのは，どの文ですか。まず，外来語を使

　　った文で分からないと感じるものを，この中からいくつでも選んでください。（M．A．）

　　　　（調査員注：1～14を1つずつ読み上げること）

51．6

79．1

26．0

47．5

25．6

26．1

71．7

58．6

12．3

47．1

39．6

32．3

52．2

29．6

5．9

0．0

環境アセスメントをめぐってタウンミーティングを開く

ファンドを売ったキャピタルゲイン

ケアマネジャーはショートステイをすすめている

ナノテクノロジーを応用した液晶パネル

マウスをクリックする

ミートローフをオーブンでローストする

カスタムメードのシルキーブラインド　　　　　　　　’

アスリートのポテンシャルを引き出す

小型トラクターはガーデニングにも使える

ハイブリッド・システムの動作モード

ギアボックスから出ているシャフト

最新アルバムがチャートインする

リスニングとリーディングには自信がある

新しいカリキュラムのガイダンス

この中に分からないと感じる文はない

分からない （M．T．＝：605．4）
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問22　〔カード20〕次に略語を使った文でお尋ねします。あなたが，何のことか分からないと感じるの

　　は，どの文ですか。この中からいくつでも選んでください。（M．A．）

　　　　（調査員注：1～14を1つずつ読み上げること）

17．6

28．3

21．6

10．5

33．5

17．6

16．4

15．8

16．7

43．7

28．3

34．8

37．3

63．5

16．7

0．2

海外でPKO活動を行う

OA化がすすんだ企業

MRIで診断する

DNA鑑定で身元を調べる

CD－ROMでデータを提供する

DHAは魚に多く含まれている

UVカット効果のあるガラス

今シーズンのMVPに選ばれた
ジヤス
JAS規格を満たしている農産物

DCの電源につなぐ

ETCを取り付けた車

CGをふんだんに使った映画

AV教材で外国語を学ぶ

AO入試で大学に入った

この中に分からないと感じる文はない

分からない （M．T．＝：402．7）

問23あなたは，新しい外来語や略語を学ぶ機会がほしいと思いますか。

　31．8

そう思う

　　59．3

そうは思わない

一：三23SQ2

　　　　8．9

分からない（自発的回答）

－P。li24A

〔問23で「1」と答えた方にお聞きします。〕

問23SQ1　〔カード21〕あなたが，新しい外来語や略語を学ぶ機会としてほしいと思うものを，この

　　　　　中からいくつでも選んでください。（M．A．）

　（n＝983）

33．6

58．　2

56．2

34．7

1．0

0．　9

生涯学習の講座や学校の授業で教えてほしい

テレビやラジオで取り上げてほしい

新聞で取り上げてほしい

辞書や参考書を出版してほしい

その他（具体的に：

分からない

）

（M．T．＝184．5）
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〔問23で「2」と答えた方にお聞きします。〕

問23SQ2　〔カード22〕学ぶ機会がほしいと思わない理由は何ですか。この中からいくつでも選んで

　　　　　ください。（M．A。）

　　　（nニ1，831）

　　　　21．0辞書やインターネットで調べればいいから

　　　　46．3新聞やテレビをみていれば，分かるようになるから

　　　　26．4　知っている人に聞けばいいから

　　　　38．4新しい外来語や略語を知らなくても困らないから

　　　　4．7　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　2．5　分からない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M．T．　＝139．3）

〔全員にお聞きします。〕

問24あなたは，新しい外来語や略語を学校教育で教えるべきだと思いますか。

　　　　　　58．2　　　　　　　　　　　　　　　　28．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．9

　　　　そう思う　　　　　　そうは思わない　　　　　　分からない

【フェースシート】

お聞きすることは以上ですが，

F1　性別（調査員記入）

　　　　46．0　男性

あなたご自身のことについて少しおうかがいします。

54．0　女性

F2　あなたのお歳は，満でおいくつですか。

4．4　　15～19歳

4．3　20～24歳

4．5　25～29歳

7．5　30～34歳

8．9　35～39歳

8．3　　40～44歳

7．2　45～49歳

8．9　50～54歳

11．1　55～59歳

11．0　60～64歳

9．3　　65～69歳

14．6　70歳以上

F3　あなたの職業は何ですか（職業の内容を具体的に記入してから，下の該当する項目に○をつける）。

4．2

9．9

1．5

2．3

1．0

農林水産業

商エサービス業

自由業

管理職

専門技術職

16．8事務職

18．7労務職

25．1主婦

5．7学生

14．7その他の無職
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F4　〔カード23〕あなたが最後に卒業されたのはどれですか（中退在学中は卒業と見なす）。

2．1

小　卒

　　　16．　9

旧高小・新中卒

　　50．3

旧中・新高卒

　　29．4

旧高専・大卒

　　1．3

分からない

F5　あなたがお生まれになったのはどこですか。

4．9　北海道

1．4　青森県

1．5　秋田県

2．0　宮城県

1．7　岩手県

1．3　山形県

2．2　福島県

2．5　茨城県

1．7　栃木県

1．8　群馬県

3．2　埼玉県

3．2　千葉県

8．3　東京都

4．3　神奈川県

2．7　新潟県

1．2　富山県

0．8　石川県

0．6　福井県

0．7　山梨県

Zl　長野県

2．2　岐阜県

3．1　静岡県

4．6　愛知県

2．3　三重県

1．1　滋賀県

1．8　京都府

6．3　大阪府

3．8　兵庫県

0．7　奈良県

1．2　和歌山県

0．6　鳥取県

0．8　島根県

1．5　岡山県

1．7　広島県

1，4　山口県

0．9　徳島県

1．1　香川県

1．4　愛知県

0．8　高知県

3．8

1．1

1．5

1．9

1．2

1．0

2．1

1．1

0．8

0．4

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

外国

無回答

分からない

F6　小学校・中学校時代，一番長く住んだところ（都道府県・市区町村）はどこですか。

5．1

1．4

1．5

2．0

1．7

1，3

2．1

2．7

1．7

1．7

3．　9

3．7

7．4

北海道

青森県

秋田県

宮城県

岩手県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

4．8

2．3

1．3

0．7

0．6

0．7

1．9

2．2

3．1

4．7

2．　2

1．1

1．8

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

6．1

4．2

0．8

1．2

0．6

0．7

1．5

1．8

1．5

0．9

1．0

1．4

0．8

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛知県

高知県

3．9

0．9

1．3

2．1

1．4

0．9

2．0

1．1

0．3

0．2

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

外国

分からない
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F7　〔カード24〕あなたは，次のどの分野に関心がありますか。この中からいくつでも選んでくださ

　　し、。　（M．A．）

32．4

28．5

49．　6

15．0

27．9

42．2

28．8

43．5

28．2

政治・行政

経済・金融・ビジネス

医療・福祉

科学・技術

コンピユータ

料理・グルメ

ファッション・インテリア

スポーツ・レジヤー

農業・園芸

10．9

19．3

41．7

17．9

23．7

0．5

6．9

0．2

機械・電気

交通（自動車・船・飛行機など）

音楽・芸術

語学・文芸

教育

その他（具体的に：

特にない

分からない

）

（M．T．＝417．2）

F8　〔カード25〕あなたは，パソコンを平均してどれくらいお使いになりますか。この中からあては

　　まるものを1つ選んでください。

26．4

12．7

5．3

毎日のように

週に1～31ヨくらい

月に1～3日くらい

3．1年に数日くらい

51．7使っていない

0．9　分からない

F9　〔カード26〕あなたは，電子メールを平均してどれくらいお使いになりますか。1通の送信また

　　は受信を1回と数えてください。パソコンと携帯電話の両方を合わせて数えてください。

15．7

17．1

11．5

3．4

日に5回以上

日に1～3回くらい

1週間に1～3回くらい

月に1～3回くらい

1．7　年に数回くらい

49．3使っていない

1．4　分からない

F10　〔カード27〕あなたは，ここ10年くらいの間に外国に行ったことがありますか。この中からあ

　　てはまるものを1つお答えください。

1．2

31．3

6．8

60．2

0．4

滞在（連続して3ヶ月以上）したことがある

旅行（3ヶ月以下）したことがある

滞在したこともあるし，旅行したこともある

外国には行ったことがない

分からない

F11　〔カード28〕では，お宅の収入は，ご家族全部合わせて，去年1年間で，およそどれくらいにな

　　りましたか。この中ではどうでしょうか。ボーナスなどを含め，税込みでお答えください。

7．7

19．6

19．7

200万円未満

200～400万円未満

400～600万円未満

13．5

7．4

5．5

600～800万円未満

800～1，000万円未満

1，000～2，000万円未満

0．7　2，000万円以上

25．9　分からない
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F12　〔カード29〕お宅の生活の程度は，世間一般からみて，

　　を1つお答えください。

どうですか。この中からあてはまるもの

0．6

上

　7．6

中の上

54．1

中の中

　25．4

中の下

6．0

下

　　6．3

分からない

これですべて終わりです。長い間お付き合いいただき，ありがとうございました。

□調査終了時刻口時口分（2塒畦示） 調査時間口分
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